
 

 

 

 

 

第7章 会議資料の作成 

 

 

本章では、前記の交通状況の分析データを使用するなどし、「地域道路経済研究会 地方研究会」

の資料作成を行った。 

具体的には、ビッグデータを用いた道路交通状況の分析の検討結果を踏まえ、交通ビッグデータを

活用した千葉外環開通効果の検証結果を、会議資料にとりまとめた。 
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7.1 地域道路経済戦略研究会用の資料作成 

 

本業務では、地域道路経済戦略研究会とその関東地方の研究会である関東地方研究会の説明用の資

料を作成した。このうち、本節では地方道路経済戦略研究会の作成資料について整理した。 

 

地域道路経済戦略研究会の概要 （1）

研究会目的 1）

地域経済・社会における課題を柔軟かつ強力に解決し、成長を支えていくためには、飛躍的な

進化を遂げる情報通信技術や多様なビッグデータを最大限に利活用し、道路を賢く使う、世界の

トップランナーとしての新たな道路政策に挑戦・実行していく必要がある。 

これを踏まえ、本研究会は、有識者より地域の道路を活かした政策提言を頂くとともに、道路

空間の有効活用による地域経済活性化戦略と、これを実現するための社会実験・実装について研

究を行うことを目的に設立するものである。 

 

委員 2）

（顧問）石田 東生 筑波大学大学院システム情報工学研究科 教授 

（座長）羽藤 英二 東京大学大学院工学系研究科 教授 

伊藤 香織 東京理科大学大学院理工学研究科 教授 

井料 隆雅 神戸大学大学院工学研究科 教授 

小根山 裕之 首都大学東京大学院都市環境科学研究科 教授 

日下部 貴彦 東京工業大学大学院理工学研究科 助教 

清水 哲夫 首都大学東京大学院都市環境科学研究科 教授 

関本 義秀 東京大学生産技術研究所 准教授 

堤  盛人 筑波大学大学院システム情報工学研究科 教授 

豊田 三佳 立教大学観光学部 准教授 

福田 大輔 東京工業大学大学院理工学研究科 准教授 

布施 孝志 東京大学大学院工学系研究科 准教授 

円山 琢也 熊本大学政策創造研究教育センター 准教授 

 

研究会日時 3）

本業務で資料を作成した第８回研究会の開催日時を以下に示す。 

 

研究会名 日時 場所 

第８回 地域道路経済戦略研究会 
平成 30 年 10 月 31 日（水） 

16 時～18 時 

中央合同庁舎第３号館 

１１階 特別会議室 
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資料 （2）

次頁より地域道路経済戦略研究会用の作成資料を示す。 
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7.2 関東地方研究会の資料作成 

 

本節では関東地方研究会の作成資料について整理した。 

 

関東地方研究会の概要 （1）

目的 1）

地域道路経済戦略研究会・関東地方研究会では、「①災害・リダンダンシー」・「②公共交通支

援」・「③３環状道路ネットワーク効果の把握」の 3 つのテーマを設定し、最適な交通制御の実現

に向けた検討を実施している。 

このうち本業務では「③３環状道路ネットワーク効果の把握」に関わる資料作成を行った。 

 

委員 2）

研究会の委員構成を以下に示す。 

 

福田 大輔 東京工業大学大学院理工学研究科准教授 

日下部 貴彦 東京工業大学大学院理工学研究科助教 

柳沼 秀樹 東京理科大学理工学部土木工学科 講師 

松實 宗博 関東地方整備局 道路部道路計画第一課長 

五十嵐 一夫 関東地方整備局 道路部道路計画第二課長 

本村 信一郎 関東地方整備局 道路部計画調整課長 

下坪 賢一 関東地方整備局 道路部交通対策課長 

 

研究会日時 3）

本業務で資料を作成した第 17 回～19 回研究会の開催日時を以下に示す。 

 

研究会名 日時 場所 

第 17回 関東地方研究会 
平成 30 年 5月 11 日（金） 

17 時～19 時 

さいたま新都心合同庁舎 

検査棟 7 階 共用会議室２ 

第 18回 関東地方研究会 
平成 31 年１月 25 日（金） 

17 時～19 時 

九段第 3 合同庁舎 15 階 

関東地方整備局 会議室 

第 19回 関東地方研究会 
平成 31 年 3月 25 日（月） 

15 時～17 時 

さいたま新都心合同庁舎 

検査棟７階共用会議室２ 

 

  

7-7



 

資料 （2）

次頁より関東地方研究会用の作成資料を示す。 

 

7-8



 

第 17回関東地方研究会 1）

  

7-9



M
in

is
tr

y 
of

 L
an

d,
 I

nf
ra

st
ru

ct
ur

e,
 T

ra
ns

po
rt

 a
nd

 T
ou

ri
sm

3
環

状
道

路
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

整
備

（
今

年
度

の
研

究
計

画
・
内

容
）

経
路

選
択

モ
デ

ル
（
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

分
析

）

資
料

3

7-10



本
日

の
報

告
事

項
（
資

料
構

成
）

2

1
.

研
究

計
画

2
.

昨
年

度
の

研
究

内
容

3
.

今
年

度
の

研
究

内
容

4
.

今
年

度
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

7-11



研
究

テ
ー

マ
・
目

的

3

１
．
研

究
計

画

ビ
ッ

ク
デ

ー
タ

を
用

い
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

効
果

の
把

握

○
研

究
テ

ー
マ

名

○
研

究
目

的

・
E
T
C
2
.0

を
は

じ
め

と
す

る
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
、
３
環

状
道

路
ネ

ッ
トワ

ー
ク

整
備

に
よ

る
経

路
変

更
の

特
性

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、
３
環

状
道

路
を

活
用

し
た

多
様

な
政

策
展

開
に

向
け

た
分

析
・
評

価
手

法
を

検
討

す
る

。
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分
析

対
象

4

１
．
研

究
計

画

○
対

象
エ

リ
ア

首
都

圏
3
環

状
道

路
と

関
東

圏
内

の
9
放

射
道

路
※

を
対

象
に

分
析

を
行

う
。

○
利

用
デ

ー
タ

・
E
T
C
2
.0

デ
ー

タ
の

様
式

2
-
1
（D

R
M

リ
ン

ク
単

位
車

両
別

の
デ

ー
タ

）
な

ど
・
そ

の
他

、
分

析
結

果
の

検
証

や
最

新
の

交
通

動
向

の
整

理
等

の
た

め
に

E
T
C
ロ

グ
デ

ー
タ

や
ト
ラ

カ
ン

デ
ー

タ
な

ど
の

交
通

デ
ー

タ
の

利
用

も
想

定※
湾

岸
道

路
、

第
三

京
浜

、
東

名
高

速
中

央
道

、
関

越
道

、
東

北
道

、
常

磐
道

東
関

道
、

館
山

道
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参
考

：
E
T
C
2
.0

デ
ー

タ
の

メ
リ

ッ
ト

5

１
．
研

究
計

画

○
即

時
性

E
T
C
2
.0

 デ
ー

タ
は

既
存

の
道

路
交

通
セ

ン
サ

ス
や

E
T
C
ロ

グ
デ

ー
タ

等
と

は
異

な
り
、

デ
ー

タ
が

常
に

路
側

機
よ

り
ア

ッ
プ

リ
ン

ク
さ

れ
る

た
め

、
リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
交

通
状

況
の

デ
ー

タ
を

活
用

す
る

こ
と

が
可

能

○
経

路
情

報

従
来

は
最

短
経

路
や

一
部

の
高

速
道

路
上

に
あ

る
ゲ

ー
トの

通
過

情
報

等
を

基
に

各
車

両
の

走
行

経
路

を
予

測
し

、
分

析
や

予
測

を
行

っ
て

い
た

が
、
E
T
C
2
.0

デ
ー

タ
で

は
各

車
両

の
走

行
経

路
が

記
録

さ
れ

て
い

る
た

め
、
よ

り
正

確
な

分
析

・予
測

が
可

能

○
そ

の
他

の
独

自
デ

ー
タ

E
T
C
2
.0

デ
ー

タ
で

は
、
他

に
も

急
制

動
デ

ー
タ

（様
式

1
-
4
）や

個
別

の
速

度
（様

式
1
-
２
）
や

一
般

道
の

走
行

経
路

等
の

既
存

の
交

通
デ

ー
タ

に
は

な
い

情
報

を
用

い
て

分
析

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

E
T

C
2.

0デ
ー

タ
の

利
点

を
活

用
し

た
経

路
選

択
の

モ
デ

ル
を

作
成

し
、

施
策

効
果

の
把

握
を

行
う
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研
究

目
標

・
E

T
C

2.
0を

は
じ

め
と

す
る

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

、
３

環
状

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

整
備

に
よ

る
経

路
変

更
の

特
性

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

３
環

状
道

路
を

活
用

し
た

多
様

な
政

策
展

開
に

向
け

た
分

析
・
評

価
手

法
を

検
討

す
る

研
究

内
容

E
T

C
2.

0 
で

経
路

選
択

を
捉

え
る

ロ
ジ

ッ
ト

モ
デ

ル
を

構
築

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

行
い

、
E

T
C

ロ
グ

等
の

結
果

と
比

較
し

・
検

証
を

行
う

。
（
外

環
道

、
車

種
、

時
間

帯
の

影
響

を
考

慮
し

た
よ

り
詳

細
な

モ
デ

ル
に

拡
張

す
る

。
）

■
E

T
C

2．
0に

よ
る

現
況

分
析

（
そ

の
他

交
通

デ
ー

タ
と

の
比

較
）

■
E

T
C

2.
0デ

ー
タ

を
用

い
た

モ
デ

ル
の

構
築

■
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析

E
T

C
2．

0を
用

い
た

交
通

量
の

把
握

E
T

C
2．

0を
用

い
た

経
路

分
担

率
の

把
握

経
路

交
通

量
   

ൌ
選

択
確

率
   

ൈ
O

D
交

通
量

  

ൌ
  

 
 ሺ効

用
関

数
   

ሻ

 
  

 
 ሺ効

用
関

数
   

ሻ
 

ൈ
O

D
交

通
量

  

効
用

関
数

   
ൌ

 
ൈ

  
間

所
要

時
間

   
൅

 
ൈ

  
間

距
離

   

経
路

選
択

を
捉

え
る

ロ
ジ

ッ
ト

モ
デ

ル
の

構
築

※
H

27
.4

~
H

28
.3

,H
28

.4
~

H
29

.3
の

デ
ー

タ
を

利
用

※
H

27
.4

~
H

28
.3

,H
28

.4
~

H
29

.3
の

デ
ー

タ
を

利
用

今
後

の
課

題
・
都

心
の

交
通

混
雑

を
解

消
す

る
た

め
の

３
環

状
道

路
を

活
用

し
た

新
た

な
政

策
（
環

状
道

路
へ

の
迂

回
誘

導
等

）
を

実
施

し
た

場
合

の
影

響
を

把
握

・
検

討
に

活
用

す
る

こ
と

が
期

待

外
環

道
東

京
区

間
の

開
通

後
の

分
担

率
の

予
測

検
証

6

モ
デ

ル
予

測
値

(全
車

）
モ

デ
ル

予
測

値
(小

型
車

）
モ

デ
ル

予
測

値
(大

型
車

）

首
都

高
経

由
, 

4
3
.8
%

外
環

道
経

由
, 

4
9
.2
%

圏
央

道
経

由
, 

7
.0
%

首
都

高
経

由
, 

4
8
.9
%

外
環

道
経

由
, 

4
2
.5
%

圏
央

道
経

由
, 

8
.6
%

首
都

高
経

由
, 

5
2
.2
%

外
環

道
経

由
, 

3
9
.3
%

圏
央

道
経

由
, 

8
.5
%

首
都

高
経

由
：

  
  

ൌ
ሺα

 
 

  
 

  
ሺ1

ሻሻ
൅

 
・

  
  

൅
γ・

  
  

൅
  

   

外
環

道
経

由
：

  
  

ൌ
ሺα

 
 

  
 

  
ሺ2

ሻሻ
൅

 
・

  
  

൅
γ・

  
  

൅
  

  

圏
央

道
経

由
：

  
  

ൌ
   

   
  

  
 

  
ሺ3

ሻሻ
൅

 
・

  
  

൅
γ・

  
  

൅
  

  

定
数

項
補

正

■
E

T
C

2.
0の

課
題

の
整

理

・
マ

ッ
プ

マ
ッ

チ
ン

グ
の

問
題

・
路

側
機

の
問

題
・
収

録
情

報
の

問
題

推
計

値
t値

首
都

高
経

由
の

定
数

項
-
1
.3

5
-
3
5
.6

外
環

道
経

由
の

定
数

項
-
4
.2

6
-
5
6
.4

所
要

時
間

-
0
.0

2
-
2
1
.8

料
金

-
7
.5

8
×

1
0

-
4

-
1
5
.4

休
日

×
所

要
時

間
2
.5

9
×

1
0

-
3

2
.9

深
夜

×
所

要
時

間
2
.3

1
×

1
0

-
3

1
.0

ピ
ー

ク
×

所
要

時
間

3
.4

7
×

1
0

-
3

3
.6

サ
ン

プ
ル

数
ad

ju
st

e
d 

R
h
o
-
sq

u
ar

e
時

間
価

値
(円

/
分

）
時

間
価

値
（
休

日
(円

/
分

）
時

間
価

値
（
深

夜
(円

/
分

）
時

間
価

値
（
ピ

ー
(円

/
分

）
*
深

夜
：
0
-
3
時

台
　

　
ピ

ー
ク

：
平

日
朝

6
-
8
時

台
・
夜

1
7
-
1
9
時

台

係
数

1
9
.8

9

2
1
.0

5
2
1
.4

2

モ
デ

ル
３

0
.5

7
2
4
.4

7

2
0
,4

6
6

２
．
昨

年
度

の
研

究
内

容
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開
通

前
現

況
E

T
C

2.
0

(H
28

.8
）

開
通

後
モ

デ
ル

予
測

値
(全

車
）

7

路
線

間
の

分
担

率
の

予
測

（
外

環
道

千
葉

区
間

）

○
外

環
道

（
三

郷
南

IC
～

高
谷

JC
T
）
開

通
に

よ
り

、
外

環
道

の
分

担
率

が
約

７
０

％
に

増
加

す
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
る

。
○

外
環

道
開

通
に

よ
り

、
首

都
高

経
由

の
車

用
が

外
環

道
経

由
に

大
き

く
転

換
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

東
北

道
－

東
関

東
道

・京
葉

道
（久

喜
IC

～
千

葉
北

IC
）

出
典

：
所

要
時

間
は

E
T

C
2.

0
の

所
要

時
間

デ
ー

タ
の

均
値

料
金

は
ド

ラ
ぷ

ら
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
情

報
、

ま
た

は
算

定
式

に
よ

る
算

出
値

保
土

ヶ
谷

IC

名
浜

鶴
ヶ

島
J

東
金

J

戸
塚

IC
東

京
湾

太

館 山

道

東
関

道

北

東

道

関
越

道

道
央

中

第
三 京東

か
環

状
道

路

京
東

湾
ｱ ｸ ｱ ﾗ ｲ ﾝ

久
喜

白
岡

J

八
王

子
J

常
磐

道

海
老

名
J

大
栄

J

つ
く
ば

中
央 IC

三
郷

南
IC

大
泉

J

新
東

名

圏
央

道

海
老

名
南

J

松
尾

横
芝

IC

成
田

IC

新
空

港

千
葉

東
J

宮
野

木
J

三
郷

J

葉千

東
金

道

京
葉

道
路

圏
央

道

東
京

IC

つ
くば

J

京
外

京
湾

岸
道 路

東

東

高
速

横
新

道

横 横

央
環

状

中

高
谷

J

京
葉

口

玉
川

IC

小

厚
木

IC

八
王

子
IC

練
馬

IC

高
井

戸
IC美

女
木

J

川
口

J

葛
西

板
橋

大
橋

江
北

狩
場

J

路

栄
IC

J

戸
塚

終
点

寒
川

北
IC

伊
勢

原
J

く

成
田

空
港

羽
田

空
港

境
古

河
IC

大
井

圏
央

道
経

由

一
般

道
経

由

首
都

高
経

由

２
．
昨

年
度

の
研

究
内

容

※
圏

央
道

茨
城

区
間

開
通

前
の

分
担

率
の

た
め

圏
央

道
経

由
の

割
合

が
低

く
な

っ
て

い
る

7-16



２
．
昨

年
度

の
研

究
内

容

8

今
年

度
の

分
析

の
成

果
○

昨
年

度
モ

デ
ル

を
外

環
道

経
由

、
車

種
別

、
時

間
帯

別
を

追
加

し
た

モ
デ

ル
に

拡
張

し
活

用
範

囲
を

広
げ

た
。

○
定

数
項

補
正

を
追

加
し

モ
デ

ル
の

再
現

性
を

高
め

た
。

研
究

成
果

の
活

用
方

法
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

経
路

選
択

ﾓ
ﾃ

ﾞﾙ
に

よ
る

ｼ
ﾐ
ｭ
ﾚ
ｰｼ

ｮﾝ
分

析
を

適
用

し
、
都

心
の

交
通

混
雑

を
解

消
・
す

る
た

め
の

３
環

状
道

路
を

活
用

し
た

新
た

な
政

策
（
環

状
道

路
へ

の
迂

回
誘

導
等

）
を

実
施

し
た

場
合

の
影

響
を

把
握

検
討

に
活

用
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

る
例

：
・
混

雑
料

金
導

入
に

よ
る

効
果

の
予

測
・
動

的
交

通
運

用
（
可

変
速

度
規

制
）
に

よ
る

効
果

の
予

測
な

ど

動
的

交
通

運
用

と
は

、
渋

滞
時

や
事

故
時

に
一

時
的

な
車

線
数

の
変

更
や

速
度

規
制

な
ど

を
行

う
交

通
運

用
を

い
う

。
（
イ

ギ
リ

ス
や

オ
ラ

ン
ダ

で
実

施
）

(可
変

速
度

規
制

)
渋

滞
発

生
前

に
速

度
規

制
を

行
い

、
速

度
の

均
等

化
お

よ
び

交
通

流
の

整
流

化
を

図
り
、

交
通

の
円

滑
化

や
事

故
の

軽
減

に
よ

る
交

通
量

の
増

加
を

狙
っ

た
対

策
。
こ

の
時

の
他

経
路

へ
の

交
通

の
転

換
の

予
想

に
本

モ
デ

ル
を

利
用

。

E
T
C
ロ

グ
デ

ー
タ

・
E
T
C
2
.0

デ
ー

タ
・
高

速
O
D

デ
ー

タ
、

高
速

・
一

般
道

路
利

用
経

路
デ

ー
タ

・
所

要
時

間
、

料
金

等
の

LO
Sデ

ー
タ

経
路

選
択

モ
デ

ル
の

構
築

・
圏

央
道

内
通

過
（
高

速
道

路
経

路
選

択
）

・
圏

央
道

内
外

・
圏

央
道

内
々

（
高

速
道

路
・
一

般
道

路
経

路
選

択
）

・
所

要
時

間
、

料
金

以
外

の
変

数
（
時

間
信

頼
性

等
）
の

導
入

検
討

E
T
C
ロ

グ
デ

ー
タ

・
現

状
の

高
速

ＩＣ
間

O
D

交
通

量

セ
ン

サ
ス

O
D
デ

ー
タ

・
現

状
の

高
速

・
一

般
道

路
の

O
D

交
通

量

３
環

状
道

路
を

活
用

し
た

新
た

な
政

策
・
環

状
道

路
へ

の
迂

回
誘

導
・
車

種
・
時

間
帯

を
考

慮
し

た
都

心
部

へ
の

流
入

規
制

等

多
様

な
政

策
の

影
響

評
価

・
環

状
道

路
を

活
用

し
た

新
た

な
政

策
に

よ
る

交
通

量
及

び
交

通
サ

ー
ビ

ス
の

変
化

※
多

様
な

交
通

サ
ー

ビ
ス

（
経

路
別

所
要

時
間

・
走

り
や

す
さ

等
）
を

変
数

と
し

て
、

環
状

道
路

の
特

性
を

反
映

し
た

政
策

評
価

が
可

能

3
環

状
道

路
整

備
に

よ
る

多
様

な
効

果
を

算
出

・
経

路
選

択
の

多
様

化
・
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

の
時

間
信

頼
性

等

E
T
C

2
.0

の
デ

ー
タ

蓄
積

と
分

析
を

踏
ま

え
て

、
外

環
道

（
一

般
道

）
の

利
用

経
路

分
析

を
行

い
、

圏
央

道
内

外
・
、

圏
央

道
内

々
O

D
に

お
け

る
高

速
道

路
と

外
環

道
（

一
般

道
路

）の
経

路
選

択
モ

デ
ル

を
実

施

経
路

の
時

間
信

頼
性

、
走

り
や

す
さ

（J
C

T
・
分

合
流

で
の

減
速

、
渋

滞
等

）等
、

E
T
C

2
.0

か
ら

得
ら

れ
る

新
た

な
指

標
の

導
入

可
能

性
を

検
討

圏
央

道
内

通
過

O
D

を
対

象
と

す
る

高
速

道
路

の
経

路
選

択
（
圏

央
道

と
首

都
高

等
）モ

デ
ル

を
先

行

経
路
選
択
モ
デ
ル
を
適
用
し
た
多
様
な
整
備
効
果
分
析
と

政
策
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析

動
的
交
通
運
用
（
可
変
速
度
規
制
）
に
よ
る

他
路
線
へ
の
影
響
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

図
可

変
速

度
規

制
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9

・
外

環
道

（
三

郷
南

IC
～

高
谷

JC
T

）後
の

分
担

率
な

ど
の

交
通

施
策

の
影

響
の

分
析

・シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

の
結

果
と

実
測

値
を

比
較

・検
証

し
モ

デ
ル

の
精

度
を

高
め

る
。

３
-１

．
経

路
選

択
モ

デ
ル

の
精

度
向

上
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

３
．
今

年
度

の
研

究
内

容

・経
路

選
択

モ
デ

ル
を

活
用

し
て

平
休

、
時

間
帯

、
車

種
、

発
着

点
、

道
路

要
因

の
要

因
に

着
目

し
た

詳
細

な
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析
を

行
う

。

３
-２

．
経

路
選

択
モ

デ
ル

を
活

用
し

た
詳

細
分

析
（今

年
度

下
半

期
～

）

３
．

今
年

度
の

研
究

内
容

・経
路

選
択

モ
デ

ル
の

選
択

肢
に

一
般

道
を

追
加

で
き

る
か

に
つ

い
て

の
検

討
を

行
う

。

（一
般

道
モ

デ
ル

へ
の

拡
張

）
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経
路

選
択

モ
デ

ル
の

精
度

向
上

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

分
析

10

３
-
１

．
経

路
選

択
モ

デ
ル

の
精

度
向

上
、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

分
析

・
昨

年
度

研
究

会
で

作
成

し
た

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

用
い

て
、
新

規
路

線
や

首
都

圏
3
環

状
道

路
の

関
連

施
策

に
よ

る
交

通
影

響
の

評
価

を
行

う
。

・
予

測
値

と
実

績
値

を
比

較
し

、
モ

デ
ル

の
精

度
の

検
証

を
行

う
。
検

証
結

果
を

も
と

に
モ

デ
ル

の
改

良
を

行
い

精
度

を
高

め
る

。
例

：
・
新

規
路

線
：
外

環
道

千
葉

区
間

、
外

環
道

東
京

区
間

等
・
関

連
施

策
：
可

変
速

度
規

制
、

混
雑

料
金

の
検

討
等

○
内

容

○
分

析
イ

メ
ー

ジ

施
策

実
施

前
施

策
実

施
後

各
施

策
実

施
に

よ
る

経
路

分
担

率
の

変
化

を
予

測

新
路

線
の

開
通

可
変

速
度

規
制

な
ど
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詳
細

分
析

11

３
-
２

．
経

路
選

択
モ

デ
ル

を
活

用
し

た
詳

細
分

析
（
今

年
度

下
半

期
）

○
平

休
、

時
間

帯
、

車
種

別
等

の
経

路
選

択
の

特
徴

従
来

の
セ

ン
サ

ス
を

用
い

た
分

析
と

異
な

り
、
平

休
別

、
時

間
帯

別
、
車

種
別

等
の

細
か

い
状

況
設

定
で

の
分

析
が

可
能

。
⇒

時
間

帯
別

の
対

策
や

混
雑

が
最

大
の

時
の

対
策

の
検

討
に

活
用

す
る

こ
と

が
可

能
。

○
発

着
地

点
別

の
経

路
選

択
の

特
徴

各
地

域
や

IC
発

着
地

毎
の

交
通

経
路

（
分

担
率

）の
分

析
が

可
能

。
⇒

問
題

地
点

の
検

討
や

ピ
ン

ポ
イ

ン
ト
の

対
策

（
道

路
の

拡
幅

等
）の

効
果

の
検

討
イ

ベ
ン

ト
、
災

害
時

の
交

通
状

況
の

予
測

に
活

用
す

る
こ

と
が

可
能

。

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

で
あ

る
E
T
C
２
．
０
デ

ー
タ

の
特

徴
を

利
用

し
た

、
従

来
の

分
析

に
は

な
い

詳
細

な
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

分
析

も
実

施

例
：

ピ
ー

ク
時

間
帯

の
分

析
特

異
日

（
雨

、
雪

等
）
の

分
析

等

例
：

時
間

信
頼

性
が

求
め

ら
れ

る
羽

田
空

港
、

成
田

空
港

発
着

交
通

の
分

析
等
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詳
細

分
析

12

３
-
２

．
経

路
選

択
モ

デ
ル

を
活

用
し

た
詳

細
分

析
（
今

年
度

下
半

期
）

○
経

路
選

択
に

影
響

を
与

え
る

要
因

モ
デ

ル
に

経
路

選
択

に
影

響
を

与
え

る
要

因
を

追
加

し
、
細

か
い

対
策

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

モ
デ

ル
の

拡
張

を
行

う
と

と
も

に
、
モ

デ
ル

の
精

度
を

高
め

る
。

※
例

.道
路

に
関

す
る

要
因

：
急

制
動

の
回

数
や

JC
T
の

通
過

回
数

、
車

線
数

な
ど

の
変

数
の

追
加

な
ど

。
道

路
以

外
に

関
す

る
要

因
：
天

候

モ
デ

ル
に

様
々

な
要

因
を

追
加

す
る

こ
と

に
よ

り
、

よ
り
詳

細
な

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

分
析

を
行

う
こ

と
が

可
能

。

※
例

.圏
央

道
を

4車
線

化
し

た
場

合
の

影
響

な
ど

。
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選
択

肢
に

一
般

道
を

追
加

13

環
８
、
国

道
１
６
号

な
ど

の
一

般
道

の
影

響
（
転

換
）の

影
響

を
考

慮
す

る
た

め
に

、
福

田
先

生
の

研
究

内
容

を
本

モ
デ

ル
に

適
用

す
る

。

○
内

容

○
分

析
イ

メ
ー

ジ

一
般

道
も

考
慮

（
一

般
道

モ
デ

ル
へ

の
拡

張
）

環
７

、
環

８
等

の
一

般
道

へ
の

影
響

予
測

も
可

能
に

研
究

の
適

用
可

能
性

を
検

討
し

、
今

年
度

後
半

に
報

告
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今
年

度
の

工
程

表

14

４
．
今

年
度

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

○
外

環
道

千
葉

区
間

開
通

後
の

E
T

C
２

．
０

デ
ー

タ
を

入
手

（
７

月
）

○
外

環
道

千
葉

区
間

開
通

後
の

交
通

状
況

の
整

理
と

分
担

率
の

集
計

（７
月

）
○

モ
デ

ル
の

検
証

（
８

月
）

予
測

が
あ

っ
て

い
る

場
合

⇒
別

区
間

や
別

政
策

の
影

響
を

分
析

予
測

と
異

な
る

場
合

⇒
原

因
の

究
明

と
モ

デ
ル

の
改

良
○

別
区

間
や

別
政

策
の

影
響

を
分

析
（９

月
～

）

1．
経

路
選

択
モ

デ
ル

の
精

度
向

上
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

研
究

の
適

用
可

能
性

を
検

討
し

、
進

捗
状

況
に

応
じ

て
今

年
度

後
半

に
報

告

（一
般

道
モ

デ
ル

へ
の

拡
張

）

※
デ

ー
タ

の
入

手
時

期
に

よ
っ

て
予

定
は

前
後

以
下

の
内

容
を

詳
細

に
分

析
し

、
対

策
検

討
に

活
用

○
平

休
、

時
間

帯
、

車
種

別
等

の
経

路
選

択
の

特
徴

○
発

着
地

点
別

の
経

路
選

択
の

特
徴

（例
：時

間
信

頼
性

が
求

め
ら

れ
る

羽
田

空
港

発
着

交
通

）
○

経
路

選
択

に
影

響
を

与
え

る
要

因
（
例

：急
制

動
の

回
数

、
JC

T
の

通
過

回
数

、
車

線
数

）

２
．

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

活
用

し
た

詳
細

分
析

（
今

年
度

下
半

期
～

）

7-23



参
考

：
首

都
高

、
圏

央
道

の
割

合
が

一
定

数
残

る
理

由

15

○
モ

デ
ル

の
特

徴

本
モ

デ
ル

は
ド
ラ

イ
バ

ー
の

効
用

を
用

い
て

経
路

選
択

・分
担

率
の

推
計

を
行

っ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、
一

見
効

率
的

で
は

な
い

経
路

選
択

（ド
ラ

イ
バ

ー
の

挙
動

）
も

考
慮

さ
れ

る
。

例
：運

転
が

苦
手

な
人

が
道

が
ま

っ
す

く
で

走
り
易

い
圏

央
道

を
遠

回
り
し

て
も

選
択

（圏
央

道
利

用
）

経
路

の
選

択
肢

が
多

く
遠

回
り
に

な
っ

て
も

渋
滞

を
回

避
し

や
す

い
首

都
高

を
選

択
（首

都
高

利
用

）
街

中
を

走
行

す
る

の
が

好
き

な
人

（首
都

高
利

用
）

観
光

・ド
ラ

イ
ブ

利
用

（そ
れ

ぞ
れ

）
そ

の
時

々
で

最
も

時
間

信
頼

性
が

高
い

道
を

利
用

（そ
れ

ぞ
れ

）
外

環
道

の
大

型
車

交
通

量
が

多
く
て

怖
い

（
首

都
高

、
圏

央
道

利
用

）

○
集

計
上

の
特

徴

本
モ

デ
ル

の
経

路
判

定
は

首
都

高
＞

外
環

道
＞

圏
央

道
の

順
で

経
路

の
判

定
を

行
っ

て
い

る
（
東

名
⇒

首
都

高
⇒

外
環

道
⇒

常
磐

道
の

移
動

は
首

都
高

経
由

と
判

定
）。

そ
の

た
め

、
首

都
高

の
分

担
率

が
若

干
高

く
出

る
傾

向
が

あ
る

。
※

こ
の

判
定

順
序

は
E
T
C
ロ

グ
の

経
路

判
定

の
順

序
と

同
じ
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モ
デ

ル
内

容

○
E
T
C

ロ
グ

、
E
T
C
2
.0

デ
ー

タ
を

用
い

て
、

３
環

状
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
整

備
に

よ
る

経
路

変
化

を
経

路
選

択
モ

デ
ル

よ
り

捉
え

る
と

と
も

に
、

モ
デ

ル
を

用
い

た
政

策
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

を
行

う
。

【
モ

デ
ル

の
概

要
】

・
経

路
選

択
を

捉
え

る
ロ

ジ
ッ

ト
モ

デ
ル

①
各

経
路

の
効

用
関

数
を

求
め

、
高

い
効

用
の

経
路

に
交

通
が

配
分

さ
れ

る

r：
経

路
（首

都
高

経
由

、
外

環
経

由
、

圏
央

道
経

由
（圏

央
道

内
外

・圏
央

道
内

々
O

D
に

つ
い

て
は

一
般

道
路

の
経

路
も

加
わ

る
）
）
、
i：

発
IC

、
j：

着
IC

、
a,

 b
, c

：
パ

ラ
メ

ー
タ

経
路

交
通

量
   

選
択

確
率

   
交

通
量

  

効
用

関
数

   

効
用

関
数

   
 

交
通

量
  

効
用

関
数

   
間

所
要

時
間

   
高

速
料

金
   

そ
の

他
要

因
   

②
効

用
関

数
に

基
づ

き
、

各
経

路
の

交
通

量
が

求
ま

る

16

参
考

. 
昨

年
度

の
成

果
（
モ

デ
ル

の
概

要
）

【
モ

デ
ル

対
象

】
・
圏

央
道

内
側

を
通

過
す

る
O

D
の

高
速

道
路

の
経

路
選

択
（
圏

央
道

、
外

環
道

、
首

都
高

）
を

対
象

と
す

る

（
車

種
、

時
間

帯
を

考
慮

）

・
高

速
道

路
の

経
路

選
択

に
加

え
、

外
環

道
等

の
未

開
通

区
間

の
一

般
道

路
の

経
路

選
択

も
対

象
と

す
る
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17

○
モ

デ
ル

１
～

３
の

推
計

値
（
パ

ラ
メ

ー
タ

）
の

符
号

条
件

、
ｔ値

と
も

に
概

ね
良

好
な

値
と

な
っ

て
い

る
。

○
ピ

ー
ク

時
間

の
時

間
価

値
が

想
定

と
逆

に
な

っ
て

い
る

。

モ
デ

ル
推

定
結

果
（
全

車
）

※
H

2
8

.５
～

８
月

の
デ

ー
タ

を
使

用
。

※
7
放

射
道

路
（東

名
高

速
、

中
央

道
、

関
越

道
、

東
北

道
、

常
磐

道
、

東
関

道
、

館
山

道
）間

を
移

動
す

る
O

D
デ

ー
タ

を
使

用
。

※
首

都
高

利
用

、
外

環
道

利
用

、
圏

央
道

利
用

の
あ

る
O

D
デ

ー
タ

を
使

用
。

参
考

.昨
年

度
の

成
果

（
パ

ラ
メ

ー
タ

推
計

）
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18

経
路

別
利

用
判

定

参
考

.昨
年

度
の

成
果

（
経

路
判

定
条

件
）

○
E

T
C

2.
0デ

ー
タ

（
様

式
2-

1
D

R
M

リ
ン

ク
単

位
車

両
別

旅
行

時
間

）を
用

い
て

、
利

用
判

定
D

R
M

リ
ン

ク
※

1
を

通
過

す
る

車
両

を
判

定
※

1
利

用
判

定
D

R
M

リ
ン

ク
は

下
記

参
照

【
利

用
判

定
D

R
M

リ
ン

ク
】

圏
央

道
利

用
判

定
利

用
経

路
判

定
の

条
件

圏 央 道

・
圏

央
道

開
通

区
間

の
D

R
M

リ
ン

ク
を

通
過

す
る

車
両

・
但

し
、

外
環

利
用

・
首

都
高

利
用

と
判

定
さ

れ
た

車
両

は
除

く

外 環 道

（ 一 般 道 ）

※
次

の
ペ

ー
ジ

参
照

首 都 高

・
首

都
高

速
の

D
R

M
リ

ン
ク

を
通

過
す

る
車

両

※
圏

央
道

よ
り

外
側

に
発

着
点

を
持

つ
O

D
は

す
べ

て
JC

T
を

起
点

に
集

約
。

首
都

高
利

用
判

定
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19

経
路

別
利

用
判

定

参
考

.昨
年

度
の

成
果

（
経

路
判

定
条

件
）

○
E

T
C

2.
0デ

ー
タ

（
様

式
2-

1
D

R
M

リ
ン

ク
単

位
車

両
別

旅
行

時
間

）を
用

い
て

、
2段

階
で

判
定

【
外

環
経

路
判

定
エ

リ
ア

】

外
環

道
開

通
区

間
の

D
R

M
リ

ン
ク

を
通

過
す

る
車

両
を

判
定

外
環

道
IC

－
東

名
高

速
・
中

央
道

/東
関

道
・
京

葉
道

間
の

設
定

区
間

を
一

定
時

間
内

に
乗

降
し

た
車

両
判

定

S
T

E
P

1

【
判

定
方

法
】

乗
（
降

）I
C

降
（
乗

）I
C

判
定

時
間

東
京

IC
大

泉
IC

９
０

分

三
郷

南
IC

船
橋

IC
８

０
分

未
開

通
区

間
の

平
行

路
線

は
無

数
に

あ
る

た
め

平
行

路
線

最
寄

の
IC

の
乗

降
で

未
開

通
区

間
の

一
般

道
利

用
判

定

S
T

E
P

1

S
T

E
P

2

判
定

時
間

は
IC

間
を

一
般

道
を

利
用

し
た

際
の

所
要

時
間

（
G

o
o

gl
e
）
を

東
京

側
は

1.
5
倍

、
千

葉
側

は
2
倍

し
た

時
間

S
T

E
P

２

【
S
T
E
P

2
の

例
】

乗
車

(出
発

地
）

IC
※

降
車

（目
的

地
）

IC
※

外
環

道
開

通
区

間

外
環

道
開

通
区

間

乗
車

(出
発

地
）

IC
※

降
車

（目
的

地
）

IC
※

降
車

IC
※

再
乗

車
IC

※

判
定

エ
リ

ア

判
定

エ
リ

ア

※
様

式
2

-1
は

乗
降

IC
情

報
が

無
い

た
め

、
条

件
を

設
定

し
判

定
を

行
っ

て
い

る
。

（詳
細

は
次

の
頁

と
参

考
を

参
照

）
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M
in

is
tr

y 
of

 L
an

d,
 In

fr
as

tr
uc

tu
re

, T
ra

ns
po

rt
 a

nd
 T

ou
ri

sm

資
料

●
2

0
1

9
/1

/2
5

3
環

状
道

路
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

整
備

7-30



2

1．
研

究
の

目
的

・
背

景

1
-1

．
目

的
1

-2
．

資
料

構
成

1
-3

．
昨

年
度

作
成

し
た

経
路

選
択

モ
デ

ル
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1
-
1
．

目
的

E
T
C

2
.0

を
は

じ
め

と
す

る
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
、

３
環

状
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
整

備
に

よ
る

経
路

変
更

の
特

性
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
３

環
状

道
路

を
活

用
し

た
多

様
な

政
策

展
開

に
向

け
た

分
析

・
評

価
手

法
を

検
討

す
る

。

3

○
研

究
の

目
的

○
経

路
選

択
モ

デ
ル

・
本

研
究

で
は

E
T
C

２
．

０
デ

ー
タ

を
用

い
た

経
路

選
択

モ
デ

ル
の

構
築

を
行

う
。

・
経

路
選

択
モ

デ
ル

を
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
平

時
の

各
路

線
間

や
新

規
開

通
区

間
の

経
路

分
担

率
の

予
測

や
経

路
選

択
要

因
の

評
価

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

・
優

先
的

に
改

善
を

行
う

必
要

の
あ

る
区

間
や

要
因

に
つ

い
て

の
検

討
材

料
と

し
て

の
利

用
が

想
定

さ
れ

る
。
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1
-
1
．

目
的

4

○
今

年
度

の
分

析
内

容

・昨
年

度
に

構
築

を
行

っ
た

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

改
良

し
、

精
度

の
向

上
を

図
る

。
・
最

新
の

E
T

C
2

.0
デ

ー
タ

を
用

い
て

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析
を

行
い

比
較

検
証

を
行

う
。

１
．

経
路

選
択

モ
デ

ル
の

精
度

向
上

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析

・経
路

選
択

モ
デ

ル
を

活
用

し
て

、
道

路
要

因
に

着
目

し
た

詳
細

な
分

析
を

行
い

、
外

環
道

千
葉

区
間

開
通

後
も

都
心

通
過

車
両

が
一

定
数

存
在

す
る

要
因

に
つ

い
て

明
ら

か
に

す
る

。

２
．

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

活
用

し
た

詳
細

分
析

今
年

度
の

研
究

内
容

7-33



1
-
2
．

資
料

構
成

5

資
料

構
成 1
．

研
究

の
目

的
・背

景
1

-1
．

目
的

1
-2

．
資

料
構

成
1

-3
．

昨
年

度
作

成
し

た
経

路
選

択
モ

デ
ル

・・
・

5
月

研
究

会
報

告

2
．

経
路

選
択

モ
デ

ル
の

精
度

向
上

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析
2

-1
．

昨
年

度
モ

デ
ル

の
課

題
と

対
応

方
針

・・
・

今
回

報
告

2
-2

．
モ

デ
ル

拡
張

・精
度

向
上

の
検

討
・・

・
今

回
報

告
（中

間
報

告
）

2
-3

．
ま

と
め

3
．

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

活
用

し
た

詳
細

分
析

3
-1

．
検

討
の

着
眼

点
・・

・
今

回
報

告
3

-2
．

モ
デ

ル
を

活
用

し
た

交
通

転
換

要
因

の
分

析
・・

・
今

回
報

告
（中

間
報

告
）

特
定

経
路

の
要

因
分

析
（空

港
発

着
O

D
）

・
・
・

次
回

報
告

予
定

3
-3

．
ま

と
め

4
．

ま
と

め
4

-1
．

ま
と

め
4

-2
．

今
度

の
検

討
方

針

7-34



6

昨
年

度
の

研
究

方
針

1
-
3
．
昨

年
度

作
成

し
た

経
路

選
択

モ
デ

ル

・昨
年

度
の

研
究

会
で

は
、

H
29

年
2月

26
日

に
開

通
し

た
、

圏
央

道
茨

城
区

間
の

開
通

前
後

の
経

路

分
担

率
を

主
に

、
経

路
選

択
モ

デ
ル

の
改

良
と

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

を
行

っ
た

。

保
土

ヶ
谷

IC

名
浜

鶴
ヶ

島
J

東
金

J

戸
塚

IC
東

京
湾

太

館 山

道

東
関

道

北

東

道

関
越

道

道
央

中

第
三 京東

か
環

状
道

路

京
東

湾
ｱ ｸ ｱ ﾗ ｲ ﾝ

久
喜

白
岡

J

八
王

子
J

常
磐

道

海
老

名
J

大
栄

J

つ
くば

中
央 IC

三
郷

南
IC

大
泉

J

新
東

名

圏
央

道

海
老

名
南

J

松
尾

横
芝

IC

成
田

IC

新
空

港

千
葉

東
J

宮
野

木
J

三
郷

J

葉千

東
金

道

京
葉

道
路

圏
央

道

東
京

IC

つ
くば

J

京
外

京
湾

岸 道 路

東

東

高
速

横
新

道

横 横

央
環

状

中

高
谷

J

京
葉

口

玉
川

IC

小

厚
木

IC

八
王

子
IC

練
馬

IC

高
井

戸
IC美

女
木

J

川
口

J

葛
西

板
橋

大
橋

江
北

狩
場

J

路

栄
IC

J

戸
塚

終
点

寒
川

北
IC

伊
勢

原
J

く

成
田

空
港

羽
田

空
港

境
古

河
IC

大
井

H
29

.2
.2

6開
通
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7

昨
年

度
の

モ
デ

ル
構

造
、

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
結

果

1
-
3
．
昨

年
度

作
成

し
た

経
路

選
択

モ
デ

ル

経
路

交
通

量
 

ൌ
ex

p ሺ
効

用
 

ሻ

 
ex

p ሺ
効

用
 

ሻ
 

ൈ
O

D
交

通
量

・経
路

選
択

モ
デ

ル
は

経
路

選
択

を
捉

え
る

ロ
ジ

ッ
ト

モ
デ

ル
を

ベ
ー

ス
に

構
築

を
行

っ
た

。

・パ
ラ

メ
ー

タ
の

推
定

は
、

E
T
C

2.
0デ

ー
タ

を
利

用
し

て
推

定
を

行
っ

た
。

①
各

経
路

に
は

走
行

す
る

人
が

感
じ

る
効

用
（
満

足
度

）
が

あ
り

、
効

用
は

所
要

時
間

や
料

金
等

の
要

因
に

よ
っ

て
決

ま
る

と
仮

定
す

る
。

※
H

28
.5

～
8月

、
H

29
.4

～
5の

デ
ー

タ
を

使
用

。
※

7放
射

道
路

（
東

名
高

速
、

中
央

道
、

関
越

道
、

東
北

道
、

常
磐

道
、

東
関

道
、

館
山

道
）
間

を
移

動
す

る
O

D
デ

ー
タ

を
使

用
。

※
首

都
高

利
用

、
外

環
道

利
用

、
圏

央
道

利
用

の
あ

る
O

D
デ

ー
タ

を
使

用
。

効
用

 
ൌ

 
ൈ

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

高
速

料
金

 
൅

 
ൈ

そ
の

他
要

因
 
　

　

 は
経

路
首

都
高

、
外

環
道

、
圏

央
道

 
 , 

, 
 は

パ
ラ

メ
ー

タ

②
走

行
す

る
人

は
効

用
（
満

足
度

）
が

最
も

高
い

経
路

を
選

択
し

走
行

す
る

と
仮

定
す

る
。

○
符

号
条

件
、

有
意

水
準

と
も

に
概

ね
良

好
な

値
と

な
っ

て
い

る
。

○
ピ

ー
ク

時
の

時
間

価
値

が
、

非
ピ

ー
ク

時
よ

り
低

く
感

覚
に

反
す

る
。

結
果

※
＊

＊
：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準
※

深
夜

：
0-

3時
台

、
ピ

ー
ク

：
平

日
朝

6-
8時

台
・
夜

17
-1

9時
台

●
モ

デ
ル

構
造

●
パ

ラ
メ

ー
タ

推
定

結
果

7-36



8

昨
年

度
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

結
果

1
-
3
．
昨

年
度

作
成

し
た

経
路

選
択

モ
デ

ル

東
名

高
速

－
東

北
道

〇
外

環
道

開
通

前
後

の
分

担
率

を
み

る
と

、
モ

デ
ル

予
測

値
と

E
T

C
ロ

グ
実

測
値

は
概

ね
一

致
し

て
い

る
。

パ
ラ

メ
ー

タ
も

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

結
果

も
概

ね
良

好
な

結
果

と
な

っ
た

。

経
路

分
担

率

E
T

C
ロ

グ
（
H

28
.4

）

E
T

C
2.

0
（
H

29
.4

～
5）

モ
デ

ル
予

測
値

（
H

29
.4

）

昨
年

度
は

圏
央

道
の

分
担

率
の

メ
イ

ン
に

分
析

を
実

施

●
東

名
高

速
―

東
北

道 保
土

ヶ
谷

IC

名
浜

鶴
ヶ

島
J

東
金

J

戸
塚

IC
東

京
湾

太

館

山

道

東
関

道

北

東

道

関
越

道

道
央

中

第
三 京東

か
環

状
道

路

京
東

湾
ｱ ｸ ｱ ﾗ ｲ ﾝ

久
喜

白
岡

J

八
王

子
J

常
磐

道

海
老

名
J

大
栄

J

つ
く

ば
中

央 IC

三
郷

南
IC

大
泉

J

新
東

名

圏
央

道

海
老

名
南

J

松
尾

横
芝

IC

成
田

IC

新
空

港

千
葉

東
J

宮
野

木
J

三
郷

J

葉千

東
金

道

京
葉

道
路

圏
央

道

東
京

IC

つ
くば

J

京

外

京
湾

岸
道 路

東

東

高
速

横
新

道

横 横

央
環

状

中

高
谷

J

京
葉

口

玉
川

IC

小

厚
木

IC

八
王

子
IC

練
馬

IC

高
井

戸
IC美

女
木

J

川
口

J

葛
西

板
橋

大
橋

江
北

狩
場

J

路

栄
IC

・J

戸
塚

終
点

寒
川

北
IC

伊
勢

原
J

く

成
田

空
港

羽
田

空
港

境
古

河
IC

大
井

圏
央

道
経

由
外

環
道

経
由

首
都

高
経

由

外
側

：放
射

道
路

の
圏

央
道

よ
り

外
側

の
エ

リ
ア

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

圏
央

道
経

由

所
要

時
間

（
分

）
10

0
16

1
79

料
金

（
円

）
3,

55
0

2,
76

0
3,

26
0

首
都

高
経

由
, 

9.
6
%

外
環

道
経

由
, 

0
.2
%

圏
央

道
経

由
, 

9
0
.2
%

首
都

高
経

由
, 

8
.6
%

圏
央

道
経

由
, 

9
1
.4
%
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9

・過
年

度
に

構
築

を
行

っ
た

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

改
良

し
、

精
度

の
向

上
を

図
る

。
・
最

新
の

E
T

C
2

.0
デ

ー
タ

を
用

い
て

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析
を

行
い

比
較

検
証

を
行

う
。

2．
経

路
選

択
モ

デ
ル

の
精

度
向

上
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

2
-1

．
昨

年
度

モ
デ

ル
の

課
題

と
対

応
方

針
2

-2
．

モ
デ

ル
拡

張
・精

度
向

上
の

検
2

-3
．

ま
と

め
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10

昨
年

度
モ

デ
ル

の
課

題
と

対
応

方
針

2
-
1
．
昨

年
度

モ
デ

ル
の

課
題

と
対

応
方

針

〇
外

環
道

も
対

象
と

し
た

経
路

選
択

モ
デ

ル
へ

の
拡

張

昨
年

度
の

モ
デ

ル
は

圏
央

道
開

通
区

間
・
圏

央
道

経
路

分
担

率
を

メ
イ

ン
に

検
証

を
行

っ
た

。

今
年

度
は

、
外

環
道

開
通

区
間

・外
環

道
経

由
に

つ
い

て
検

証
を

行
う

。

開
通

後
の

E
T

C
ロ

グ
デ

ー
タ

よ
り

、
発

着
エ

リ
ア

、
車

種
、

平
休

毎
に

経
路

分
担

率
の

傾
向

が
異

な
る

こ
と

が
明

ら
か

に
な

っ
た

。

昨
年

度
の

モ
デ

ル
で

は
考

慮
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

発
着

エ
リ

ア
、

車
種

、
平

休
の

傾
向

の
違

い
や

要
因

を
考

慮
し

、
精

度
向

上
の

た
め

に
モ

デ
ル

の
拡

張
を

行
う

。

〇
経

路
選

択
要

因
の

拡
張

〇
時

間
価

値
の

精
度

の
向

上

昨
年

度
の

モ
デ

ル
は

時
間

帯
別

の
時

間
価

値
に

関
し

て
、

想
定

と
異

な
る

結
果

で
あ

っ
た

。

今
年

度
は

、
時

間
価

値
、

ま
た

は
時

間
価

値
に

変
わ

る
説

明
変

数
を

用
い

て
モ

デ
ル

の
精

度
の

向
上

を
行

う
。

7-39



11

検
討

が
必

要
な

要
因

に
つ

い
て

○
発

着
エ

リ
ア

に
よ

っ
て

も
分

担
率

の
傾

向
が

異
な

る
。

【
考

え
ら

れ
る

理
由

】

東
北

道
～

東
関

道
間

は
東

北
道

～
館

山
道

間
に

比
べ

、
港

や
工

業
団

地
へ

の
ト

ラ
ッ

ク
配

送
な

ど
の

商
業

利
用

の
割

合
が

多
い

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
た

め
、

東
北

道
～

東
関

道
の

方
が

転
換

率
が

高
い

と
考

え
ら

れ
る

。

2
-
1
．
昨

年
度

モ
デ

ル
の

課
題

と
対

応
方

針

H
30

.6
～

10
 

※
E
T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
で

は
東

北
道

－
東

関
東

道
間

の
圏

央
道

を
走

行
す

る
車

両
は

厳
密

に
は

特
定

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、

外
環

道
と

首
都

高
を

走
行

す
る

車
両

の
割

合
で

分
担

率
を

集
計

●
発

着
エ

リ
ア

の
特

性

発
着

エ
リ

ア
別

の
経

路
分

担
率

・
関

越
道

～
東

関
道

（
大

泉
JC

T
～

高
谷

JC
T

）

・
東

北
道

～
東

関
道

（
川

口
JC

T
～

高
谷

JC
T

）

・
東

北
道

～
館

山
・
富

津
館

山
道

（
川

口
JC

T
～

高
谷

JC
T

経
由

館
山

・
富

津
館

山
道

）

発
着

に
よ

っ
て

分
担

率
に

違
い

が
あ

る
た

め
、

モ
デ

ル
で

も
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

首
都

高

経
由

2
3
%

外
環

経

由 7
7
%

N
=
3
,5
7
6

（
台

/日
）

首
都

高

経
由

1
5
%

外
環

経

由 8
5
%

N
=
2
,4
1
5

（
台

/日
）

大
型

車
41

％
小

型
車

59
％

大
型

車
43

％
小

型
車

57
％

大
型

車
40

％
小

型
車

60
％

H
30

.6
～

10
 

H
30

.1
0 

首
都

高

経
由

2
5%

外
環

経

由 75
%

N
=2

7
0

（台
/日

）

7-40
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検
討

が
必

要
な

要
因

に
つ

い
て

2
-
1
．
昨

年
度

モ
デ

ル
の

課
題

と
対

応
方

針

○
車

種
別

の
経

路
分

担
率

を
み

る
と

、
普

通
車

と
比

べ
大

型
車

の
方

が
外

環
道

の
走

行
す

る
割

合
が

高
く
、

月
日

が
経

つ
に

し
た

が
っ

て
外

環
道

の
分

担
率

が
高

く
な

っ
て

き
て

い
る

。

【
考

え
ら

れ
る

理
由

】
バ

ス
や

ト
ラ

ッ
ク

な
ど

の
大

型
車

は
商

業
に

利
用

さ
れ

る
こ

と
が

多
く
、

コ
ス

ト
に

敏
感

で
あ

る
た

め
、

普
通

車
よ

り
早

く
転

換
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

●
車

種
別

の
特

性

・車
種

別
の

経
路

分
担

率
の

推
移

（東
北

道
⇔

東
関

道
）

大 型 車

普 通 車

※
※

E
T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
で

は
東

北
道

－
東

関
東

道
間

の
圏

央
道

を
走

行
す

る
車

両
は

厳
密

に
は

特
定

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、

外
環

道
と

首
都

高
を

走
行

す
る

車
両

の
割

合
で

分
担

率
を

集
計

車
種

に
よ

っ
て

分
担

率
に

違
い

が
あ

る
た

め
、

モ
デ

ル
で

も
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

2
3
%

1
5
%

1
2
%

1
1%

1
0
%

7
7
%

8
5
%

8
8
%

89
%

9
0
%

0%
20

%
4
0%

60
%

80
%

10
0
%

H
30

.6

H
30

.7

H
30

.8

H
30

.9

H
3
0.
1
0

首
都

高
経

由
外

環
経

由

3
2%

2
9
%

3
3
%

30
%

2
8
%

68
%

7
1
%

6
7%

7
0
%

7
2%

0%
20

%
4
0%

60
%

80
%

10
0%

H
30

.6

H
30

.7

H
30

.8

H
30

.9

H
3
0.
1
0

首
都

高
経

由
外

環
経

由
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13

検
討

が
必

要
な

要
因

に
つ

い
て

○
平

日
と

休
日

の
外

環
道

経
由

の
経

路
分

担
率

は
と

も
に

月
日

が
た

つ
に

つ
れ

て
高

く
な

る
傾

向
に

あ
る

。

○
平

日
と

休
日

の
経

路
分

担
率

を
比

較
す

る
と

、
休

日
に

首
都

高
を

走
行

す
る

割
合

が
平

日
と

比
べ

わ
ず

か
に

高
い

傾
向

に
あ

る
。

【
考

え
ら

れ
る

理
由

】
平

日
は

貨
物

輸
送

や
営

業
な

ど
の

商
業

に
利

用
さ

れ
る

こ
と

が
多

く
、

コ
ス

ト
に

敏
感

で
あ

る
た

め
、

休
日

よ
り

転
換

率
が

高
い

と
考

え
ら

れ
る

。

2
-
1
．
昨

年
度

モ
デ

ル
の

課
題

と
対

応
方

針

※
E
T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
で

は
東

北
道

－
東

関
東

道
間

の
圏

央
道

を
走

行
す

る
車

両
は

厳
密

に
は

特
定

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、

外
環

道
と

首
都

高
を

走
行

す
る

車
両

の
割

合
で

分
担

率
を

集
計

●
平

休
の

特
性

・平
休

別
の

経
路

分
担

率
の

推
移

（東
北

道
⇔

東
関

道
）

休 日
平 日

平
休

に
よ

っ
て

分
担

率
に

違
い

が
あ

る
た

め
、

モ
デ

ル
で

も
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

2
7
%

22
%

2
3%

1
8
%

17
%

7
3
%

7
8
%

77
%

8
2
%

83
%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

H
30

.6

H
30

.7

H
30

.8

H
30

.9

H
3
0.
1
0

首
都

高
経

由
外

環
経

由

3
2
%

2
7%

23
%

27
%

2
5
%

6
8%

7
3%

77
%

7
3
%

7
5
%

0%
20

%
40

%
60

%
80

%
10

0%

H
30

.6

H
30

.7

H
30

.8

H
30

.9

H
3
0.
1
0

首
都

高
経

由
外

環
経

由

平
日

H
30

.1
0 

大
型

車
53

％
小

型
車

47
％

休
日

H
30

.1
0 

大
型

車
26

％
小

型
車

74
％

7-42



14

経
路

選
択

モ
デ

ル
の

拡
張

方
針

1
-
2
.経

路
選

択
モ

デ
ル

の
拡

張

〇
発

着
エ

リ
ア

（モ
デ

ル
１

）

効
用

 
ൌ

 
ൈ

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

高
速

料
金

 
൅

 
ൈ

定
数

項
 

+
 

ൈ
発

着
エ

リ
ア

 
൅

 
ൈ

車
種

 
൅

 
ൈ

平
休

 
൅

 
ൈ

発
着

エ
リ

ア
ダ

ミ
ー

 は
経

路
首

都
高

、
外

環
道

、
圏

央
道

  
, 

, 
, 

, 
, 

, 
は

パ
ラ

メ
ー

タ

発
着

エ
リ

ア
、

車
種

、
平

休
別

の
経

路
分

担
率

の
違

い
を

考
慮

す
る

た
め

に
、

以
下

の
よ

う
に

経
路

選
択

モ
デ

ル
の

拡
張

し
た

※
赤

字
が

今
回

の
拡

張
部

分

〇
車

種
（モ

デ
ル

２
）

経
路

分
担

率
の

特
徴

が
異

な
る

O
D

や
発

着
地

の
ダ

ミ
ー

変
数

を
モ

デ
ル

に
追

加

車
種

の
違

い
に

関
す

る
ダ

ミ
ー

変
数

を
モ

デ
ル

に
追

加

効
用

 
ൌ

 
ൈ

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

高
速

料
金

 
൅

 
ൈ

定
数

項
 

+
 

ൈ
発

着
エ

リ
ア

 
൅

 
ൈ

車
種

 
൅

 
ൈ

平
休

 
൅

 
ൈ

車
種

ダ
ミ

ー
 は

経
路

首
都

高
、

外
環

道
、

圏
央

道
  

, 
, 

, 
, 

, 
, 

は
パ

ラ
メ

ー
タ
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経
路

選
択

モ
デ

ル
の

拡
張

方
針

1
-
2
.経

路
選

択
モ

デ
ル

の
拡

張

〇
車

種
（モ

デ
ル

３
）

発
着

エ
リ

ア
、

車
種

、
平

休
別

の
経

路
分

担
率

の
違

い
を

考
慮

す
る

た
め

に
、

以
下

の
よ

う
に

経
路

選
択

モ
デ

ル
の

拡
張

し
た

〇
車

種
（モ

デ
ル

４
）

モ
デ

ル
を

大
型

車
、

普
通

車
の

デ
ー

タ
に

分
け

て
分

析

モ
デ

ル
を

平
日

、
休

日
の

デ
ー

タ
に

分
け

て
分

析

効
用

 
（
普

通
）

ൌ
 

ൈ
所

要
時

間
 

൅
 

ൈ
高

速
料

金
 

൅
 

ൈ
定

数
項

 
+

 
ൈ

発
着

エ
リ

ア
 

効
用

 
（
大

型
）

ൌ
 

ൈ
所

要
時

間
 

൅
 

ൈ
高

速
料

金
 

൅
 

ൈ
定

数
項

 
൅

 
ൈ

発
着

エ
リ

ア
 

 は
経

路
首

都
高

、
外

環
道

、
圏

央
道

  
, 

, 
, 

, 
, 

, 
は

パ
ラ

メ
ー

タ

効
用

 
（
平

日
）

ൌ
 

ൈ
所

要
時

間
 

൅
 

ൈ
高

速
料

金
 

൅
 

ൈ
定

数
項

 
+

 
ൈ

発
着

エ
リ

ア
 
＋

 
ൈ

車
種

 

効
用

 
（
休

日
）

ൌ
 

ൈ
所

要
時

間
 

൅
 

ൈ
高

速
料

金
 

൅
 

ൈ
定

数
項

 
+

 
ൈ

発
着

エ
リ

ア
 

൅
 

ൈ
車

種
 

 は
経

路
首

都
高

、
外

環
道

、
圏

央
道

 
 ,

 ,
 ,

 
, 

, 
, 

は
パ

ラ
メ

ー
タ

※
赤

字
が

今
回

の
拡

張
部

分

7-44
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利
用

デ
ー

タ

1
-
2
.経

路
選

択
モ

デ
ル

の
拡

張

※
外

環
千

葉
区

間
開

通
後

の
E

T
C

2.
0デ

ー
タ

（
H

30
.6

～
H

30
.8

）
を

使
用

※
首

都
高

利
用

、
外

環
道

利
用

、
圏

央
道

利
用

が
一

定
割

合
存

在
す

る
7放

射
道

路
（
東

名
高

速
、

中
央

道
、

関
越

道
、

東
北

道
常

磐
道

、
東

関
道

、
館

山
道

）間
を

移
動

す
る

O
D

デ
ー

タ
を

ベ
ー

ス
に

作
成

※
分

析
デ

ー
タ

の
選

別
方

法
•

各
経

路
の

分
担

率
が

5
％

以
上

あ
る

O
D

ペ
ア

•
分

担
率

の
最

も
高

い
経

路
の

選
択

率
が

8
0
％

以
内

の
O

D
ペ

ア

分
析

デ
ー

タ
の

経
路

分
担

率
の

シ
ェ

ア
が

偏
っ

て
し

ま
う

と
、

モ
デ

ル
の

推
定

精
度

が
低

下
す

る
た

め
、

デ
ー

タ
を

選
別

す
る

〇
利

用
デ

ー
タ

の
設

定
方

法

•
料

金
は

、
ド

ラ
ぷ

ら
に

掲
載

さ
れ

て
い

る
情

報
、

ま
た

は
算

定
式

に
よ

る
車

種
、

平
休

別
の

算
出

値
•

所
要

時
間

は
、

E
T
C

2
.0

デ
ー

タ
※

に
よ

る
実

際
の

所
要

時
間

〇
利

用
デ

ー
タ

の
選

別

7-45



17

利
用

デ
ー

タ

1
-
2
.経

路
選

択
モ

デ
ル

の
拡

張

〇
イ

ン
プ

ッ
ト

デ
ー

タ
の

特
徴

・
イ

ン
プ

ッ
ト

デ
ー

タ
（
例

：
東

北
道

―
東

関
東

道
間

）
を

見
る

と
外

環
道

経
由

が
所

要
時

間
、

料
金

と
も

に
最

も
低

い
傾

向
に

あ
る

。
・
同

一
発

着
同

一
料

金
制

度
の

た
め

、
外

環
道

と
圏

央
道

（
首

都
高

）
経

由
の

料
金

は
最

も
料

金
が

低
い

経
路

の
料

金
と

な
っ

て
い

る
。

例
）
東

北
道

－
東

関
東

道
（
久

喜
IC

～
千

葉
北

IC
）
の

基
本

LO
S

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

圏
央

道
経

由
首

都
高

経
由

外
環

道
経

由
圏

央
道

経
由

深
夜

5
4

4
8

2
5
1
0

1
9
1
0

1
9
1
0

ピ
ー

ク
8
5

6
2

1
0
9

3
0
3
0

2
7
3
0

2
7
3
0

そ
の

他
7
8

5
9

1
1
6

3
0
3
0

2
7
3
0

2
7
3
0

深
夜

6
8

4
7

-
2
5
1
0

1
9
1
0

1
9
1
0

ピ
ー

ク
7
3

6
6

8
9

3
0
3
0

2
7
3
0

2
7
3
0

そ
の

他
7
8

5
5

8
9

3
0
3
0

2
7
3
0

2
7
3
0

深
夜

9
4

5
9

-
3
9
0
0

2
9
6
0

2
9
6
0

ピ
ー

ク
9
7

7
1

1
1
2

4
6
9
0

4
2
2
0

4
2
2
0

そ
の

他
9
0

7
2

1
0
3

4
6
9
0

4
2
2
0

4
2
2
0

深
夜

8
3

9
7

-
3
9
0
0

2
9
6
0

2
9
6
0

ピ
ー

ク
1
0
8

6
3

1
0
1

4
6
9
0

4
2
2
0

4
2
2
0

そ
の

他
7
4

6
7

1
2
4

4
6
9
0

4
2
2
0

4
2
2
0

時
間

帯
車

種

所
要

時
間

（
分

）
料

金
（
円

）

普
通

車

平
日

休
日

期
間

H
3
0

大
型

車

平
日

休
日

平
休

出
典

：
所

要
時

間
：
E

T
C

2.
0

料
金

：
ド

ラ
ぷ

ら
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1
-
2
.経

路
選

択
モ

デ
ル

の
拡

張

18

拡
張

モ
デ

ル
の

推
定

結
果

※
＊

＊
：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準
※

深
夜

：
0-

3時
台

、
ピ

ー
ク

：
平

日
朝

6-
8時

台
・
夜

17
-1

9
時

台
※

H
30

.6
～

8月
の

デ
ー

タ
を

使
用

〇
発

着
エ

リ
ア

特
性

を
追

加
す

る
と

、
時

間
価

値
が

大
き

く
評

価
さ

れ
た
※

1
）
が

、
所

要
時

間
・
費

用
の

符
号

条
件

、
有

意
水

準
※

2
）
は

想
定

と
一

致
。

〇
車

種
・
平

休
別

で
は

、
時

間
価

値
が

マ
イ

ナ
ス
※

3）
に

な
っ

た
。

地
域

エ
リ

ア
の

要
因

の
み

有
意

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

※
2）

モ
デ

ル
１

モ
デ

ル
２

モ
デ

ル
３

モ
デ

ル
４

※
3）

※
1）

判
定

条
件

係
数

推
定

値
妥

当
性

推
定

値
妥

当
性

推
定

値
妥

当
性

推
定

値
妥

当
性

推
定

値
妥

当
性

推
定

値
妥

当
性

首
都

高
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

5
.3

5
 *

*
〇

1
.8

7
 *

*
〇

5
.2

6
 *

*
〇

4
.4

1
 *

*
〇

-
9
.5

 *
*

〇
6
.5

8
 *

*
〇

外
環

道
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

2
.6

7
 *

*
〇

2
.8

7
 *

*
〇

-
1
0
.4

 *
*

〇
5
.4

1
 *

*
〇

首
都

高
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.1

2
 *

*
〇

-
0
.1

3
 *

*
〇

-
0
.1

4
 *

*
〇

-
0
.1

8
 *

*
〇

-
0
.1

5
 *

*
〇

-
0
.1

1
 *

*
〇

外
環

道
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.1

1
 *

*
〇

-
0
.1

1
 *

*
〇

-
0
.1

3
 *

*
〇

-
0
.1

4
 *

*
〇

-
0
.1

4
 *

*
〇

-
0
.1

1
 *

*
〇

圏
央

道
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.0

7
 *

*
〇

-
0
.0

9
 *

*
〇

-
0
.0

8
 *

*
〇

-
0
.1

2
 *

*
〇

-
0
.2

0
 *

*
〇

-
0
.0

4
 *

*
〇

料
金

（
円

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.0

0
1
 *

*
〇

0
.0

0
3
 *

*
×

0
.0

0
3
 *

*
×

0
.0

0
2
 *

*
×

0
.0

0
3
 *

*
×

0
.0

0
0
 

×
ピ

ー
ク

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

-
0
.3

1
 *

*
〇

3
.2

6
 *

*
〇

0
.7

1
 *

*
〇

0
.9

7
 *

*
〇

深
夜

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

1
.3

6
 *

*
〇

3
.3

5
 *

*
〇

1
.7

6
 *

*
〇

4
.1

9
 *

*
〇

東
北

道
～

東
関

東
道

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

-
0
.3

1
 *

*
〇

1
.6

4
 *

*
〇

-
3
.0

5
 *

*
〇

-
0
.7

9
 *

*
〇

0
.2

5
 

×
館

山
道

発
着

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

-
1
.8

4
 *

*
〇

-
0
.5

6
 *

〇
1
.7

0
 *

*
〇

関
越

道
発

着
ダ

ミ
ー

（
首

都
高

）
＊

有
り

1
.3

1
 *

*
〇

-
0
.5

1
 *

〇
大

型
車

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

0
.4

2
 *

*
〇

0
.4

8
 *

*
〇

普
通

車
ダ

ミ
ー

（
首

都
高

）
＊

有
り

1
.5

0
 *

*
〇

1
.4

0
 *

*
〇

1
.2

5
 *

*
〇

サ
ン

プ
ル

数
2
5
4
5

2
5
4
5

1
6
4
1

9
0
4

1
7
7
6

7
6
9

ad
ju

st
e
d 

R
h
o
-
sq

u
ar

e
0
.3

～
0
.4

以
上

0
.4

4
〇

0
.4

7
〇

0
.4

7
〇

0
.5

0
〇

0
.5

2
〇

0
.4

7
〇

首
都

高
の

時
間

価
値

(円
/
分

)
推

定
値

（
+
）

8
5
.2

〇
-
4
1
.1

×
-
4
3
.4

×
-
8
7
.7

×
-
5
6
.8

×
-
7
8
0
.2

×
外

環
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
8
1
.2

〇
-
3
3
.9

×
-
4
0
.7

×
-
6
6
.9

×
-
5
5
.1

×
-
7
9
0
.8

×
圏

央
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
5
1
.7

〇
-
2
7
.7

×
-
2
5
.1

×
-
5
6
.5

×
-
7
8
.3

×
-
3
0
1
.0

×
目

安
：
費

用
便

益
マ

ニ
ュ

ア
ル

普
通

3
9
.6

円
/分

、
大

型
6
8
.0

円
/
分

発
着

エ
リ

ア
特

性

車
種

別
モ

デ
ル

大
型

車
ダ

ミ
ー

普
通

車
大

型
車

平
休

別
モ

デ
ル

平
日

休
日
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開
通

後
デ

ー
タ

H
30

.6
～

8
実

測
値

モ
デ

ル
１

発
着

エ
リ

ア
特

性
モ

デ
ル

２
大

型
車

ダ
ミ

ー
モ

デ
ル

３
車

種
別

モ
デ

ル
モ

デ
ル

４
平

休
別

モ
デ

ル

E
T

C
2.

0
デ

ー
タ

E
T

C
2.

0
デ

ー
タ

19

拡
張

モ
デ

ル
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

結
果

○
各

モ
デ

ル
に

よ
る

推
定

結
果

は
、

全
区

間
、

一
部

区
間

（
東

北
道

～
東

関
東

道
）
と

も
E

T
C

2.
0デ

ー
タ

の
分

担
率

と
概

ね
一

致
し

た
。

1
-
2
.経

路
選

択
モ

デ
ル

の
拡

張

モ
デ

ル
推

定
結

果

東
北

道
～

東
関

東
道

※
E

T
C

2.
0

 の
普

及
状

態
は

E
T

C
に

比
べ

低
く
、

ま
た

普
通

車
両

の
搭

載
車

両
が

多
い

た
め

、
分

担
率

が
E

T
C

ロ
グ

に
よ

る
結

果
と

異
な

る
。

分
析

デ
ー

タ
区

間

7-48



開
通

後
デ

ー
タ

H
30

.6
～

8
実

測
値

発
着

エ
リ

ア
特

性
大

型
車

ダ
ミ

ー
車

種
別

モ
デ

ル
平

休
別

モ
デ

ル

E
T

C
ロ

グ
デ

ー
タ

20

拡
張

モ
デ

ル
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

結
果

○
定

数
項

補
正

を
行

い
、

よ
り

実
測

に
近

い
E

T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
と

比
較

を
行

っ
た

結
果

、
発

着
エ

リ
ア

特
性

の
み

追
加

し
た

モ
デ

ル
最

も
一

致
し

、
精

度
の

高
い

モ
デ

ル
と

な
っ

た
。

1
-
2
.経

路
選

択
モ

デ
ル

の
拡

張 ※
E
T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
で

は
東

北
道

－
東

関
道

間
の

圏
央

道
を

走
行

す
る

車
両

は
厳

密
に

は
特

定
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

、
外

環
道

と
首

都
高

を
走

行
す

る
車

両
の

割
合

で
分

担
率

を
集

計

東
北

道
～

東
関

東
道

定
数

項
補

正
あ

り
定

数
項

補
正

あ
り

定
数

項
補

正
あ

り
定

数
項

補
正

あ
り

首
都

高

経
由

2
4
%

外
環

経

由 7
6
%

N
=
3
,5
6
0

（
台

/日
）

H
30

.6
～

9

モ
デ

ル
推

定
結

果
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ま
と

め

21

•
外

環
千

葉
区

間
開

通
後

（
H

3
0
.6

～
8
）
の

E
T
C

2
.0

デ
ー

タ
を

用
い

て
、

発
着

エ
リ

ア
・
車

種
・

平
休

の
交

通
特

性
の

違
い

を
要

因
と

し
検

証
を

行
っ

た
。

発
着

エ
リ

ア
特

性
を

追
加

す
る

と
、

パ
ラ

メ
ー

タ
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

結
果

と
も

有
意

な
結

果
と

な
っ

た
。

現
段

階
で

は
車

種
別

・
平

休
別

を
考

慮
し

た
モ

デ
ル

で
は

、
時

間
価

値
が

マ
イ

ナ
ス

と
な

り
、

想
定

と
一

致
し

な
か

っ
た

。

1
-
3
.ま

と
め

現
段

階
で

は
発

着
エ

リ
ア

特
性

を
追

加
し

た
モ

デ
ル

が
最

も
有

意
な

た
め

、
発

着
エ

リ
ア

特
性

を
追

加
し

た
モ

デ
ル

を
基

本
モ

デ
ル

と
し

て
、

以
降

の
分

析
に

利
用

す
る

。
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今
後

の
方

針

22

1
-
3
.ま

と
め

・
E
T
C

ロ
グ

の
分

担
率

で
は

、
大

型
車

、
普

通
車

の
違

い
が

出
て

い
る

た
め

、
こ

の
影

響
を

考
慮

す
る

た
め

、
モ

デ
ル

の
再

検
討

を
行

う
。

〇
考

え
ら

れ
る

課
題

・
大

型
車

（
ト

ラ
ッ

ク
）
は

、
配

達
の

時
間

調
整

の
た

め
の

停
車

時
間

が
所

要
時

間
に

含
ま

れ
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

。
・
コ

ス
ト

削
減

の
た

め
深

夜
割

引
等

の
割

引
を

適
応

さ
れ

る
ま

で
の

停
車

時
間

が
含

ま
れ

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
同

一
発

着
同

一
料

金
制

度
に

よ
り

、
料

金
の

要
因

が
歪

ん
で

い
る

可
能

性
が

あ
る

。

〇
方

針
・
停

車
が

あ
っ

た
と

想
定

さ
れ

る
デ

ー
タ

を
除

い
た

デ
ー

タ
を

用
い

て
分

析
を

行
う

。
・
停

車
が

発
生

し
に

く
い

時
間

帯
（
深

夜
以

外
な

ど
）
に

絞
っ

て
分

析
を

行
う

。
等
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23

・経
路

選
択

モ
デ

ル
を

活
用

し
て

、
道

路
要

因
に

着
目

し
た

詳
細

な
分

析
を

行
い

、
外

環
道

千
葉

区
間

開
通

後
も

都
心

通
過

車
両

が
一

定
数

存
在

す
る

要
因

に
つ

い
て

明
ら

か
に

す
る

。

3．
経

路
選

択
モ

デ
ル

を
活

用
し

た
詳

細
分

析

3
-1

．
検

討
の

着
眼

点
3

-2
．

モ
デ

ル
を

活
用

し
た

交
通

転
換

要
因

の
分

析
3

-3
．

ま
と

め

7-52



24

外
環

道
千

葉
区

間
開

通
後

の
疑

問

○
外

環
道

の
開

通
に

よ
り

、
外

環
道

の
外

側
を

発
着

と
す

る
多

く
の

O
D

交
通

の
所

要
時

間
と

料
金

が
改

善
さ

れ
た

。

し
か

し
、

外
環

道
経

由
の

方
が

所
要

時
間

も
短

く
、

料
金

も
低

い
に

も
関

わ
ら

ず
首

都
高

経
由

の
車

両
が

24
%

も
存

在
す

る
。

非
効

率
に

思
え

る
首

都
高

を
走

行
す

る
要

因
は

何
か

？

3
-
1
．
検

討
の

着
眼

点

H
30

.6
～

9

※
E
T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
で

は
東

北
道

－
東

関
東

道
間

の
圏

央
道

を
走

行
す

る
車

両
は

厳
密

に
は

特
定

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、

外
環

道
と

首
都

高
を

走
行

す
る

車
両

の
割

合
で

分
担

率
を

集
計

保
土

ヶ
谷

IC

名
浜

鶴
ヶ

島
J

東
金

J

戸
塚

IC
東

京
湾

太

館

山

道

東
関

道

北

東

道

関
越

道

道
央

中

第
三 京東

か
環

状
道

路

京
東

湾
ｱ ｸ ｱ ﾗ ｲ ﾝ

久
喜

白
岡

J

八
王

子
J

常
磐

道

海
老

名
J

大
栄

J

つ
くば

中
央 IC

三
郷

南
IC

大
泉

J

新
東

名

圏
央

道

海
老

名
南

J

松
尾

横
芝

IC

成
田

IC

新
空

港

千
葉

東
J

宮
野

木
J

三
郷

J

葉千

東
金

道

京
葉

道
路

圏
央

道

東
京

IC

つ
くば

J

京
外

京
湾

岸
道 路

東

東

高
速

横
新

道

横 横

央
環

状

中

高
谷

J

京
葉

口

玉
川

IC

小

厚
木

IC八
王

子
IC

練
馬

IC

高
井

戸
IC美

女
木

J

川
口

J

葛
西

板
橋

大
橋

江
北

狩
場

J

路

栄
IC

J

戸
塚

終
点

寒
川

北
IC

伊
勢

原
J

く

成
田

空
港

羽
田

空
港

境
古

河
IC

大
井

外
環

道
経

由

首
都

高
経

由

首
都

高

経
由

2
4
%

外
環

経

由 7
6
%

N
=
3
,5
6
0

（
台

/日
）
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検
討

す
べ

き
要

因

25

3
-
1
．
検

討
の

着
眼

点

各
種

特
性

を
考

慮
し

、
考

え
ら

れ
る

要
因

を
以

下
の

よ
う

に
整

理
し

た
。

（国
土

交
通

省
と

し
て

対
策

を
講

じ
る

こ
と

が
で

き
る

以
下

の
要

因
に

つ
い

て
追

加
・検

証
を

行
っ

た
。

）

○
JC

T
数

（
地

図
情

報
）

・
・
・

今
回

検
証

各
経

路
を

走
行

す
る

際
に

通
過

す
る

JC
T
の

数
（
運

転
の

し
や

す
さ

に
影

響
）

〇
車

線
数

（
地

図
情

報
）

・
・
・

今
回

検
証

各
経

路
の

平
均

車
線

数
（
運

転
の

し
や

す
さ

に
影

響
）

〇
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
（
E

T
C

2.
0）

・
・
・

今
回

検
証

各
経

路
の

急
ブ

レ
ー

キ
（
前

後
加

速
度

－
0.

3以
下

）
の

発
生

リ
ス

ク
（
交

通
事

故
の

リ
ス

ク
）

〇
大

型
車

混
入

率
・
・
・

次
回

検
証

○
検

討
す

る
要

因
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J
C
T
数

に
よ

る
影

響
の

検
証

方
法

（
今

回
検

証
）

26

○
仮

説

3
-
1
．
検

討
の

着
眼

点

地
図

デ
ー

タ
を

も
と

に
発

着
O

D
毎

経
路

毎
の

最
短

経
路

の
通

過
JC

T
数

を
Ｊ
Ｃ

Ｔ
数

と
定

義
。

※
外

環
道

：
大

泉
～

高
井

戸
IC

、
東

京
IC

間
は

一
般

道
を

走
行

し
た

と
仮

定
三

郷
～

高
谷

間
は

開
通

し
て

い
る

と
仮

定
※

首
都

高
：
中

央
環

状
線

を
走

行
し

た
と

す
る

・
例

通
過

JC
T
数

（
例

）

JC
T

は
減

速
、

渋
滞

の
牽

引
と

な
る

ポ
イ

ン
ト

で
あ

り
、

運
転

初
心

者
に

と
っ

て
苦

手
意

識
が

あ
る

な
ど

高
速

道
路

の
経

路
選

択
に

影
響

を
与

え
る

要
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

。

○
定

義

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

圏
央

道
経

由

宮
野

木
J
C

T
～

久
喜

白
岡

J
C

T
6

4
2

宮
野

木
J
C

T
～

つ
く
ば

J
C

T
5

3
1

カ
ウ

ン
ト

し
た

Ｊ
Ｃ

Ｔ
数

を
首

都
高

・
外

環
道

・
圏

央
道

の
す

べ
て

の
説

明
変

数
に

追
加

し
て

検
証

を
行

う
。

○
デ

ー
タ

の
設

定
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車
線

数
に

よ
る

影
響

の
検

証
方

法
（
今

回
検

証
）

27

○
仮

説

3
-
1
．
検

討
の

着
眼

点

D
R

M
リ

ン
ク

を
も

と
に

発
着

O
D

毎
経

路
毎

の
最

短
経

路
の

延
べ

平
均

車
線

数
を

算
出

。
※

外
環

道
：
大

泉
～

高
井

戸
IC

、
東

京
IC

は
一

般
道

を
走

行
し

た
と

仮
定

、
三

郷
～

高
谷

は
開

通
し

て
い

る
と

仮
定

※
首

都
高

：
中

央
環

状
線

を
走

行
し

た
と

す
る

・
算

出
式

・
例

車
線

数
（
例

）

車
線

数
が

多
い

ほ
ど

、
前

を
走

行
す

る
車

に
追

従
す

る
必

要
が

少
な

い
た

め
、

安
全

走
行

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
高

く
、

高
速

道
路

の
経

路
選

択
に

影
響

を
与

え
る

要
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

。

○
定

義

X
j：

D
R

M
リ

ン
ク

jの
距

離
（
km

）
Lj

：
D

R
M

リ
ン

ク
jに

お
け

る
車

線
数

車
線

数
（
数

）
ൌ

 
  

ൈ
  

  
  

 

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

圏
央

道
経

由

宮
野

木
J
C

T
～

久
喜

白
岡

J
C

T
2
.7

4
2
.9

4
2
.1

6

集
計

し
た

車
線

数
を

首
都

高
・
外

環
道

・
圏

央
道

の
す

べ
て

の
説

明
変

数
に

追
加

し
て

検
証

を
行

う
。

○
デ

ー
タ

の
設

定

7-56



D
R

M
リ

ン
ク

を
も

と
に

発
着

O
D

毎
経

路
毎

の
最

短
経

路
の

急
ブ

レ
ー

キ
発

生
リ

ス
ク

を
算

出
。

※
外

環
道

：
大

泉
～

高
井

戸
IC

、
東

京
IC

は
一

般
道

を
走

行
し

た
と

仮
定

、
三

郷
～

高
谷

は
開

通
し

て
い

る
と

仮
定

※
首

都
高

：
中

央
環

状
線

を
走

行
し

た
と

す
る

※
H

30
.6

～
8の

E
T

C
2.

0デ
ー

タ
よ

り
算

出

・
算

出
式

・
例

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

圏
央

道
経

由

宮
野

木
J
C

T
～

久
喜

白
岡

J
C

T
2
3
5

2
2
7

1
5
6

急
ブ

レ
ー

キ
発

生
リ

ス
ク

に
よ

る
影

響
の

検
証

方
法

（
今

回
検

証
）

28

○
仮

説

3
-
1
．
検

討
の

着
眼

点

急
ブ

レ
ー

キ
発

生
リ

ス
ク

（
例

）

急
ブ

レ
ー

キ
発

生
リ

ス
ク

が
低

い
と

、
急

減
速

な
く
一

定
速

度
で

走
行

で
き

る
た

め
、

安
全

走
行

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
高

く
、

高
速

道
路

の
経

路
選

択
に

影
響

を
与

え
る

要
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

。

○
定

義

急
ブ

レ
ー

キ
発

生
リ

ス
ク

（
件

/万
台

キ
ロ

）
ൌ

 
  

 

 
ሺ 

 ൈ
  

ሻ 
 

集
計

し
た

急
ブ

レ
ー

キ
発

生
リ

ス
ク

を
首

都
高

・
外

環
道

・
圏

央
道

の
す

べ
て

の
説

明
変

数
に

追
加

し
て

検
証

を
行

う
。

○
デ

ー
タ

の
設

定

A
j：

D
R

M
リ

ン
ク

jに
お

け
る

急
ブ

レ
ー

キ
の

発
生

件
数

（件
）

※
減

速
加

速
度

が
0.

3G
～

1.
0G

Q
j ：

D
R

M
リ

ン
ク

jの
走

行
台

数
（
万

台
）

X
j：

D
R

M
リ

ン
ク

jの
距

離
（
km

）
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各
O

D
間

の
大

型
車

混
入

率
の

抽
出

し
、

モ
デ

ル
に

加
え

る
。

大
型

車
混

入
率

の
検

証
方

法
（
次

回
検

証
）

29

○
仮

説

3
-
1
．
検

討
の

着
眼

点

外
環

道
開

通
に

よ
り

、
外

環
道

の
大

型
車

混
入

率
が

増
加

し
、

そ
れ

に
伴

い
首

都
高

の
大

型
車

混
入

率
は

減
少

し
た

可
能

性
が

あ
る

。
そ

の
た

め
普

通
車

は
大

型
車

の
少

な
く
走

行
し

や
す

い
首

都
高

を
走

行
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
。

○
定

義

抽
出

し
た

大
型

車
混

入
率

を
首

都
高

・
外

環
道

・
圏

央
道

の
す

べ
て

の
説

明
変

数
に

追
加

し
て

検
証

を
行

う
。

○
デ

ー
タ

の
設

定

7-58



30

要
因

の
検

証
方

法

3
-
2
．
モ

デ
ル

を
活

用
し

た
交

通
転

換
要

因
の

分
析

今
年

度
の

経
路

選
択

モ
デ

ル
に

考
え

ら
れ

る
要

因
を

追
加

・検
証

し
、

一
定

数
存

在
す

る
都

心
通

過
車

両
経

路
選

択
要

因
に

つ
い

て
定

量
的

に
検

証
を

行
う

。

経
路

交
通

量
 

ൌ
ex

p ሺ
効

用
 

ሻ

 
ex

p ሺ
効

用
 

ሻ
 

ൈ
O

D
交

通
量

効
用

 
ൌ

 
ൈ

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

料
金

 
൅

 
ൈ

そ
の

他
要

因
 

൅
 

ൈ
発

着
エ

リ
ア

 
൅

 
ൈ

追
加

要
因

 
　

　
 は

経
路

首
都

高
、

外
環

道
、

圏
央

道
  

, 
, 

, 
, 

は
パ

ラ
メ

ー
タ

○
要

因
の

検
証

方
法

①
今

年
度

の
経

路
選

択
モ

デ
ル

を
ベ

ー
ス

に
考

え
ら

れ
る

要
因

を
追

加
し

た
、

拡
張

モ
デ

ル
を

構
築

す
る

。

②
考

え
ら

れ
る

要
因

の
パ

ラ
メ

ー
タ

の
推

計
結

果
や

予
測

結
果

（
現

況
再

現
）よ

り
、

経
路

選
択

要
因

の
検

証
を

行
う

。

推
定

値
：
符

号
条

件
が

あ
っ

て
い

る
か

。
有

意
水

準
：
有

意
水

準
が

妥
当

か
。

ad
ju

st
ed

 R
ho

-s
qu

ar
e:

値
が

妥
当

か
。

時
間

価
値

：
20

円
/分

か
ら

大
き

く
乖

離
し

て
い

な
い

か
。

現
況

再
現

：
実

測
値

と
乖

離
し

て
い

な
い

か
。

検
証

項
目

7-59



※
1）

※
5）

※
4）

J
C
T
数

・
車

線
数

・
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
の

パ
ラ

メ
ー

タ
推

計
結

果

31

3
-
2
．
モ

デ
ル

を
活

用
し

た
交

通
転

換
要

因
の

分
析

※
＊

＊
：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準
※

深
夜

：
0-

3時
台

、
ピ

ー
ク

：
平

日
朝

6-
8時

台
・
夜

17
-1

9
時

台
※

H
30

.6
～

8月
の

デ
ー

タ
を

使
用

○
各

モ
デ

ル
の

推
計

値
（
パ

ラ
メ

ー
タ

）
は

、
符

号
条

件
・有

意
水

準
※

1）
と

も
に

想
定

と
一

致
し

て
い

る
。

〇
モ

デ
ル

1よ
り

、
JC

T
数

は
経

路
選

択
に

負
の

影
響

を
与

え
る
※

2）
こ

と
が

分
か

っ
た

。
が

想
定

と
反

す
る

結
果

と
な

っ
た

。
〇

モ
デ

ル
2よ

り
、

車
線

数
が

増
加

す
る

と
効

用
が

下
が

る
※

3）
と

い
う

予
想

と
反

す
る

結
果

と
な

っ
た

。
〇

モ
デ

ル
4で

は
、

追
加

し
た

3要
因

の
符

号
条

件
は

逆
転

し
て

お
り
※

4）
、

予
想

と
反

す
る

結
果

と
な

っ
た

。
〇

時
間

価
値

が
費

用
便

益
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
比

べ
過

大
に

評
価

さ
れ

た
が

、
首

都
高

の
時

間
価

値
は

、
外

環
道

・
圏

央
道

よ
り

も
高

い
※

5）
と

い
う

結
果

に
な

っ
た

。

モ
デ

ル
５

モ
デ

ル
６

モ
デ

ル
７

モ
デ

ル
８

※
2）

※
3）

※
6）
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J
C
T
数

・
車

線
数

・
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
の

パ
ラ

メ
ー

タ
推

計
結

果

32

○
Ｊ
Ｃ

Ｔ
数

・【
結

果
】J

C
T
数

は
経

路
選

択
に

影
響

を
与

え
る

要
因

で
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
※

2
）

・【
考

察
】J

C
T
は

、
渋

滞
や

減
速

の
ポ

イ
ン

ト
と

な
り

、
運

転
者

が
苦

手
意

識
を

感
じ

て
い

る
た

め
だ

と
考

え
ら

れ
る

。

3
-
2
．
モ

デ
ル

を
活

用
し

た
交

通
転

換
要

因
の

分
析

○
車

線
数

・【
結

果
】車

線
数

は
経

路
選

択
に

影
響

を
与

え
る

要
因

で
あ

る
こ

と
が

分
か

っ
た

。
※

3
）

し
か

し
、

車
線

数
が

増
加

す
る

と
満

足
度

が
下

が
る

(パ
ラ

メ
ー

タ
が

負
)と

い
う

想
定

と
逆

の
結

果
と

な
っ

た
。

・【
考

察
】車

線
数

が
増

加
す

る
と

、
車

線
変

更
が

複
雑

に
な

る
た

め
だ

と
考

え
ら

れ
る

。

〇
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
・【

結
果

】経
路

選
択

に
影

響
を

与
え

る
要

因
と

は
な

ら
な

か
っ

た
（パ

ラ
メ

ー
タ

が
有

意
で

な
い

）。
※

6
）

・【
考

察
】今

回
は

急
ブ

レ
ー

キ
発

生
リ

ス
ク

の
平

均
値

を
用

い
て

い
る

た
め

、
今

後
曲

線
な

ど
の

道
路

構
造

と
挙

動
等

と
の

検
証

を
行

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
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ま
と

め
・
今

後
の

課
題

33

•
都

心
通

過
車

両
が

一
定

数
存

在
す

る
要

因
に

つ
い

て
検

証
を

行
っ

た
。

現
実

点
で

は
、

J
C

T
数

が
経

路
選

択
に

影
響

を
与

え
る

要
因

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

し
か

し
、

首
都

高
を

経
由

す
る

場
合

の
方

が
、

通
過

J
C

T
数

が
多

い
こ

と
か

ら
、

説
明

要
因

と
は

な
っ

て
い

な
い

。

3
-
3
．
ま

と
め 引

き
続

き
他

の
要

因
に

つ
い

て
も

検
証

を
行

う
。

・
大

型
車

混
入

率
な

ど

•
首

都
高

利
用

者
の

特
徴

（
O

D
ペ

ア
の

分
布

、
高

速
利

用
時

間
帯

等
）
を

分
析

す
る

。
•

分
析

結
果

を
踏

ま
え

、
首

都
高

利
用

者
の

特
徴

を
表

す
適

切
な

パ
ラ

メ
ー

タ
を

設
定

し
た

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

作
成

し
、

選
択

傾
向

の
違

い
を

検
証

す
る

。
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経
路

選
択

モ
デ

ル
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

４
．

ま
と

め
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4
-
1
．
ま

と
め

35

〇
モ

デ
ル

の
精

度
向

上
の

た
め

、
発

着
エ

リ
ア

・
車

種
・
平

休
の

要
因

を
追

加
し

た
モ

デ
ル

を
構

築
・
検

証
し

、
発

着
エ

リ
ア

特
性

が
経

路
選

択
に

影
響

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

 
車

種
に

つ
い

て
引

き
続

き
検

討
を

行
う

。

〇
外

環
道

千
葉

区
間

開
通

後
も

首
都

高
を

経
由

す
る

車
両

が
存

在
す

る
要

因
（
JC

T
数

・
車

線
数

・
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

）
を

検
証

し
た

が
、

こ
れ

ら
３

要
因

が
理

由
で

あ
る

と
は

い
え

な
い

こ
と

が
分

か
っ

た
。

 
そ

の
他

の
要

因
の

検
証

を
行

う
。

今
回

の
研

究
会

の
成

果
・
今

後
の

課
題

今
後

の
予

定
〇

車
種

別
の

影
響

を
考

慮
し

た
モ

デ
ル

へ
の

拡
張

。

〇
首

都
高

を
経

由
の

要
因

を
検

証
。

〇
特

定
経

路
の

要
因

分
析

（
空

港
発

着
O

D
）
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4
-
1
．
ま

と
め

〇
成

田
空

港
を

発
着

と
す

る
車

両
の

経
路

選
択

の
特

徴
や

経
路

選
択

の
要

因
に

つ
い

て
の

詳
細

分
析

を
行

う
。

・
東

北
道

（
川

口
J
C

T
～

久
喜

白
岡

J
C

T
間

）
～

成
田

空
港

の
経

路
選

択
行

動
に

つ
い

て
、

今
年

度
構

築
し

た
経

路
選

択
モ

デ
ル

に
よ

る
再

現
性

を
検

証
す

る
。

次
回

研
究

会
の

予
定

保
土

ヶ
谷

IC

名
浜

鶴
ヶ

島
J

東
金

J

戸
塚

IC
東

京
湾

太

館 山

道

東
関

道

北

東

道

関
越

道

道
央

中

第
三 京東

か
環

状
道

路

京
東

湾
ｱ ｸ ｱ ﾗ ｲ ﾝ

久
喜

白
岡

J

八
王

子
J

常
磐

道

海
老

名
J

大
栄

J

つ
くば

中
央 IC

三
郷

南
IC

大
泉

J

新
東

名

圏
央

道

海
老

名
南

J

松
尾

横
芝

IC

成
田

IC

新
空

港

千
葉

東
J

宮
野

木
J

三
郷

J

葉千

東
金

道

京
葉

道
路

圏
央

道

東
京

IC

つ
くば

J

京
外

京
湾

岸 道 路

東

東

高
速

横
新

道

横 横

央
環

状

中

高
谷

J

京
葉

口

玉
川

IC

小

厚
木

IC

八
王

子
IC

練
馬

IC

高
井

戸
IC美

女
木

J

川
口

J

葛
西

板
橋

大
橋

江
北

狩
場

J

路

栄
IC

J

戸
塚

終
点

寒
川

北
IC

伊
勢

原
J

く

成
田

空
港

羽
田

空
港

境
古

河
IC

大
井

成
田

空
港

首
都

高
経

由

外
環

道
経

由

圏
央

道
経

由
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判
定

条
件

係
数

推
定

値
妥

当
性

首
都

高
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

5
.3

5
 *

*
〇

外
環

道
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

2
.6

7
 *

*
〇

首
都

高
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.1

2
 *

*
〇

外
環

道
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.1

1
 *

*
〇

圏
央

道
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.0

7
 *

*
〇

料
金

（
円

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.0

0
1
 *

*
〇

ピ
ー

ク
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
＊

有
り

-
0
.3

1
 *

*
〇

深
夜

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

1
.3

6
 *

*
〇

東
北

道
～

東
関

東
道

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

-
0
.3

1
 *

*
〇

館
山

道
発

着
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
＊

有
り

-
1
.8

4
 *

*
〇

関
越

道
発

着
ダ

ミ
ー

（
首

都
高

）
＊

有
り

1
.3

1
 *

*
〇

大
型

車
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
＊

有
り

普
通

車
ダ

ミ
ー

（
首

都
高

）
＊

有
り

サ
ン

プ
ル

数
2
5
4
5

ad
ju

st
e
d 

R
h
o
-
sq

u
ar

e
0
.3

～
0
.4

以
上

0
.4

4
〇

首
都

高
の

時
間

価
値

(円
/
分

)
推

定
値

（
+
）

8
5
.2

〇
外

環
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
8
1
.2

〇
圏

央
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
5
1
.7

〇
目

安
：
費

用
便

益
マ

ニ
ュ

ア
ル

普
通

3
9
.6

円
/
分

、
大

型
6
8
.0

円
/分

発
着

エ
リ

ア
特

性

【
参

考
】
1
-
2
.経

路
選

択
モ

デ
ル

の
拡

張

38

〇
発

着
エ

リ
ア

特
性

を
追

加
し

た
モ

デ
ル

は
推

定
値

、
有

意
水

準
、

ad
ju

st
ed

R
ho

-s
qu

ar
eと

も
に

妥
当

な
結

果
と

な
っ

た
。

発
着

エ
リ

ア
特

性
を

追
加

す
る

と
モ

デ
ル

の
再

現
性

が
高

く
な

る
。

モ
デ

ル
１

の
推

定
結

果

各
種

用
語

の
説

明
※

＊
＊

：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準
※

深
夜

：
0-

3時
台

ピ
ー

ク
：
平

日
朝

6-
8時

台
・
夜

17
-1

9
時

台

推
定

値
：
そ

の
要

因
が

効
用

（
満

足
度

）
に

与
え

る
影

響
の

大
き

さ
（
例

：
料

金
が

1円
上

が
る

と
、

効
用

が
0.

00
1下

が
る

。
）

有
意

水
準

：
そ

の
要

因
が

効
用

に
与

え
る

影
響

の
正

確
さ

。
有

意
水

準
が

10
％

以
内

で
あ

れ
ば

よ
い

と
さ

れ
る

。
ad

ju
st

ed
 R

ho
-s

qu
ar

e:
モ

デ
ル

の
当

て
は

ま
り

の
良

さ
（
度

合
い

）
（
一

般
的

に
、

0.
3～

0.
4以

上
あ

れ
ば

望
ま

し
い

。
）

時
間

価
値

：
所

要
時

間
/料

金
よ

り
算

出
（
目

安
：
費

用
便

益
マ

ニ
ュ

ア
ル

：
普

通
車

39
.6

円
/分

、
大

型
車

68
.0

円
/分

）

【
推

定
値

】の
符

号
は

想
定

と
一

致
。

（
・
所

要
時

間
が

増
加

す
る

と
そ

の
路

線
の

満
足

度
が

低
下

し
分

担
率

が
下

が
る

・
料

金
が

増
加

す
る

と
そ

の
路

線
の

満
足

度
が

低
下

し
分

担
率

が
下

が
る

。
）

発 着 エ リ ア 特 性

想
定

と
一

致
想

定
と

異
な

る

※
H

30
.6

～
8月

の
デ

ー
タ

を
使

用

〇
モ

デ
ル

効
用

 
ൌ

 
ൈ

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

高
速

料
金

 
൅

 
ൈ

定
数

項
 

+
 

ൈ
発

着
エ

リ
ア

 

 は
経

路
首

都
高

、
外

環
道

、
圏

央
道

 
 , 

, 
, 

, 
, 

, 
は

パ
ラ

メ
ー

タ

※
赤

字
が

今
回

の
拡

張
部

分
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判
定

条
件

係
数

推
定

値
妥

当
性

首
都

高
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

1
.8

7
 *

*
〇

外
環

道
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

首
都

高
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.1

3
 *

*
〇

外
環

道
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.1

1
 *

*
〇

圏
央

道
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.0

9
 *

*
〇

料
金

（
円

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
0
.0

0
3
 *

*
×

ピ
ー

ク
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
＊

有
り

3
.2

6
 *

*
〇

深
夜

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

東
北

道
～

東
関

東
道

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

館
山

道
発

着
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
＊

有
り

-
0
.5

6
 *

〇
関

越
道

発
着

ダ
ミ

ー
（
首

都
高

）
＊

有
り

大
型

車
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
＊

有
り

0
.4

2
 *

*
〇

普
通

車
ダ

ミ
ー

（
首

都
高

）
＊

有
り

1
.5

0
 *

*
〇

サ
ン

プ
ル

数
2
5
4
5

ad
ju

st
e
d 

R
h
o
-
sq

u
ar

e
0
.3

～
0
.4

以
上

0
.4

7
〇

首
都

高
の

時
間

価
値

(円
/
分

)
推

定
値

（
+
）

-
4
1
.1

×
外

環
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
-
3
3
.9

×
圏

央
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
-
2
7
.7

×
目

安
：
費

用
便

益
マ

ニ
ュ

ア
ル

普
通

3
9
.6

円
/
分

、
大

型
6
8
.0

円
/分

大
型

車
ダ

ミ
ー

【
参

考
】

1
-
2
.経

路
選

択
モ

デ
ル

の
拡

張

39

〇
車

種
特

性
を

１
つ

の
計

算
式

で
考

慮
し

た
モ

デ
ル

は
有

意
水

準
、

ad
ju

st
ed

R
ho

-s
qu

ar
eと

も
に

妥
当

な
結

果
と

な
っ

た
が

、
推

定
値

、
時

間
価

値
が

想
定

と
異

っ
た

た
め

、
妥

当
な

モ
デ

ル
と

な
ら

な
か

っ
た

。

車
種

特
性

は
経

路
選

択
の

要
因

と
は

な
ら

な
い

可
能

性
が

あ
る

。

モ
デ

ル
２

の
推

定
結

果

各
種

用
語

の
説

明
※

＊
＊

：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準
※

深
夜

：
0-

3時
台

ピ
ー

ク
：
平

日
朝

6-
8時

台
・
夜

17
-1

9
時

台

推
定

値
：
そ

の
要

因
が

効
用

（
満

足
度

）
に

与
え

る
影

響
の

大
き

さ
（
例

：
料

金
が

1円
上

が
る

と
、

効
用

が
0.

00
1下

が
る

。
）

有
意

水
準

：
そ

の
要

因
が

効
用

に
与

え
る

影
響

の
正

確
さ

。
有

意
水

準
が

10
％

以
内

で
あ

れ
ば

よ
い

と
さ

れ
る

。
ad

ju
st

ed
 R

ho
-s

qu
ar

e:
モ

デ
ル

の
当

て
は

ま
り

の
良

さ
（
度

合
い

）
（
一

般
的

に
、

0.
3～

0.
4以

上
あ

れ
ば

望
ま

し
い

。
）

時
間

価
値

：
所

要
時

間
/料

金
よ

り
算

出
（
目

安
：
費

用
便

益
マ

ニ
ュ

ア
ル

：
普

通
車

39
.6

円
/分

、
大

型
車

68
.0

円
/分

）

【
推

定
値

】の
符

号
は

想
定

と
一

致
。

（
・
所

要
時

間
が

増
加

す
る

と
そ

の
路

線
の

満
足

度
が

低
下

し
分

担
率

が
下

が
る

・
料

金
が

増
加

す
る

と
そ

の
路

線
の

満
足

度
が

低
下

し
分

担
率

が
下

が
る

。
）

想
定

と
一

致
想

定
と

異
な

る

※
H

30
.6

～
8月

の
デ

ー
タ

を
使

用

〇
モ

デ
ル

効
用

 
ൌ

 
ൈ

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

高
速

料
金

 
൅

 
ൈ

定
数

項
 

+
 

ൈ
発

着
エ

リ
ア

 
൅

 
ൈ

車
種

 

 は
経

路
首

都
高

、
外

環
道

、
圏

央
道
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判
定

条
件

係
数

推
定

値
妥

当
性

推
定

値
妥

当
性

首
都

高
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

5
.2

6
 *

*
〇

4
.4

1
 *

*
〇

外
環

道
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

2
.8

7
 *

*
〇

首
都

高
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.1

4
 *

*
〇

-
0
.1

8
 *

*
〇

外
環

道
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.1

3
 *

*
〇

-
0
.1

4
 *

*
〇

圏
央

道
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.0

8
 *

*
〇

-
0
.1

2
 *

*
〇

料
金

（
円

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
0
.0

0
3
 *

*
×

0
.0

0
2
 *

*
×

ピ
ー

ク
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
＊

有
り

0
.7

1
 *

*
〇

深
夜

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

3
.3

5
 *

*
〇

東
北

道
～

東
関

東
道

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

1
.6

4
 *

*
〇

-
3
.0

5
 *

*
〇

館
山

道
発

着
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
＊

有
り

1
.7

0
 *

*
〇

関
越

道
発

着
ダ

ミ
ー

（
首

都
高

）
＊

有
り

-
0
.5

1
 *

〇
大

型
車

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

普
通

車
ダ

ミ
ー

（
首

都
高

）
＊

有
り

サ
ン

プ
ル

数
1
6
4
1

9
0
4

ad
ju

st
e
d 

R
h
o
-
sq

u
ar

e
0
.3

～
0
.4

以
上

0
.4

7
〇

0
.5

0
〇

首
都

高
の

時
間

価
値

(円
/
分

)
推

定
値

（
+
）

-
4
3
.4

×
-
8
7
.7

×
外

環
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
-
4
0
.7

×
-
6
6
.9

×
圏

央
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
-
2
5
.1

×
-
5
6
.5

×
目

安
：
費

用
便

益
マ

ニ
ュ

ア
ル

普
通

3
9
.6

円
/
分

、
大

型
6
8
.0

円
/
分

車
種

別
モ

デ
ル

普
通

車
大

型
車

【
参

考
】

1
-
2
.経

路
選

択
モ

デ
ル

の
拡

張

40

〇
車

種
特

性
を

２
つ

の
計

算
式

で
考

慮
し

た
モ

デ
ル

は
有

意
水

準
、

ad
ju

st
ed

R
ho

-s
qu

ar
eと

も
に

妥
当

な
結

果
と

な
っ

た
が

、
推

定
値

、
時

間
価

値
が

想
定

と
異

っ
た

た
め

、
妥

当
な

モ
デ

ル
と

な
ら

な
か

っ
た

。

車
種

特
性

は
経

路
選

択
の

要
因

と
は

な
ら

な
い

可
能

性
が

あ
る

。

モ
デ

ル
３

の
推

定
結

果

各
種

用
語

の
説

明
※

＊
＊

：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準
※

深
夜

：
0-

3時
台

ピ
ー

ク
：
平

日
朝

6-
8時

台
・
夜

17
-1

9
時

台

推
定

値
：
そ

の
要

因
が

効
用

（
満

足
度

）
に

与
え

る
影

響
の

大
き

さ
（
例

：
料

金
が

1円
上

が
る

と
、

効
用

が
0.

00
1下

が
る

。
）

有
意

水
準

：
そ

の
要

因
が

効
用

に
与

え
る

影
響

の
正

確
さ

。
有

意
水

準
が

10
％

以
内

で
あ

れ
ば

よ
い

と
さ

れ
る

。
ad

ju
st

ed
 R

ho
-s

qu
ar

e:
モ

デ
ル

の
当

て
は

ま
り

の
良

さ
（
度

合
い

）
（
一

般
的

に
、

0.
3～

0.
4以

上
あ

れ
ば

望
ま

し
い

。
）

時
間

価
値

：
所

要
時

間
/料

金
よ

り
算

出
（
目

安
：
費

用
便

益
マ

ニ
ュ

ア
ル

：
普

通
車

39
.6

円
/分

、
大

型
車

68
.0

円
/分

）

【
推

定
値

】
の

符
号

は
想

定
と

一
致

。

（
・
所

要
時

間
が

増
加

す
る

と
そ

の
路

線
の

満
足

度
が

低
下

し
分

担
率

が
下

が
る

・
料

金
が

増
加

す
る

と
そ

の
路

線
の

満
足

度
が

低
下

し
分

担
率

が
下

が
る

。
）

想
定

と
一

致
想

定
と

異
な

る

※
H

30
.6

～
8月

の
デ

ー
タ

を
使

用

〇
モ

デ
ル

効
用

 
（
普

通
）

ൌ
 

ൈ
所

要
時

間
 

൅
 

ൈ
高

速
料

金
 

൅
 

ൈ
定

数
項

 +
 

ൈ
発

着
エ

リ
ア

 

効
用

 
（
大

型
）

ൌ
 

ൈ
所

要
時

間
 

൅
 

ൈ
高

速
料

金
 

൅
 

ൈ
定

数
項

 
+

 
ൈ

発
着

エ
リ

ア
 

 は
経

路
首

都
高

、
外

環
道

、
圏

央
道

 
 , 
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, 
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, 
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は
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ラ
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ー
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赤

字
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判
定

条
件

係
数

推
定

値
妥

当
性

推
定

値
妥

当
性

首
都

高
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

-
9
.5

 *
*

〇
6
.5

8
 *

*
〇

外
環

道
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

-
1
0
.4

 *
*

〇
5
.4

1
 *

*
〇

首
都

高
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.1

5
 *

*
〇

-
0
.1

1
 *

*
〇

外
環

道
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.1

4
 *

*
〇

-
0
.1

1
 *

*
〇

圏
央

道
の

所
要

時
間

（
分

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
-
0
.2

0
 *

*
〇

-
0
.0

4
 *

*
〇

料
金

（
円

）
推

定
値

（
-
）
、

＊
有

り
0
.0

0
3
 *

*
×

0
.0

0
0
 

×
ピ

ー
ク

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

0
.9

7
 *

*
〇

深
夜

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

1
.7

6
 *

*
〇

4
.1

9
 *

*
〇

東
北

道
～

東
関

東
道

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

-
0
.7

9
 *

*
〇

0
.2

5
 

×
館

山
道

発
着

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
＊

有
り

関
越

道
発

着
ダ

ミ
ー

（
首

都
高

）
＊

有
り

大
型

車
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
＊

有
り

0
.4

8
 *

*
〇

普
通

車
ダ

ミ
ー

（
首

都
高

）
＊

有
り

1
.4

0
 *

*
〇

1
.2

5
 *

*
〇

サ
ン

プ
ル

数
1
7
7
6

7
6
9

ad
ju

st
e
d 

R
h
o
-
sq

u
ar

e
0
.3

～
0
.4

以
上

0
.5

2
〇

0
.4

7
〇

首
都

高
の

時
間

価
値

(円
/
分

)
推

定
値

（
+
）

-
5
6
.8

×
-
7
8
0
.2

×
外

環
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
-
5
5
.1

×
-
7
9
0
.8

×
圏

央
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
-
7
8
.3

×
-
3
0
1
.0

×
目

安
：
費

用
便

益
マ

ニ
ュ

ア
ル

普
通

3
9
.6

円
/
分

、
大

型
6
8
.0

円
/分

平
休

別
モ

デ
ル

平
日

休
日

1
-
2
.経

路
選

択
モ

デ
ル

の
拡

張

41

〇
平

休
特

性
を

２
つ

の
計

算
式

で
考

慮
し

た
モ

デ
ル

は
ad

ju
st

ed
R

ho
-s

qu
ar

eは
妥

当
な

結
果

と
な

っ
た

が
、

推
定

値
、

有
意

水
準

、
時

間
価

値
が

想
定

と
異

っ
た

た
め

、
妥

当
な

モ
デ

ル
と

な
ら

な
か

っ
た

。

平
休

特
性

は
経

路
選

択
の

要
因

と
は

な
ら

な
い

可
能

性
が

あ
る

。

拡
張

モ
デ

ル
の

推
定

結
果

各
種

用
語

の
説

明
※

＊
＊

：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準
※

深
夜

：
0-

3時
台

ピ
ー

ク
：
平

日
朝

6-
8時

台
・
夜

17
-1

9
時

台

推
定

値
：
そ

の
要

因
が

効
用

（
満

足
度

）
に

与
え

る
影

響
の

大
き

さ
（
例

：
料

金
が

1円
上

が
る

と
、

効
用

が
0.

00
1下

が
る

。
）

有
意

水
準

：
そ

の
要

因
が

効
用

に
与

え
る

影
響

の
正

確
さ

。
有

意
水

準
が

10
％

以
内

で
あ

れ
ば

よ
い

と
さ

れ
る

。
ad

ju
st

ed
 R

ho
-s

qu
ar

e:
モ

デ
ル

の
当

て
は

ま
り

の
良

さ
（
度

合
い

）
（
一

般
的

に
、

0.
3～

0.
4以

上
あ

れ
ば

望
ま

し
い

。
）

時
間

価
値

：
所

要
時

間
/料

金
よ

り
算

出
（
目

安
：
費

用
便

益
マ

ニ
ュ

ア
ル

：
普

通
車

39
.6

円
/分

、
大

型
車

68
.0

円
/分

）

【
推

定
値

】
の

符
号

は
想

定
と

一
致

。

（
・
所

要
時

間
が

増
加

す
る

と
そ

の
路

線
の

満
足

度
が

低
下

し
分

担
率

が
下

が
る

・
料

金
が

増
加

す
る

と
そ

の
路

線
の

満
足

度
が

低
下

し
分

担
率

が
下

が
る

。
）

想
定

と
一

致
想

定
と

異
な

る

※
H

30
.6

～
8月

の
デ

ー
タ

を
使

用

〇
モ

デ
ル

効
用

 
（
平

日
）

ൌ
 

ൈ
所

要
時

間
 

൅
 

ൈ
高

速
料

金
 

൅
 

ൈ
定

数
項

 +
 

ൈ
発

着
エ

リ
ア

 
＋

 
ൈ

車
種

 

効
用

 
（
休

日
）

ൌ
 

ൈ
所

要
時

間
 

൅
 

ൈ
高

速
料

金
 

൅
 

ൈ
定

数
項

 
+

 
ൈ

発
着

エ
リ

ア
 

൅
 

ൈ
車

種
 

 は
経

路
首

都
高

、
外

環
道

、
圏

央
道

 
 , 

, 
, 

, 
, 

, 
は

パ
ラ

メ
ー

タ ※
赤

字
が

今
回

の
拡

張
部

分

平 休 特 性

7-70



〇
JC

T
数

を
考

慮
し

た
モ

デ
ル

は
推

定
値

、
有

意
水

準
、

ad
ju

st
ed

R
ho

-s
qu

ar
eと

も
に

妥
当

な
結

果
と

な
っ

た
。

JC
T

数
は

、
経

路
分

担
に

影
響

を
与

え
る

要
因

と
考

え
ら

れ
る

。

J
C
T
数

・
車

線
数

・
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
の

パ
ラ

メ
ー

タ
推

計
結

果

42

【
参

考
】
2
-
2
.各

要
因

の
検

証

各
種

用
語

の
説

明

※
H

30
.6

～
8月

の
デ

ー
タ

を
使

用

推
定

値
：
そ

の
要

因
が

効
用

（満
足

度
）
に

与
え

る
影

響
の

大
き

さ
（
例

：
料

金
が

1円
上

が
る

と
、

効
用

が
0.

00
1下

が
る

。
）

有
意

水
準

：
そ

の
要

因
が

効
用

に
与

え
る

影
響

の
正

確
さ

。
有

意
水

準
が

10
％

以
内

で
あ

れ
ば

よ
い

と
さ

れ
る

。
ad

ju
st

ed
 R

ho
-s

qu
ar

e:
モ

デ
ル

の
当

て
は

ま
り

の
良

さ
（
度

合
い

）（
一

般
的

に
、

0.
3～

0.
4以

上
あ

れ
ば

望
ま

し
い

。
）

時
間

価
値

：
所

要
時

間
/料

金
よ

り
算

出
（目

安
：
費

用
便

益
マ

ニ
ュ

ア
ル

：普
通

車
39

.6
円

/分
、

大
型

車
68

.0
円

/分
）

【
推

定
値

】
の

符
号

は
想

定
と

一
致

。
（
所

要
時

間
、

料
金

が
増

加
す

る
と

満
足

度
は

低
下

）

係
数

推
定

値
首

都
高

経
由

の
定

数
項

8
.5

0
 *

*
外

環
道

経
由

の
定

数
項

2
.9

6
 *

*
首

都
高

の
所

要
時

間
（
分

）
-
0
.1

2
 *

*
外

環
道

の
所

要
時

間
（
分

）
-
0
.1

1
 *

*
圏

央
道

の
所

要
時

間
（
分

）
-
0
.0

8
 *

*
料

金
（
円

）
-
0
.0

0
2
 *

*
ピ

ー
ク

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
-
0
.2

3
 *

深
夜

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
1
.1

7
 *

*
東

北
道

～
東

関
東

道
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
-
0
.2

5
 *

館
山

道
発

着
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
-
1
.2

7
 *

*
関

越
道

発
着

ダ
ミ

ー
（
首

都
高

）
2
.0

6
 *

*
J
C

T
数

-
0
.9

4
 *

*
ln

(延
べ

平
均

車
線

数
)

ln
(急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
（
件

/
万

台
キ

ロ
）
)

サ
ン

プ
ル

数
ad

ju
st

e
d 

R
h
o
-
sq

u
ar

e
首

都
高

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
外

環
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
圏

央
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)

2
5
4
5

0
.4

4
6
3
.2

5
4
.8

4
3
.3

J
C

T
数

※
＊

＊
：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準
※

深
夜

：
0-

3時
台

ピ
ー

ク
：
平

日
朝

6-
8時

台
・
夜

17
-1

9
時

台
想

定
と

一
致

想
定

と
異

な
る

J C T 数

効
用

 
ൌ

 
ൈ

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

料
金

 
൅

 
ൈ

そ
の

他
要

因
 

൅
 

ൈ
発

着
エ

リ
ア

 
൅

 
ൈ

JC
T
数

 
　

　
 は

経
路

首
都

高
、

外
環

道
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圏
央

道
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は
パ

ラ
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ー
タ

〇
モ

デ
ル

7-71



〇
車

線
数

を
考

慮
し

た
モ

デ
ル

は
有

意
水

準
、

ad
ju

st
ed

R
ho

-s
qu

ar
eと

も
に

妥
当

な
結

果
と

な
っ

た
が

、
推

定
値

が
想

定
と

異
っ

た
た

め
、

妥
当

な
モ

デ
ル

と

な
ら

な
か

っ
た

。

車
線

数
は

、
経

路
分

担
に

影
響

を
与

え
る

要
因

と
は

言
え

な
い

。

J
C
T
数

・
車

線
数

・
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
の

パ
ラ

メ
ー

タ
推

計
結

果

43

【
参

考
】

2
-
2
.各

要
因

の
検

証

各
種

用
語

の
説

明

※
H

30
.6

～
8月

の
デ

ー
タ

を
使

用

推
定

値
：
そ

の
要

因
が

効
用

（満
足

度
）
に

与
え

る
影

響
の

大
き

さ
（
例

：
料

金
が

1円
上

が
る

と
、

効
用

が
0.

00
1下

が
る

。
）

有
意

水
準

：
そ

の
要

因
が

効
用

に
与

え
る

影
響

の
正

確
さ

。
有

意
水

準
が

10
％

以
内

で
あ

れ
ば

よ
い

と
さ

れ
る

。
ad

ju
st

ed
 R

ho
-s

qu
ar

e:
モ

デ
ル

の
当

て
は

ま
り

の
良

さ
（
度

合
い

）（
一

般
的

に
、

0.
3～

0.
4以

上
あ

れ
ば

望
ま

し
い

。
）

時
間

価
値

：
所

要
時

間
/料

金
よ

り
算

出
（目

安
：
費

用
便

益
マ

ニ
ュ

ア
ル

：普
通

車
39

.6
円

/分
、

大
型

車
68

.0
円

/分
）

係
数

首
都

高
経

由
の

定
数

項
外

環
道

経
由

の
定

数
項

首
都

高
の

所
要

時
間

（
分

）
外

環
道

の
所

要
時

間
（
分

）
圏

央
道

の
所

要
時

間
（
分

）
料

金
（
円

）
ピ

ー
ク

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
深

夜
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
東

北
道

～
東

関
東

道
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
館

山
道

発
着

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
関

越
道

発
着

ダ
ミ

ー
（
首

都
高

）
J
C

T
数

ln
(延

べ
平

均
車

線
数

)
ln

(急
ブ

レ
ー

キ
発

生
リ

ス
ク

（
件

/
万

台
キ

ロ
）
)

サ
ン

プ
ル

数
ad

ju
st

e
d 

R
h
o
-
sq

u
ar

e
首

都
高

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
外

環
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
圏

央
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)

※
＊

＊
：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準
※

深
夜

：
0-

3時
台

ピ
ー

ク
：
平

日
朝

6-
8時

台
・
夜

17
-1

9
時

台
想

定
と

一
致

想
定

と
異

な
る

推
定

値
1
9
.6

 *
*

1
2
.9

 *
*

-
0
.1

5
 *

*
-
0
.1

1
 *

*
-
0
.1

1
 *

*
-
0
.0

0
5
 *

*

0
.4

8
 *

*
-
5
.0

0
 *

*
2
.7

2
 *

*

-
4
0
.8

2
 *

*

2
0
.2

車
線

数

2
9
.2

2
1
.9

0
.4

7
2
5
4
5

車 線 数

効
用

 
ൌ

 
ൈ

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

料
金

 
൅

 
ൈ

そ
の

他
要

因
 

൅
 

ൈ
発

着
エ

リ
ア

 
൅

 
ൈ
車

線
数

 
　

　
 は

経
路

首
都

高
、

外
環

道
、

圏
央

道
  

, 
, 

, 
, 

は
パ

ラ
メ

ー
タ

〇
モ

デ
ル
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〇
急

ブ
レ

ー
キ

数
を

考
慮

し
た

モ
デ

ル
は

有
意

水
準

、
ad

ju
st

ed
R

ho
-s

qu
ar

eと
も

に
妥

当
な

結
果

と
な

っ
た

が
、

推
定

値
が

想
定

と
異

っ
た

た
め

、
妥

当
な

モ

デ
ル

と
な

ら
な

か
っ

た
。

車
線

数
は

、
経

路
分

担
に

影
響

を
与

え
る

要
因

と
は

言
え

な
い

J
C
T
数

・
車

線
数

・
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
の

パ
ラ

メ
ー

タ
推

計
結

果
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【
参

考
】

2
-
2
.各

要
因

の
検

証

各
種

用
語

の
説

明

※
H

30
.6

～
8月

の
デ

ー
タ

を
使

用

推
定

値
：
そ

の
要

因
が

効
用

（満
足

度
）
に

与
え

る
影

響
の

大
き

さ
（
例

：
料

金
が

1円
上

が
る

と
、

効
用

が
0.

00
1下

が
る

。
）

有
意

水
準

：
そ

の
要

因
が

効
用

に
与

え
る

影
響

の
正

確
さ

。
有

意
水

準
が

10
％

以
内

で
あ

れ
ば

よ
い

と
さ

れ
る

。
ad

ju
st

ed
 R

ho
-s

qu
ar

e:
モ

デ
ル

の
当

て
は

ま
り

の
良

さ
（
度

合
い

）（
一

般
的

に
、

0.
3～

0.
4以

上
あ

れ
ば

望
ま

し
い

。
）

時
間

価
値

：
所

要
時

間
/料

金
よ

り
算

出
（目

安
：
費

用
便

益
マ

ニ
ュ

ア
ル

：普
通

車
39

.6
円

/分
、

大
型

車
68

.0
円

/分
）

係
数

首
都

高
経

由
の

定
数

項
外

環
道

経
由

の
定

数
項

首
都

高
の

所
要

時
間

（
分

）
外

環
道

の
所

要
時

間
（
分

）
圏

央
道

の
所

要
時

間
（
分

）
料

金
（
円

）
ピ

ー
ク

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
深

夜
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
東

北
道

～
東

関
東

道
ダ

ミ
ー

（
外

環
道

）
館

山
道

発
着

ダ
ミ

ー
（
外

環
道

）
関

越
道

発
着

ダ
ミ

ー
（
首

都
高

）
J
C

T
数

ln
(延

べ
平

均
車

線
数

)
ln

(急
ブ

レ
ー

キ
発

生
リ

ス
ク

（
件

/
万

台
キ

ロ
）
)

サ
ン

プ
ル

数
ad

ju
st

e
d 

R
h
o
-
sq

u
ar

e
首

都
高

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
外

環
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)
圏

央
道

の
時

間
価

値
(円

/
分

)

※
＊

＊
：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準
※

深
夜

：
0-

3時
台

ピ
ー

ク
：
平

日
朝

6-
8時

台
・
夜
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-1

9
時

台
想

定
と

一
致

想
定

と
異

な
る

推
定

値
5
.9

1
 *

*
1
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2
 *

*
-
0
.1

2
 *

*
-
0
.1

1
 *

*
-
0
.0

8
 *

*
-
0
.0

0
3
 *

*

1
.9

7
 *

*
-
1
.6

0
 *

*

-
0
.7
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急
ブ

レ
ー

キ
発

生
リ

ス
ク

2
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4
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.4

4
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.2

0
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3
2
5
4
5

急 ブ レ ー キ 数

効
用

 
ൌ

 
ൈ

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

料
金

 
൅

 
ൈ

そ
の

他
要

因
 

൅
 

ൈ
発

着
エ

リ
ア

 
൅

 
ൈ
急

ブ
レ

ー
キ

数
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開
通

後
デ

ー
タ

H
30

.6
～

8
実

測
値

モ
デ

ル
１

発
着

エ
リ

ア
特

性
モ

デ
ル

２
大

型
車

ダ
ミ

ー
モ

デ
ル

３
車

種
別

モ
デ

ル
モ

デ
ル

４
平

休
別

モ
デ

ル

E
T

C
2.

0
デ

ー
タ

E
T

C
2.

0
デ

ー
タ

○
モ

デ
ル

推
定

に
用

い
る

E
T

C
2.

0デ
ー

タ
の

時
点

更
新

と
モ

デ
ル

の
改

善
を

行
っ

た
結

果
、

各
モ

デ
ル

の
推

定
結

果
と

も
E

T
C

2.
0実

測
値

と
概

ね
一

致
し

た
。

45

各
要

因
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

結
果

【
参

考
3
-
2
】
．
モ

デ
ル

を
活

用
し

た
交

通
転

換
要

因
の

分
析

モ
デ

ル
推

定
結

果

東
北

道
～

東
関

東
道

※
E

T
C

2.
0

 の
普

及
状

態
は

E
T

C
に

比
べ

低
く
、

ま
た

普
通

車
両

の
搭

載
車

両
が

多
い

た
め

、
分

担
率

が
E

T
C

ロ
グ

に
よ

る
結

果
と

異
な

る
。

分
析

デ
ー

タ
区

間

7-74



開
通

後
デ

ー
タ

H
30

.6
～

8
実

測
値

発
着

エ
リ

ア
特

性
大

型
車

ダ
ミ

ー
車

種
別

モ
デ

ル
平

休
別

モ
デ

ル

E
T

C
ロ

グ
デ

ー
タ

46

○
定

数
項

補
正

を
行

い
、

よ
り

実
測

に
近

い
E

T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
と

比
較

を
行

っ
た

結
果

、
発

着
エ

リ
ア

特
性

の
み

追
加

し
た

モ
デ

ル
が

最
も

一
致

し
て

お
り

、
精

度
の

高
い

モ
デ

ル
と

な
っ

た
。

【
3
-
2
】
．
モ

デ
ル

を
活

用
し

た
交

通
転

換
要

因
の

分
析

※
E
T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
で

は
東

北
道

－
東

関
道

間
の

圏
央

道
を

走
行

す
る

車
両

は
厳

密
に

は
特

定
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

、
外

環
道

と
首

都
高

を
走

行
す

る
車

両
の

割
合

で
分

担
率

を
集

計

東
北

道
～

東
関

東
道

定
数

項
補

正
あ

り
定

数
項

補
正

あ
り

定
数

項
補

正
あ

り
定

数
項

補
正

あ
り

首
都

高

経
由

2
4
%

外
環

経

由 7
6
%

N
=
3
,5
6
0

（
台

/日
）

H
30

.6
～

9

モ
デ

ル
推

定
結

果

各
要

因
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

結
果
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47

定
数

項
補

正
の

追
加

に
つ

い
て

【
参

考
】
定

数
項

補
正

○
定

数
項

補
正

は
、

推
計

値
が

基
準

年
の

実
績

値
と

一
致

す
る

よ
う

に
推

定
し

た
モ

デ
ル

の
定

数
項

を
補

正
す

る
方

法
。

○
定

数
項

補
正

の
必

要
性

と
課

題
に

つ
い

て
は

「
H

1
5
将

来
交

通
量

予
測

の
あ

り
方

に
関

す
る

検
討

委
員

会
」で

も
必

要
性

と
課

題
に

つ
い

て
議

論
さ

れ
て

い
る

。

遠
い

将
来

の
交

通
需

要
推

計
を

取
り

扱
う

場
合

に
は

、
定

数
項

補
正

の
影

響
が

そ
の

ま
ま

長
期

の
推

計
値

に
も

及
ぶ

た
め

、
定

数
項

補
正

は
行

わ
な

い
方

が
望

ま
し

い
。

一
方

、
比

較
的

近
い

将
来

の
有

料
道

路
の

償
還

計
画

や
費

用
便

益
分

析
に

よ
る

評
価

等
で

は
、

現
況

の
実

績
値

を
踏

ま
え

た
比

較
的

近
い

将
来

の
交

通
需

要
推

計
が

大
き

く
影

響
す

る
た

め
、

定
数

項
補

正
の

必
要

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

比
較

的
近

い
将

来
の

推
計

値
の

す
り

付
け

を
行

う
場

合
は

、
利

用
で

き
る

直
近

デ
ー

タ
と

予
測

値
と

の
乖

離
が

今
度

ど
の

く
ら

い
続

く
か

の
判

断
が

重
要

と
な

る
。

そ
の

た
め

、
す

り
付

け
に

つ
い

て
は

、
す

り
付

け
の

期
間

や
具

体
的

な
す

り
付

け
方

法
等

、
そ

の
適

用
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

し
て

お
く
必

要
が

あ
る

。

（
出

典
：
報

告
書

「
長

期
交

通
量

予
測

課
題

と
今

後
の

あ
り

方
）

■
検

討
会

内
容

抜
粋
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48

定
数

項
補

正
に

つ
い

て

【
参

考
】
定

数
項

補
正

■
定

数
項

補
正

案

各
経

路
の

効
用

関
数

の
O

D
毎

に
定

数
項

補
正

を
行

う
。

経
路

交
通

量
   

ൌ
選

択
確

率
   

ൈ
O

D
交

通
量

  
ൌ

ex
p ሺ

効
用

関
数

   
ሻ

 
ex

p ሺ
効

用
関

数
   

ሻ
 

ൈ
O

D
交

通
量

  

選
択

確
率

が
E

T
C

ロ
グ

の
分

担
率

と
同

じ
に

な
る

よ
う

定
数

項
補

正
で

調
整

す
る

。

  
  
：
経

路
１

の
  

間
の

効
用

、
  

  
:経

路
１

の
  

間
の

所
要

時
間

、
  

  
:経

路
１

の
  

間
の

料
金

、
α 

：
経

路
１

の
定

数
項

、
β
、
γ：

パ
ラ

メ
ー

タ
、

 
  

1
  ൌ

ሺE
TC

2.
0サ

ン
プ

ル
数

ET
Cロ

グ
サ

ン
プ

ル
数

 
、

  
  
：
残

差
項

r：
経

路
、

  
：
発

地
着

地経
路

1：
  

  
ൌ

ሺα
 

 
  

 
  

ሺ1
ሻሻ

൅
 
・

  
  

൅
γ・

  
  

൅
  

   

経
路

2：
  

  
ൌ

ሺα
 

 
  

 
  

ሺ2
ሻሻ

൅
 
・

  
  

൅
γ・

  
  

൅
  

  

経
路

3：
  

  
ൌ

   
   

  
   

 
  

3
൅

 
・

  
  

൅
γ・

  
  

൅
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料
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3
環

状
道

路
ネ
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ト
ワ

ー
ク

整
備
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目
的

E
T
C

2
.0

を
は

じ
め

と
す

る
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

活
用

し
、

３
環

状
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
整

備
に

よ
る

経
路

変
更

の
特

性
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
３

環
状

道
路

を
活

用
し

た
多

様
な

政
策

展
開

（
経

路
分

担
率

の
予

測
、

交
通

誘
導

等
）
に

向
け

た
分

析
・
評

価
手

法
を

検
討

す
る

。

2

○
研

究
の

目
的

・経
路

分
担

率
の

実
測

値
の

比
較

よ
り

明
ら

か
と

な
っ

た
経

路
選

択
要

因
を

追
加

し
、

モ
デ

ル
の

改
良

と
精

度
の

向
上

を
図

る
。

・
最

新
の

E
T

C
2

.0
デ

ー
タ

を
用

い
て

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析
を

行
い

比
較

検
証

を
行

う
。

経
路

選
択

モ
デ

ル
の

精
度

向
上

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析

・経
路

選
択

モ
デ

ル
を

活
用

し
て

、
JC

T
数

や
車

線
数

な
ど

の
道

路
要

因
に

着
目

し
た

詳
細

な
分

析
を

行
い

、
外

環
道

千
葉

区
間

開
通

後
も

都
心

通
過

車
両

が
一

定
数

存
在

す
る

要
因

に
つ

い
て

明
ら

か
に

す
る

。
・空

港
着

車
両

等
の

経
路

を
走

行
す

る
車

両
の

経
路

選
択

要
因

を
明

ら
か

に
す

る
。

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

活
用

し
た

詳
細

分
析

今
年

度
の

研
究

内
容

7-80



3

前
回

研
究

会
の

指
摘

事
項

・
検

証
方

法

前
回

研
究

会
の

指
摘

事
項

•
前

回
研

究
会

で
「
車

種
別

の
経

路
分

担
率

違
い

と
し

て
、

大
型

車
と

普
通

車
の

走
行

時
間

帯
の

違
い

が
影

響
し

て
い

る
可

能
性

が
あ

る
」
と

い
う

走
行

時
間

帯
の

要
因

に
つ

い
て

の
指

摘
を

う
け

た
。

検
証

内
容

•
走

行
時

間
帯

の
影

響
を

確
認

す
る

た
め

に
、

E
T

C
ロ

グ
デ

ー
タ

を
用

い
た

時
間

帯
別

の
経

路
分

担
の

集
計

を
行

い
確

認
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

を
も

と
に

モ
デ

ル
の

検
討

を
行

っ
た

。

○
前

回
研

究
会

の
指

摘
事

項

□
走

行
時

間
帯

の
影

響
に

つ
い

て

•
前

回
研

究
会

で
「
空

港
利

用
者

は
他

の
交

通
と

経
路

選
択

の
際

に
重

視
す

る
要

因
が

異
な

る
可

能
性

が
あ

る
」と

い
う

指
摘

を
う

け
た

。

検
証

内
容

•
新

空
港

IC
を

着
と

す
る

デ
ー

タ
の

み
で

の
E

T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
の

経
路

分
担

率
の

比
較

や
モ

デ
ル

の
推

計
を

行
い

、
空

港
利

用
者

の
経

路
選

択
要

因
に

違
い

に
つ

い
て

検
証

を
行

っ
た

。

□
空

港
を

発
着

と
す

る
車

両
の

経
路

選
択

要
因

に
つ

い
て

7-81



3
．

特
定

経
路

の
要

因
分

析
（空

港
着

O
D

）

今
回

の
報

告
内

容

4

○
今

回
の

報
告

内
容

経
路

選
択

モ
デ

ル
の

精
度

向
上

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

活
用

し
た

詳
細

分
析

1
．

経
路

選
択

モ
デ

ル
の

精
度

向
上

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析

2
．

非
効

率
な

経
路

選
択

を
行

う
車

両
の

経
路

選
択

要
因

の
検

証

前
回

研
究

会
の

指
摘

事
項

を
踏

ま
え

、
走

行
時

間
帯

の
特

性
の

検
証

を
行

い
、

モ
デ

ル
の

拡
張

を
行

う
。

モ
デ

ル
を

用
い

て
外

環
千

葉
区

間
開

通
前

後
の

経
路

分
担

率
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。

外
環

道
開

通
後

の
首

都
高

利
用

車
が

24
%

存
在

す
る

要
因

の
検

証
を

行
う

。

新
空

港
IC

を
着

と
す

る
車

両
の

経
路

選
択

要
因

の
特

徴
の

検
証

を
行

う
。
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5

1．
経

路
選

択
モ

デ
ル

の
精

度
向

上
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

1
-1

．
モ

デ
ル

拡
張

・精
度

向
上

の
検

討

1
-2

．
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析

1
-3

．
ま

と
め

前
回

研
究

会
の

指
摘

事
項

を
踏

ま
え

、
走

行
時

間
帯

の
特

性
の

検
証

を
行

い
、

モ
デ

ル
の

拡
張

を
行

う
。

1-
1の

拡
張

モ
デ

ル
を

用
い

て
外

環
千

葉
区

間
開

通
前

後
の

経
路

分
担

率
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。

経
路

選
択

モ
デ

ル
の

精
度

向
上

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析

7-83



6

現
況

の
経

路
分

担
率

1
-
1
．

モ
デ

ル
拡

張
・
精

度
向

上
の

検
討

現
況

の
経

路
分

担
率

を
も

と
に

、
経

路
選

択
に

影
響

す
る

可
能

性
が

あ
る

要
因

に
つ

い
て

検
証

を
行

っ
た

○
検

討
結

果

•
前

回
の

研
究

会
で

指
摘

を
い

た
だ

い
た

、
時

間
帯

の
影

響
の

検
証

を
行

っ
た

結
果

、
時

間
帯

に
よ

っ
て

経
路

分
担

率
が

異
な

る
（
ピ

ー
ク

時
間

は
外

環
利

用
率

が
高

く
、

深
夜

は
外

環
利

用
率

が
低

い
）
が

こ
と

が
分

か
っ

た
。

□
常

磐
道
⇔

東
関

東
道

ピ
ー

ク
時

間
帯

は
外

環
道

利
用

の
割

合
が

他
と

比
べ

高
い

。
深

夜
時

間
帯

は
外

環
道

利
用

の
割

合
が

他
と

比
べ

低
い

。

89
%

97
%

96
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

首
都

高
経

由
外

環
経

由
（
台

/日
）

（
外

環
経

由
分

担
率

）

（
時

間
帯

）

ピ
ー

ク
時

間
帯

は
外

環
道

利
用

の
割

合
が

他
と

比
べ

高
い

。

時
間

帯
に

よ
っ

て
分

担
率

に
違

い
が

あ
る

た
め

、
モ

デ
ル

で
も

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る

デ
ー

タ
：
E

T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
（
H

30
.6

~
10

)

7-84



7

モ
デ

ル
の

構
築

（
時

間
帯

特
性

）

1
-
1
．

モ
デ

ル
拡

張
・
精

度
向

上
の

検
討

ピ
ー

ク
時

（
6～

8、
17

～
19

時
台

）
、

深
夜

（
0～

4時
）
、

そ
の

他
の

時
間

毎
に

分
け

た
イ

ン
プ

ッ
ト

デ
ー

タ
を

作
成

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
モ

デ
ル

の
構

築
を

行
っ

た
。

〇
時

間
帯

特
性

の
追

加
方

法

効
用

 
ൌ

 
ൈ

定
数

項
 

൅
 

ൈ
ピ

ー
ク

時
所

要
時

間
 

൅
 

ൈ
ピ

ー
ク

時
高

速
料

金
 
　

　

効
用

 
ൌ

 
ൈ

定
数

項
 

൅
 

ൈ
深

夜
所

要
時

間
 

൅
 

ൈ
深

夜
高

速
料

金
 
　

　

効
用

 
ൌ

 
ൈ

定
数

項
 

൅
 

ൈ
そ

の
他

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

そ
の

他
高

速
料

金
 
　

　
 は

経
路

首
都

高
、

外
環

道
、

圏
央

道
  

, 
, 

は
パ

ラ
メ

ー
タ

検
証

の
結

果
、

時
間

帯
特

性
の

影
響

が
み

ら
れ

た
た

め
、

モ
デ

ル
に

時
間

帯
の

要
因

の
追

加
を

行
う

。

・
モ

デ
ル

式

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

圏
央

道
経

由

ピ
ー

ク
時

3,
03

0
2,

73
0

2,
73

0

深
夜

2,
51

0
1,

91
0

1,
91

0

そ
の

他
3,

03
0

2,
73

0
2,

73
0

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

圏
央

道
経

由

ピ
ー

ク
時

88
.4

67
.2

10
9.

9

深
夜

72
.9

56
.2

10
0.

0

そ
の

他
82

.1
66

.1
11

0.
5

デ
ー

タ
：ド

ラ
ぷ

ら
デ

ー
タ

：
E

T
C

2.
0（

H
30

.6
~

8）

高
速

料
金

（
円

）
所

要
時

間
（
分

）

※
平

日
、

普
通

車
※

平
日

・
イ

ン
プ

ッ
ト

デ
ー

タ
例

（
久

喜
IC

（
東

北
道

）～
千

葉
北

（東
関

東
道

））
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8

モ
デ

ル
の

構
築

（
車

種
特

性
）

1
-
1
．

モ
デ

ル
拡

張
・
精

度
向

上
の

検
討

前
回

の
研

究
会

で
有

意
と

な
ら

な
か

っ
た

車
種

特
性

に
つ

い
て

も
、

影
響

を
考

慮
す

る
た

め
に

新
た

な
モ

デ
ル

の
構

築
を

行
っ

た
。

大
型

車
、

普
通

車
毎

に
分

け
た

イ
ン

プ
ッ

ト
デ

ー
タ

を
作

成
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

モ
デ

ル
の

構
築

を
行

っ
た

。

〇
車

種
特

性
の

追
加

方
法

効
用

 
ൌ

 
ൈ

定
数

項
 

൅
 

ൈ
大

型
車

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

大
型

車
高

速
料

金
 
　

　
　

　

効
用

 
ൌ

 
ൈ

定
数

項
 

൅
 

ൈ
普

通
車

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

普
通

車
高

速
料

金
 
　

　
　

 は
経

路
首

都
高

、
外

環
道

、
圏

央
道

  
, 

, 
は

パ
ラ

メ
ー

タ

・
モ

デ
ル

式

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

圏
央

道
経

由

大
型

車
4,

69
0

4,
22

0
4,

22
0

普
通

車
3,

03
0

2,
73

0
2,

73
0

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

圏
央

道
経

由

大
型

車
82

.1
66

.1
11

0.
5

普
通

車
82

.1
66

.1
11

0.
5

高
速

料
金

（
円

）
所

要
時

間
（
分

）
※

所
要

時
間

は
車

種
を

分
け

ず
に

仕
様

※
平

日
、

そ
の

他
時

間
帯

※
平

日
、

そ
の

他
時

間
帯

デ
ー

タ
：ド

ラ
ぷ

ら

・
イ

ン
プ

ッ
ト

デ
ー

タ
例

（
久

喜
IC

（
東

北
道

）～
千

葉
北

（東
関

東
道

））

デ
ー

タ
：
E

T
C

2.
0（

H
30

.6
~

8）
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9

検
証

モ
デ

ル
一

覧

1
-
1
．

モ
デ

ル
拡

張
・
精

度
向

上
の

検
討

モ
デ

ル
N

o.

全
車

 

普
通

車

①

大
型

車

. 車 種 特 性

b
. 
時

間
帯

特
性

ピ
ー

ク
モ

デ
ル

N
o.

深
夜

モ
デ

ル
N

o.

そ
の

他
モ

デ
ル

N
o.

 
-Ⅰ

 
-Ⅱ

 
-Ⅲ

①
-Ⅰ

①
-Ⅱ

①
-Ⅲ

２
通

り

結
果

は
P

1
0

６
通

り

結
果

は
P

11

＋

経
路

選
択

の
要

因
で

あ
る

可
能

性
が

あ
る

「車
種

特
性

」「
時

間
帯

特
性

」の
要

因
を

確
認

す
る

た
め

に
、

す
べ

て
の

組
み

合
わ

せ
の

モ
デ

ル
を

作
成

し
検

証
を

行
っ

た
。

〇
検

証
モ

デ
ル

一
覧

（要
因

の
組

み
合

わ
せ

）

：
前

回
報

告
モ

デ
ル

a

前
回

推
奨

モ
デ

ル
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10

1
-
1
．

モ
デ

ル
拡

張
・
精

度
向

上
の

検
討

〇
車

種
特

性
を

考
慮

し
な

い
 

全
車

モ
デ

ル
は

、
推

定
値

の
符

号
条

件
・
有

意
水

準
、

時
間

価
値

が
想

定
と

一
致

し
た

。

〇
そ

の
他

の
モ

デ
ル

は
想

定
と

一
致

し
な

か
っ

た
。

a
.車

種
特

性
モ

デ
ル

の
パ

ラ
メ

ー
タ

推
定

結
果

※
＊

＊
：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準
※

深
夜

：
0-

3時
台

、
ピ

ー
ク

：
平

日
朝

6-
8時

台
・
夜

17
-1

9
時

台

 
全

車
モ

デ
ル

が
当

て
は

ま
り

の
よ

い
モ

デ
ル

の
一

つ
と

な
っ

た
。

係
数

有
意

条
件

 
全

車
モ

デ
ル

①
車

種
別

モ
デ

ル

普
通

車
大

型
車

首
都

高
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

0.
47

**
－

0.
50

**
－

0.
40

外
環

道
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

－
1.

74
**

－
2.

26
**

－
1.

91
**

所
要

時
間

符
号

（
－

）
＊

有
り

－
0.

10
**

－
0.

11
**

－
0.

12
**

料
金

符
号

（
－

）
＊

有
り

－
0.

00
1*

*
0.

00
2*

*
－

0.
00

1*
*

サ
ン

プ
ル

数
―

2,
54

5
1,

64
1

90
4

自
由

度
調

整
済

み
決

定
係

数
0.

3～
0.

4程
度

以
上

0.
40

0.
42

0.
45

時
間

価
値

符
号

（
＋

）
89

.2
－

70
.1

13
3.

3

〇
パ

ラ
メ

ー
タ

推
計

結
果

：
想

定
と

一
致

し
た

値

7-88
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②
-2

時
間

帯
特

性

1
-
1
．

モ
デ

ル
拡

張
・
精

度
向

上
の

検
討

b
.車

種
特

性
×

時
間

帯
特

性
モ

デ
ル

の
パ

ラ
メ

ー
タ

推
定

結
果

〇
時

間
帯

特
性

を
考

慮
し

た
全

車
・
時

間
帯

別
モ

デ
ル

は
ピ

ー
ク

（
 

-Ⅰ
）
の

モ
デ

ル
が

符
号

条
件

・
有

意
水

準
、

時
間

価
値

と
も

想
定

と
一

致
し

た
。

〇
車

種
特

性
と

時
間

帯
特

性
を

考
慮

し
た

車
種

別
・
時

間
帯

別
モ

デ
ル

で
は

、
ピ

ー
ク

時
間

帯
（
①

-Ⅰ
）
の

モ
デ

ル
が

符
号

条
件

・
有

意

水
準

、
時

間
価

値
と

も
想

定
と

一
致

し
た

。 ※
＊

＊
：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準
※

深
夜

：
0-

3時
台

、
ピ

ー
ク

：
平

日
朝

6-
8時

台
・
夜

17
-1

9
時

台

全
車

×
時

間
帯

モ
デ

ル
（
 

-Ⅰ
）と

車
種

×
時

間
帯

モ
デ

ル
（ピ

ー
ク

時
間

帯
（①

-Ⅰ
））

が
当

て
は

ま
り

の
よ

い
モ

デ
ル

の
一

つ
と

な
っ

た
。

係
数

有
意

条
件

 
-Ⅰ

全
車

・
ピ

ー
ク

時
モ

デ
ル

 
-Ⅱ

全
車

・
深

夜
モ

デ
ル

 
-Ⅲ

全
車

・
そ

の
他

モ
デ

ル

①
-Ⅰ

車
種

別
・
ピ

ー
ク

時
モ

デ
ル

①
-Ⅱ

車
種

別
・
深

夜
モ

デ
ル

①
-Ⅲ

車
種

別
・
そ

の
他

モ
デ

ル

普
通

車
大

型
車

普
通

車
大

型
車

普
通

車
大

型
車

首
都

高
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

1.
31

**
5.

79
**

－
0.

67
**

0.
69

**
1.

30
*

－
0.

86
11

.3
4

－
1.

38
**

－
3.

82
**

外
環

道
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

－
1.

50
**

0.
86

－
2.

49
**

－
2.

05
**

-0
.6

4*
0.

30
0.

88
－

2.
83

**
－

4.
99

**

所
要

時
間

符
号

（
－

）
＊

有
り

－
0.

10
**

－
0.

05
**

－
0.

12
**

－
0.

10
**

－
0.

09
**

－
0.

08
**

－
0.

05
**

－
0.

13
**

－
0.

20
**

料
金

符
号

（
－

）
＊

有
り

－
0.

00
3*

*
－

0.
01

**
0.

00
1*

*
－

0.
00

2*
*

－
0.

00
3*

*
0.

00
3

－
0.

01
0.

00
3*

*
0.

00
3*

*

サ
ン

プ
ル

数
―

80
9

10
7

1,
62

9
59

5
21

4
28

79
1,

01
8

61
1

自
由

度
調

整
済

み
決

定
係

数

0.
3～

0.
4

程
度

以
上

0.
37

0.
55

0.
43

0.
40

0.
37

0.
51

0.
58

0.
46

0.
54

時
間

価
値

符
号

（
＋

）
30

.6
7.

6
－

15
3.

9
60

.2
29

.8
－

27
.6

3.
9

－
36

.6
－

67
.3

：
想

定
と

一
致

し
た

値

7-89
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1
-
2
．

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

目
的

保
土

ヶ
谷

IC

名
浜

鶴
ヶ

島
J

東
金

J

戸
塚

IC
東

京
湾

太

館 山

道

東
関

道

北

東

道

関
越

道

道
央

中

第
三 京東

か
環

状
道

路

京
東

湾
ｱ ｸ

ｱ ﾗ ｲ ﾝ

久
喜

白
岡

J

八
王

子
J

常
磐

道

海
老

名
J

大
栄

J

つ
くば

中
央 IC

三
郷

南
IC

大
泉

J

新
東

名

圏
央

道

海
老

名
南

J

松
尾

横
芝

IC

成
田

IC

新
空

港

千
葉

東
J

宮
野

木
J

三
郷

J

葉千

東
金

道

京
葉

道
路

圏
央

道

東
京

IC

つ
くば

J

京
外

京
湾

岸 道 路

東

東

高
速

横
新

道

横 横

央
環

状

中

高
谷

J

京
葉

口

玉
川

IC

小

厚
木

IC

八
王

子
IC

練
馬

IC

高
井

戸
IC美

女
木

J

川
口

J

葛
西

板
橋

大
橋

江
北

狩
場

J

路

栄
IC

J

戸
塚

終
点

寒
川

北
IC

伊
勢

原
J

く

成
田

空
港

羽
田

空
港

境
古

河
IC

大
井

成
田

空
港

（
新

空
港

IC
）

首
都

高
経

由

外
環

道
経

由

圏
央

道
経

由

1
-1

で
作

成
し

た
各

モ
デ

ル
の

再
現

性
を

確
認

す
る

た
め

に
、

外
環

道
開

通
前

後
の

経
路

分
担

率
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行

い
、

各
モ

デ
ル

の
当

て
は

ま
り

よ
さ

の
確

認
を

行
っ

た
。

〇
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析
の

対
象

7-90



実
測

値
E

T
C

2.
0デ

ー
タ

 
全

車
モ

デ
ル

（
前

回
推

奨
モ

デ
ル

）

①
-Ⅰ

車
種

・
ピ

ー
ク

時
間

帯
モ

デ
ル

（
今

回
推

奨
モ

デ
ル

）

開
通

前

開
通

後

13

開
通

前
後

の
分

担
率

予
測

○
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

行
っ

た
結

果
、

 
全

車
モ

デ
ル

と
①

-Ⅰ
車

種
別

・
ピ

ー
ク

時
モ

デ
ル

よ
り

推
定

し
た

分
担

率
は

実
測

値
と

概
ね

同
程

度
一

致
し

た
。

〇
 

全
車

モ
デ

ル
と

①
-Ⅰ

車
種

別
・
ピ

ー
ク

時
モ

デ
ル

の
推

計
値

の
精

度
が

同
程

度
で

あ
る

た
め

、
車

種
特

性
も

考
慮

で
き

る
①

-Ⅰ
車

種
・
ピ

ー
ク

時
間

帯
モ

デ
ル

が
最

適
と

い
え

る
。

1
-
2
．

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

H
3

0
.6

～
H

3
0

.8

H
2

9
.6

～
H

2
9

.8

デ
ー

タ
：
E

T
C

2.
0（

H
29

.6
～

8、
H

30
.6

~
8）

7-91



モ
デ

ル
N

o.

全
車

 

普
通

車

①

大
型

車

b
. 
時

間
帯

特
性

ピ
ー

ク
モ

デ
ル

N
o.

深
夜

モ
デ

ル
N

o.

そ
の

他
モ

デ
ル

N
o.

 
-Ⅰ

 
-Ⅱ

 
-Ⅲ

①
-Ⅰ

①
-Ⅱ

①
-Ⅲ

14

1
-
3
．
ま

と
め

最
も

最
適

な
①

-Ⅰ
車

種
別

モ
デ

ル
を

用
い

て
、

以
降

の
分

析
を

行
う

。

千
葉

外
環

開
通

後
（
H

3
0
.6

～
8
）
の

E
T
C

2
.0

デ
ー

タ
を

用
い

て
、

モ
デ

ル
構

築
を

行
っ

た
結

果
、

 
、

 
-
Ⅰ

、
①

-
Ⅰ

モ
デ

ル
が

当
て

は
ま

り
の

良
い

結
果

と
な

っ
た

。

ま
と

め

特
に

、
①

-
Ⅰ

は
車

種
特

性
を

考
慮

で
き

る
モ

デ
ル

の
た

め
、

本
研

究
で

の
最

適
な

モ
デ

ル
と

考
え

る
。

. 車 種 特 性a

前
回

推
奨

モ
デ

ル

今
回

推
奨

モ
デ

ル

7-92
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2．
非

効
率

な
経

路
選

択
を

行
う

車
両

の
経

路
選

択
要

因
の

検
証

2
-1

．
非

効
率

な
経

路
選

択
を

行
う

車
両

の
経

路
選

択
要

因
の

検
証

2
-2

．
ま

と
め

外
環

道
開

通
後

の
首

都
高

利
用

車
が

24
%

存
在

す
る

要
因

の
検

証
を

行
う

。

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

活
用

し
た

詳
細

分
析

7-93
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外
環

道
千

葉
区

間
開

通
後

の
疑

問

○
外

環
道

の
開

通
に

よ
り

、
外

環
道

の
外

側
を

発
着

と
す

る
多

く
の

O
D

交
通

の
所

要
時

間
と

料
金

が
改

善
さ

れ
た

。
し

か
し

、
外

環
道

経
由

の
方

が
所

要
時

間
も

短
く
、

料
金

も
低

い
に

も
関

わ
ら

ず
非

効
率

は
首

都
高

経
由

の
経

路
を

選
択

す
る

車
両

が
2

4
%

も
存

在
す

る
。

非
効

率
に

思
え

る
首

都
高

を
走

行
す

る
要

因
は

何
か

を
モ

デ
ル

を
用

い
て

明
ら

か
に

す
る

。

2
-
1
．
非

効
率

な
経

路
選

択
を

行
う

車
両

の
経

路
選

択
要

因
の

検
証

デ
ー

タ
：
E

T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
（
H

30
.6

～
10

）

※
E
T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
で

は
東

北
道

－
東

関
東

道
間

の
圏

央
道

を
走

行
す

る
車

両
は

厳
密

に
は

特
定

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
た

め
、

外
環

道
と

首
都

高
を

走
行

す
る

車
両

の
割

合
で

分
担

率
を

集
計

保
土

ヶ
谷

IC

名
浜

鶴
ヶ

島
J

東
金

J

戸
塚

IC
東

京
湾

太

館

山

道

東
関

道

北

東

道

関
越

道

道
央

中

第
三 京東

か
環

状
道

路

京
東

湾
ｱ ｸ ｱ ﾗ ｲ ﾝ

久
喜

白
岡

J

八
王

子
J

常
磐

道

海
老

名
J

大
栄

J

つ
くば

中
央 IC

三
郷

南
IC

大
泉

J

新
東

名

圏
央

道

海
老

名
南

J

松
尾

横
芝

IC

成
田

IC

新
空

港

千
葉

東
J

宮
野

木
J

三
郷

J

葉千

東
金

道

京
葉

道
路

圏
央

道

東
京

IC

つ
くば

J

京
外

京
湾

岸
道 路

東

東

高
速

横
新

道

横 横

央
環

状

中

高
谷

J

京
葉

口

玉
川

IC

小

厚
木

IC八
王

子
IC

練
馬

IC

高
井

戸
IC美

女
木

J

川
口

J

葛
西

板
橋

大
橋

江
北

狩
場

J

路

栄
IC

J

戸
塚

終
点

寒
川

北
IC

伊
勢

原
J

く

成
田

空
港

羽
田

空
港

境
古

河
IC

大
井

外
環

道
経

由

首
都

高
経

由

首
都

高

経
由

2
4
%

外
環

経

由 7
6
%

N
=
3
,5
6
0

（
台

/日
）

〇
東

関
道

～
東

北
道

間
の

経
路

〇
東

関
道

～
東

北
道

間
の

経
路

分
担

率

7-94
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検
討

要
因

2
-
1
．
非

効
率

な
経

路
選

択
を

行
う

車
両

の
経

路
選

択
要

因
の

検
証

①
ト

ン
ネ

ル
・
堀

割
構

造
部

（
地

図
情

報
）
・
・
・
今

回
ご

報
告

各
経

路
を

走
行

す
る

際
に

通
過

す
る

ト
ン

ネ
ル

・
堀

割
構

造
部

（
運

転
時

の
圧

迫
感

に
影

響
）

②
時

間
信

頼
性

・
・
・
今

回
ご

報
告

所
要

時
間

の
変

動
係

数
（
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

立
て

や
す

さ
に

影
響

）

③
JC

T
数

（
地

図
情

報
）

・
・
・
前

回
ご

報
告

各
経

路
を

走
行

す
る

際
に

通
過

す
る

JC
T
の

数
（
運

転
の

し
や

す
さ

に
影

響
）

④
車

線
数

（
地

図
情

報
）

・
・
・
前

回
ご

報
告

各
経

路
の

平
均

車
線

数
（
運

転
の

し
や

す
さ

に
影

響
）

⑤
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
（
E

T
C

2.
0）

・
・
・
前

回
ご

報
告

各
経

路
の

急
ブ

レ
ー

キ
（
前

後
加

速
度

－
0.

3以
下

）
の

発
生

リ
ス

ク
（
交

通
事

故
の

リ
ス

ク
）

デ
ー

タ
を

入
手

で
き

、
検

討
を

行
う

こ
と

の
で

き
る

道
路

構
造

の
要

因
を

以
下

の
よ

う
に

整
理

し
、

検
証

を
行

っ
た

。
（
国

土
交

通
省

と
し

て
対

策
を

講
じ

る
こ

と
が

で
き

る
以

下
の

要
因

に
つ

い
て

追
加

・
検

証
を

行
っ

た
。

）

所
要

時
間

や
料

金
は

外
環

道
利

用
が

最
も

効
率

的
な

た
め

、
車

種
や

平
休

、
時

間
帯

の
み

で
は

非
効

率
な

経
路

選
択

を
行

う
要

因
は

わ
か

ら
な

い
。

そ
の

た
め

、
非

効
率

な
経

路
選

択
を

行
う

車
両

の
経

路
選

択
要

因
は

道
路

構
造

と
考

え
、

道
路

構
造

に
関

す
る

新
た

な
要

因
を

追
加

し
検

討
を

行
っ

た
。

〇
検

討
す

る
要

因
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首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

圏
央

道
経

由

宮
野

木
J
C

T
～

久
喜

白
岡

J
C

T
0
.0

9
.6

0
.0

宮
野

木
J
C

T
～

つ
く
ば

J
C

T
0
.0

9
.6

0
.0

ト
ン

ネ
ル

・
堀

割
構

造
部

に
よ

る
影

響
の

検
証

方
法

18

○
仮

説

2
-
1
．
非

効
率

な
経

路
選

択
を

行
う

車
両

の
経

路
選

択
要

因
の

検
証

N
E

X
C

O
の

H
P

等
で

公
表

さ
れ

て
い

る
地

図
情

報
を

元
に

ト
ン

ネ
ル

・
堀

割
構

造
部

の
距

離
を

定
義

※
外

環
道

：
大

泉
～

高
井

戸
IC

、
東

京
IC

間
は

一
般

道
を

走
行

し
た

と
仮

定
三

郷
～

高
谷

間
は

開
通

し
て

い
る

と
仮

定
※

首
都

高
：
中

央
環

状
線

を
走

行
し

た
と

す
る

・
例

ト
ン

ネ
ル

・
堀

割
構

造
部

（
km

）
（
例

）

ト
ン

ネ
ル

・
堀

割
構

造
部

で
は

、
運

転
者

が
圧

迫
感

を
感

じ
る

可
能

性
が

あ
り

、
高

速
道

路
の

経
路

選
択

に
影

響
を

与
え

る
要

因
と

し
て

考
え

ら
れ

る
。

○
定

義

区
間

毎
の

ト
ン

ネ
ル

・
堀

割
構

造
部

の
距

離
を

首
都

高
・
外

環
道

・圏
央

道
の

す
べ

て
の

説
明

変
数

に
追

加
し

て
検

証
を

行
う

。

○
デ

ー
タ

の
設

定

堀
割

構
造

部
首

都
高

経
由

有
利

な
要

因
デ

ー
タ

：
地

図
情

報
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E
T

C
2.

0の
所

要
時

間
の

変
動

係
数

を
時

間
信

頼
性

と
定

義
す

る

・
算

出
式

・
例

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

圏
央

道
経

由

宮
野

木
J
C

T
～

久
喜

白
岡

J
C

T
0
.1

2
0
.0

9
0
.0

4

時
間

信
頼

性

19

○
仮

説

大
型

車
等

は
、

速
達

性
だ

け
で

な
く
目

的
地

に
予

定
通

り
到

着
で

き
る

か
を

考
慮

す
る

と
思

わ
れ

る
た

め
、

時
間

信
頼

性
の

高
い

経
路

を
選

択
す

る
傾

向
に

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

○
定

義

所
要

時
間

の
変

動
係

数
を

首
都

高
・
外

環
道

・
圏

央
道

の
す

べ
て

の
説

明
変

数
に

追
加

し
て

検
証

を
行

う
。

○
デ

ー
タ

の
設

定

所
要

時
間

の
変

動
係

数
（
例

）

変
動

係
数

＝
所

要
時

間
の

標
準

偏
差

÷
所

要
時

間
の

平
均

値
※

所
要

時
間

の
大

き
さ

に
よ

る
ば

ら
つ

き
の

大
き

さ
を

標
準

化
す

る

2
-
1
．
非

効
率

な
経

路
選

択
を

行
う

車
両

の
経

路
選

択
要

因
の

検
証

デ
ー

タ
：
E

T
C

2.
0デ

ー
タ

（
H

30
.6

~
8）
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20

各
要

因
の

検
証

2
-
1
．
非

効
率

な
経

路
選

択
を

行
う

車
両

の
経

路
選

択
要

因
の

検
証

前
節

で
構

築
し

た
①

-Ⅰ
モ

デ
ル

に
各

要
因

を
追

加
し

た
モ

デ
ル

を
構

築
し

、
そ

の
パ

ラ
メ

ー
タ

や
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析
に

よ
る

再
現

度
を

も
と

に
各

要
因

の
検

証
を

行
っ

た
。

①
-
Ⅰ

・
②

-
Ⅰ

モ
デ

ル
に

各
要

因
を

追
加

し
、

モ
デ

ル
の

構
築

を
行

っ
た

。

〇
各

要
因

の
追

加
方

法

効
用

 
ൌ

 
ൈ

定
数

項
 

൅
 

ൈ
大

型
車

ピ
ー

ク
時

所
要

時
間

 

൅
 

ൈ
大

型
車

ピ
ー

ク
時

高
速

料
金

 
＋

 
ൈ

各
要

因

効
用

 
ൌ

 
ൈ

定
数

項
 

൅
 

ൈ
普

通
車

ピ
ー

ク
時

所
要

時
間

 

൅
 

ൈ
普

通
車

ピ
ー

ク
時

高
速

料
金

 
＋

 
ൈ

各
要

因
 は

経
路

首
都

高
、

外
環

道
、

圏
央

道
  

, 
, 

, 
は

パ
ラ

メ
ー

タ

・
モ

デ
ル

式

7-98
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2
-
1
．
非

効
率

な
経

路
選

択
を

行
う

車
両

の
経

路
選

択
要

因
の

検
証

②
-1

平
休

別
モ

デ
ル

各
要

因
の

パ
ラ

メ
ー

タ
推

定
結

果

車
種

別
・
ピ

ー
ク

時
間

帯
モ

デ
ル

で
見

て
も

、
Ｊ
Ｃ

Ｔ
数

と
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

件
数

の
モ

デ
ル

が
特

に
普

通
車

で
有

意
に

な
っ

た
こ

と
か

ら

、
経

路
選

択
に

影
響

を
与

え
る

要
因

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。

※
＊

＊
：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準
※

深
夜

：
0-

3時
台

、
ピ

ー
ク

：
平

日
朝

6-
8時

台
・
夜

17
-1

9
時

台

〇
パ

ラ
メ

ー
タ

推
計

結
果

係
数

有
意

条
件

ト
ン

ネ
ル

時
間

信
頼

性
JC

T
数

車
線

数
急

ブ
レ

ー
キ

数

普
通

車
モ

デ
ル

大
型

車
モ

デ
ル

普
通

車
モ

デ
ル

大
型

車
モ

デ
ル

普
通

車
モ

デ
ル

大
型

車
モ

デ
ル

普
通

車
モ

デ
ル

大
型

車
モ

デ
ル

普
通

車
モ

デ
ル

大
型

車
モ

デ
ル

首
都

高
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

－
0

.6
2

**
1

.3
0

**
0.

5
4

**
－

3
.0

3
**

8.
29

**
1.

08
**

16
.9

0*
*

34
.8

0*
*

2.
28

**
1.

43

外
環

道
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

24
.5

0*
*

－
1.

25
*

－
2

.2
4

**
－

6
.2

9
**

2
.2

8
**

－
0.

76
13

.4
0*

*
31

.9
0*

*
－

1.
10

*
－

0.
48

所
要

時
間

符
号

（
－

）
＊

有
り

－
0

.1
0

**
－

0
.0

9
**

－
0

.1
0

**
－

0
.1

6
**

－
0

.1
0

**
－

0
.0

9*
*

－
0

.1
3

**
－

0
.1

4
**

－
0

.1
0

**
－

0
.0

9
**

料
金

符
号

（
－

）
＊

有
り

0.
00

3*
*

－
0.

00
3*

*
－

0.
00

2*
*

－
0

.0
1

**
－

0.
00

02
**

－
0.

00
3*

*
－

0
.0

1
**

－
0

.0
1

**
－

0.
00

04
**

－
0.

00
3*

*

ト
ン

ネ
ル

符
号

（
－

）
＊

有
り

-2
.7

8
0.

07

時
間

信
頼

性
符

号
（
－

）
＊

有
り

2.
70

**
60

.6
0*

*

JC
T

数
符

号
（
－

）
＊

有
り

－
1

.9
1

**
0.

05

車
線

数
符

号
（
＋

）
＊

有
り

－
2

0
.9

**
－

4
3

.5
**

急
ブ

レ
ー

キ
符

号
（
－

）
＊

有
り

－
0

.0
2

**
－

0.
00

2

サ
ン

プ
ル

数
―

59
5

21
4

59
5

21
4

59
5

21
4

59
5

21
4

59
5

21
4

自
由

度
調

整
済

み
決

定
係

数
0.

3～
0.

4
程

度
以

上
0.

41
0.

37
0.

40
0.

46
0.

43
0.

37
0.

46
0.

42
0.

42
0.

37

時
間

価
値

符
号

（
＋

）
－

39
.1

29
.3

53
.2

29
.9

60
0.

1
29

.8
24

.0
18

.8
23

7.
3

29
.7

：
想

定
と

一
致

し
た

値
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2
-
1
．
非

効
率

な
経

路
選

択
を

行
う

車
両

の
経

路
選

択
要

因
の

検
証

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

保
土

ヶ
谷

IC

名
浜

鶴
ヶ

島
J

東
金

J

戸
塚

IC
東

京
湾

太

館 山

道

東
関

道

北

東

道

関
越

道

道
央

中

第
三 京東

か
環

状
道

路

京
東

湾
ｱ ｸ

ｱ ﾗ ｲ ﾝ

久
喜

白
岡

J

八
王

子
J

常
磐

道

海
老

名
J

大
栄

J

つ
くば

中
央 IC

三
郷

南
IC

大
泉

J

新
東

名

圏
央

道

海
老

名
南

J

松
尾

横
芝

IC

成
田

IC

新
空

港

千
葉

東
J

宮
野

木
J

三
郷

J

葉千

東
金

道

京
葉

道
路

圏
央

道

東
京

IC

つ
くば

J

京
外

京
湾

岸 道 路

東

東

高
速

横
新

道

横 横

央
環

状

中

高
谷

J

京
葉

口

玉
川

IC

小

厚
木

IC

八
王

子
IC

練
馬

IC

高
井

戸
IC美

女
木

J

川
口

J

葛
西

板
橋

大
橋

江
北

狩
場

J

路

栄
IC

J

戸
塚

終
点

寒
川

北
IC

伊
勢

原
J

く

成
田

空
港

羽
田

空
港

境
古

河
IC

大
井

成
田

空
港

（
新

空
港

IC
）

首
都

高
経

由

外
環

道
経

由

圏
央

道
経

由

1
-1

で
作

成
し

た
各

モ
デ

ル
の

再
現

性
を

確
認

す
る

た
め

に
、

外
環

道
開

通
前

後
の

経
路

分
担

率
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
行

い
、

各
モ

デ
ル

の
当

て
は

ま
り

よ
さ

の
確

認
を

行
っ

た
。

〇
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析
の

対
象

7-100



開
通

後
H

30
.6

～
8

実
測

値
JC

T
数

急
ブ

レ
ー

キ

E
T

C
2.

0
デ

ー
タ

E
T

C
2.

0
デ

ー
タ

23

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

結
果

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

し
た

結
果

、
JC

T
数

と
急

ブ
レ

ー
キ

と
も

に
推

定
し

た
分

担
率

は
実

測
値

と
概

ね
一

致
し

た
。

2
-
1
．
非

効
率

な
経

路
選

択
を

行
う

車
両

の
経

路
選

択
要

因
の

検
証

モ
デ

ル
推

定
結

果

東
北

～
東

関
東

道

※
E

T
C

2.
0

 の
普

及
状

態
は

E
T

C
に

比
べ

低
く
、

ま
た

普
通

車
両

の
搭

載
車

両
が

多
い

た
め

、
分

担
率

が
E

T
C

ロ
グ

に
よ

る
結

果
と

異
な

る
。

分
析

対
象

区
間

デ
ー

タ
：
E

T
C

2.
0（

H
29

.6
～

8、
H

30
.6

~
8）
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24

2
-
2
．
ま

と
め

モ
デ

ル
に

道
路

構
造

な
ど

の
要

因
を

追
加

し
、

非
効

率
な

経
路

選
択

を
行

う
要

因
の

検
証

を
行

っ
た

。

・
検

証
の

結
果

、
J
C

T
数

と
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
が

経
路

選
択

要
因

と
な

る
と

言
え

る
。

特
に

小
型

車
へ

の
影

響
が

大
き

い
と

い
え

る
。

（一
方

で
、

ト
ン

ネ
ル

延
長

や
時

間
信

頼
性

は
有

意
と

は
な

ら
な

か
っ

た
。

）

・
し

か
し

、
J
C

T
数

も
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
も

外
環

道
経

由
の

方
が

少
な

い
要

因
の

た
め

、
非

効
率

な
経

路
選

択
を

行
う

車
両

の
経

路
選

択
要

因
と

は
言

え
な

か
っ

た
。

〇
そ

の
他

に
考

え
ら

れ
る

非
効

率
な

経
路

選
択

を
行

う
要

因
に

つ
い

て

ま
と

め 非
効

率
な

経
路

選
択

を
行

う
要

因
と

し
て

、
以

下
の

よ
う

な
利

用
者

特
性

の
要

因
が

考
え

ら
れ

る
。

・外
環

道
千

葉
区

間
認

知
度

（外
環

道
の

開
通

を
知

ら
な

い
人

が
非

効
率

な
経

路
選

択
を

し
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

）

・外
環

道
経

由
と

首
都

高
経

由
の

走
行

頻
度

（比
較

を
行

え
る

ほ
ど

走
行

し
た

こ
と

が
な

い
人

が
非

効
率

な
選

択
を

し
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

）
（走

り
な

れ
た

道
を

走
り

た
い

と
い

う
人

が
非

効
率

な
経

路
選

択
を

し
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

）
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【
参

考
】
非

効
率

な
経

路
選

択
を

行
う

車
両

の
経

路
選

択
要

因
の

検
証

25

検
証

結
果

○
Ｊ
Ｃ

Ｔ
数

【
結

果
】
J
C

T
数

が
少

な
い

経
路

を
選

択
す

る
傾

向
に

あ
る

。
【
考

察
】
J
C

T
は

、
渋

滞
や

減
速

の
ポ

イ
ン

ト
で

あ
る

こ
と

、
合

流
・
分

流
な

ど
が

発
生

す
る

こ
と

か
ら

、
運

転
者

が
苦

手
意

識
を

感
じ

て
い

る
た

め
だ

と
考

え
ら

れ
る

。

○
車

線
数

【
結

果
】
車

線
数

が
少

な
い

経
路

を
選

択
す

る
傾

向
に

あ
る

。
（
想

定
と

逆
）

【
考

察
】
車

線
数

が
増

加
す

る
と

、
車

線
変

更
が

複
雑

に
な

る
こ

と
が

要
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

。

〇
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
【
結

果
】
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
の

少
な

い
経

路
を

選
択

す
る

傾
向

に
あ

る
。

【
考

察
】
安

全
の

た
め

、
急

減
速

が
少

な
く
一

定
速

度
で

走
行

可
能

な
経

路
が

好
ま

れ
て

い
る

た
め

だ
と

考
え

ら
れ

る
。

〇
時

間
信

頼
性

【
結

果
】
時

間
信

頼
性

が
低

い
経

路
を

選
択

す
る

傾
向

に
あ

る
。

（
想

定
と

逆
）

【
考

察
】
公

表
さ

れ
て

い
る

時
間

信
頼

性
に

関
す

る
情

報
は

な
く
、

運
転

者
が

時
間

信
頼

性
を

意
識

す
る

こ
と

が
な

い
た

め
と

考
え

ら
れ

る
。

経
路

選
択

の
要

因
と

し
て

道
路

構
造

な
ど

の
要

因
の

検
証

を
行

っ
た

。
各

要
因

の
結

果
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

○
ト

ン
ネ

ル
・
堀

割
構

造
部

距
離

【
結

果
】
ト

ン
ネ

ル
・
堀

割
構

造
部

距
離

が
多

い
経

路
を

選
択

す
る

傾
向

に
あ

る
。

【
考

察
】
経

路
を

選
択

す
る

際
に

ト
ン

ネ
ル

の
有

無
を

意
識

し
な

い
た

め
だ

と
考

え
ら

れ
る

。
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3．
特

定
経

路
の

要
因

分
析

（
空

港
着

O
D

）

3
-1

．
特

定
経

路
の

要
因

分
析

（空
港

着
O

D
）

3
-1

．
ま

と
め

新
空

港
IC

を
着

と
す

る
車

両
の

経
路

選
択

要
因

の
特

徴
の

検
証

を
行

う
。

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

活
用

し
た

詳
細

分
析
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3
-
1
．
特

定
経

路
の

要
因

分
析

（
空

港
着

O
D
）

目
的

保
土

ヶ
谷

IC

名
浜

鶴
ヶ

島
J

東
金

J

戸
塚

IC
東

京
湾

太

館 山

道

東
関

道

北

東

道

関
越

道

道
央

中

第
三 京東

か
環

状
道

路

京
東

湾
ｱ ｸ

ｱ ﾗ ｲ ﾝ

久
喜

白
岡

J

八
王

子
J

常
磐

道

海
老

名
J

大
栄

J

つ
くば

中
央 IC

三
郷

南
IC

大
泉

J

新
東

名

圏
央

道

海
老

名
南

J

松
尾

横
芝

IC

成
田

IC

新
空

港

千
葉

東
J

宮
野

木
J

三
郷

J

葉千

東
金

道

京
葉

道
路

圏
央

道

東
京

IC

つ
くば

J

京
外

京
湾

岸 道 路

東

東

高
速

横
新

道

横 横

央
環

状

中

高
谷

J

京
葉

口

玉
川

IC

小

厚
木

IC

八
王

子
IC

練
馬

IC

高
井

戸
IC美

女
木

J

川
口

J

葛
西

板
橋

大
橋

江
北

狩
場

J

路

栄
IC

J

戸
塚

終
点

寒
川

北
IC

伊
勢

原
J

く

成
田

空
港

羽
田

空
港

境
古

河
IC

大
井

成
田

空
港

（
新

空
港

IC
）

首
都

高
経

由

外
環

道
経

由

圏
央

道
経

由

•
成

田
空

港
を

着
と

す
る

車
両

は
、

飛
行

機
へ

の
乗

り
継

ぎ
時

間
の

制
約

等
が

あ
る

た
め

、
他

の
車

両
と

は
異

な
る

こ
と

経
路

選
択

を
と

る
と

考
え

ら
れ

る
。

本
モ

デ
ル

を
利

用
し

、
成

田
空

港
を

着
と

す
る

車
両

が
経

路
選

択
の

際
に

重
視

す
る

要
因

の
把

握
を

行
う

。
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成
田

空
港

を
着

と
す

る
車

両
の

動
向

3
-
1
．
特

定
経

路
の

要
因

分
析

（
空

港
着

O
D
）

大 型 車

普 通 車

※

大 型 車

普 通 車

※

3
2
%

2
9
%

3
3
%

3
0
%

2
8
%

6
8
%

7
1
%

6
7
%

7
0
%

7
2
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

H
3
0
.6

H
3
0
.7

H
3
0
.8

H
3
0
.9

H
3
0
.1
0

首
都

高
経

由
外

環
経

由

1
9% 20
%

11
%

1
4
%

1
7%

81
%

8
0
%

89
%

8
6
%

83
%

0%
20

%
40

%
60

%
8
0%

10
0%

H
3
0.
6

H
3
0.
7

H
3
0.
8

H
3
0.
9

H
3
0.
1
0

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

5
1
%

4
3% 4
5%

4
5
%

4
6%

49
%

5
7
%

5
5
%

5
5
%

5
4
%

0%
20

%
4
0%

60
%

80
%

10
0%

H
3
0.
6

H
3
0.
7

H
3
0.
8

H
3
0.
9

H
3
0.
1
0

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

2
3
%

1
5
%

1
2
%

1
1
%

1
0
%

7
7
%

8
5
%

8
8
%

8
9
%

9
0
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

H
3
0
.6

H
3
0
.7

H
3
0
.8

H
3
0
.9

H
3
0
.1
0

首
都

高
経

由
外

環
経

由

○
東

北
道
⇒

新
空

港
IC

の
経

路
分

担
率

○
東

北
道
⇒

東
関

道
の

経
路

分
担

率

•
新

空
港

ＩＣ
（
成

田
空

港
）
を

着
と

す
る

車
両

と
沿

線
の

東
関

東
道

を
発

着
と

す
る

車
両

の
経

路
分

担
率

を
み

る
と

、
新

空
港

を
着

と
す

る
車

両
の

方
が

外
環

道
経

由
の

割
合

が
低

い
傾

向
に

あ
る

。

こ
の

違
い

（成
田

空
港

を
着

車
両

が
注

視
す

る
特

定
の

要
因

）を
明

ら
か

に
す

る
。

デ
ー

タ
：
E

T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
（
H

3
0

.6
~

1
0)

成
田

空
港

発
着

車
両

の
方

が
、

外
環

道
利

用
の

割
合

が
低

い
（
首

都
高

利
用

の
割

合
が

高
い

）。

※
川

口
J
C

T
と

高
谷

J
C

T
を

通
過

し
た

す
べ

て
車

両
を

対
象

に
集

計
デ

ー
タ

：
E

T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
（
H

3
0

.6
~

1
0)
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3
-
1
．
特

定
経

路
の

要
因

分
析

（
空

港
着

O
D
）

目
的

•
新

空
港

IC
（
成

田
空

港
）
を

着
と

す
る

車
両

の
経

路
分

担
率

は
、

接
続

路
線

で
あ

る
東

関
東

道
を

着
と

す
る

車
両

と
比

べ
外

環
道

経
由

の
割

合
が

低
い

傾
向

に
あ

り
、

傾
向

が
異

な
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

本
モ

デ
ル

を
用

い
て

、
新

空
港

IC
（
成

田
空

港
）
を

着
と

す
る

車
両

の
重

視
す

る
要

因
に

つ
い

て
明

ら
か

に
す

る

○
検

証
方

法

デ
ー

タ
：
所

要
時

間
E

T
C

2.
0

料
金

：
ド

ラ
ぷ

ら

•
検

証
と

し
て

、
３

-
１

で
作

成
し

た
道

路
構

造
を

含
む

モ
デ

ル
を

用
い

て
、

空
港

着
の

デ
ー

タ
と

全
デ

ー
タ

で
の

パ
ラ

メ
ー

タ
の

推
計

結
果

の
比

較
を

行
い

特
定

の
要

因
に

つ
い

て
の

検
証

を
行

っ
た

①
-Ⅰ

車
種

別
・ピ

ー
ク

時
モ

デ
ル

＋
追

加
要

因
モ

デ
ル

（追
加

要
因

：ト
ン

ネ
ル

、
時

間
信

頼
性

、
JC

T
数

、
車

線
数

、
急

ブ
レ

ー
キ

）

全
区

間
デ

ー
タ

新
空

港
IC

着
車

両
デ

ー
タ

全
区

間
パ

ラ
メ

ー
タ

（
P

2
1

)
新

空
港

IC
着

車
両

パ
ラ

メ
ー

タ

比
較

7-107



30

3
-
1
．
特

定
経

路
の

要
因

分
析

（
空

港
着

O
D
）

成
田

発
着

モ
デ

ル
の

推
定

結
果

の
比

較

〇
JC

T
数

、
急

ブ
レ

ー
キ

の
要

因
は

成
田

空
港

着
デ

ー
タ

の
モ

デ
ル

で
も

有
意

で
あ

っ
た

（
時

間
信

頼
性

は
と

も
に

有
意

で
は

な
か

っ
た

）
。

一
方

で
、

車
線

数
の

要
因

は
成

田
空

港
着

の
モ

デ
ル

で
は

有
意

、
全

デ
ー

タ
で

は
有

意
で

は
な

く
、

違
い

が
み

ら
れ

た
。

成
田

空
港

着
モ

デ
ル

の
推

定
結

果
（成

田
空

港
着

モ
デ

ル
）

車
線

数
が

成
田

空
港

着
車

両
特

有
の

経
路

選
択

の
要

因
と

い
え

る
。

係
数

有
意

条
件

ト
ン

ネ
ル

時
間

信
頼

性
JC

T
数

車
線

数
急

ブ
レ

ー
キ

数

普
通

車
モ

デ
ル

大
型

車
モ

デ
ル

普
通

車
モ

デ
ル

大
型

車
モ

デ
ル

普
通

車
モ

デ
ル

大
型

車
モ

デ
ル

普
通

車
モ

デ
ル

大
型

車
モ

デ
ル

普
通

車
モ

デ
ル

大
型

車
モ

デ
ル

首
都

高
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

0.
53

3.
58

－
1

.3
7

**
－

1
.9

2
**

10
.2

3
1.

62
－

2.
20

0.
10

0.
15

－
3.

27

外
環

道
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

－
4.

70
0.

38
－

1.
31

－
2.

73
2.

37
－

1.
56

－
1.

90
－

0.
70

－
7

.3
9

**
－

3.
36

所
要

時
間

符
号

（
－

）
＊

有
り

－
0.

06
－

0.
01

－
0

.0
6

**
－

0.
01

－
0

.0
4

**
－

0.
01

－
0

.0
6

**
－

0.
00

5*
－

0.
08

－
0.

01

料
金

符
号

（
－

）
＊

有
り

－
0.

00
1

－
0.

00
5

－
0.

00
1

0.
00

2
－

0.
00

2
－

0.
00

2*
*

－
0.

00
2*

*
－

0.
00

1*
－

0.
00

02
**

－
0.

00
1

ト
ン

ネ
ル

符
号

（
－

）
＊

有
り

0.
33

－
0.

32

時
間

信
頼

性
符

号
（
－

）
＊

有
り

3.
32

－
1.

23

JC
T

数
符

号
（
－

）
＊

有
り

－
1.

52
*

－
0.

27
*

車
線

数
符

号
（
＋

）
＊

有
り

0.
34

*
1.

44
*

急
ブ

レ
ー

キ
符

号
（
－

）
＊

有
り

－
0

.0
3

**
－

0.
00

8*

サ
ン

プ
ル

数
―

52
4

21
3

52
4

21
3

52
4

21
3

52
4

21
3

52
4

21
3

自
由

度
調

整
済

み
決

定
係

数

0.
3～

0.
4

程
度

0.
85

0.
73

0.
85

0.
76

0.
84

0.
76

0.
86

0.
76

0.
78

0.
76

時
間

価
値

符
号

（
＋

）
76

.3
1.

1
－

44
.8

5.
9

21
.8

4.
1

36
.9

5.
1

35
.3

9.
6
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■
遅

れ
時

間
・
指

標

・
例

時
間

信
頼

性
に

つ
い

て

31

時
間

信
頼

性
を

確
認

す
る

指
標

と
し

て
、

「
変

動
係

数
」
以

外
に

も
「
標

準
偏

差
」
や

「遅
れ

時
間

」で
確

認
す

る
場

合
も

あ
る

。
こ

の
「
標

準
偏

差
」
や

「
遅

れ
時

間
」
で

も
新

空
港

IC
着

車
両

の
経

路
選

択
要

因
の

確
認

を
行

っ
た

。

○
定

義

所
要

時
間

の
遅

れ
時

間
（
例

）

遅
れ

時
間

＝
O

D
の

最
大

所
要

時
間

÷
O

D
の

中
央

値
※

平
均

所
要

時
間

の
か

ら
の

乖
離

度
合

い
を

標
準

化
す

る

3
-
1
．
特

定
経

路
の

要
因

分
析

（
空

港
着

O
D
）

デ
ー

タ
：
E

T
C

2.
0デ

ー
タ

（
H

30
.6

~
8）

■
標

準
偏

差
・
指

標

・
例

所
要

時
間

の
標

準
偏

差
（
例

）

所
要

時
間

の
標

準
偏

差
※

所
要

時
間

の
大

き
さ

に
よ

る
ば

ら
つ

き
の

大
き

さ
を

標
準

化
す

る
変

動
係

数
で

は
な

い
。

（
変

動
係

数
＝

所
要

時
間

の
標

準
偏

差
÷

所
要

時
間

の
平

均
値

）

デ
ー

タ
：
E

T
C

2.
0デ

ー
タ

（
H

30
.6

~
8）

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

圏
央

道
経

由

新
空

港
IC

～
久

喜
白

岡
J
C

T
2.

24
2.

11
2.

45

首
都

高
経

由
外

環
道

経
由

圏
央

道
経

由

新
空

港
IC

～
久

喜
白

岡
J
C

T
1,

89
0

1,
55

5
83

7
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3
-
1
．
特

定
経

路
の

要
因

分
析

（
空

港
着

O
D
）

時
間

信
頼

性
に

つ
い

て

〇
時

間
信

頼
性

に
つ

い
て

、
大

型
車

と
普

通
車

共
有

の
要

因
の

確
認

は
で

き
な

か
っ

た
が

、
大

型
車

は
時

間
信

頼
性

と
し

て
、

標
準

偏

差
（
所

要
時

間
の

ば
ら

つ
き

度
）
を

重
視

し
、

普
通

車
は

時
間

信
頼

性
と

し
て

最
大

遅
れ

時
間

を
重

視
し

て
い

る
傾

向
に

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

成
田

空
港

着
モ

デ
ル

の
推

定
結

果
（成

田
空

港
着

モ
デ

ル
）

※
＊

＊
：
5％

有
意

水
準

、
＊

：
10

％
有

意
水

準

係
数

有
意

条
件

時
間

信
頼

性
（
標

準
偏

差
）

時
間

信
頼

性
（
最

大
遅

れ
時

間
）

普
通

車
モ

デ
ル

大
型

車
モ

デ
ル

普
通

車
モ

デ
ル

大
型

車
モ

デ
ル

首
都

高
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

－
3

.0
0

**
－

0.
17

*
1

.8
3

**
－

0.
94

外
環

道
経

由
の

定
数

項
＊

有
り

－
0.

06
*

－
2

.8
8

**
－

2
.1

0
**

－
3

.0
6

**

所
要

時
間

符
号

（
－

）
＊

有
り

－
0

.0
9

**
－

0.
00

4*
－

0
.1

0
**

－
0.

00

料
金

符
号

（
－

）
＊

有
り

0.
00

4*
*

－
0.

00
2*

*
－

0.
00

2
－

0.
00

2*
*

時
間

信
頼

性
標

準
偏

差
符

号
（
－

）
＊

有
り

0
.4

1
**

－
0.

04
*

時
間

信
頼

性
最

大
遅

時
間

符
号

（
－

）
＊

有
り

－
1

.9
9

**
0.

01

サ
ン

プ
ル

数
―

52
4

21
3

52
4

21
3

自
由

度
調

整
済

み
決

定
係

数

0.
3～

0.
4程 度

0.
41

0.
37

0.
76

0.
86

時
間

価
値

符
号

（
＋

）
－

24
.6

2.
3

49
.9

1.
6
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3
-
2
．
ま

と
め

33

検
証

結
果

•
成

田
空

港
を

着
す

る
車

両
に

対
し

、
経

路
選

択
モ

デ
ル

を
構

築
し

た
。

全
デ

ー
タ

モ
デ

ル
で

は
有

効
で

な
か

っ
た

車
線

数
が

成
田

空
港

着
デ

ー
タ

の
モ

デ
ル

で
有

意
に

働
い

た
要

因
と

し
て

、
時

間
の

正
確

さ
が

求
め

ら
れ

る
空

港
着

す
る

車
両

は
渋

滞
の

起
き

に
く
い

交
通

容
量

の
大

き
い

経
路

を
選

択
す

る
傾

向
に

あ
る

こ
と

が
い

え
る

。

外
環

道
は

成
田

空
港

は
お

ろ
か

東
関

道
に

つ
な

が
っ

て
い

る
と

い
う

案
内

も
な

い
デ

ー
タ

：
ド

ラ
ぷ

ら
、

首
都

高
H

P
デ

ー
タ

：
go

og
le
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34

経
路

選
択

モ
デ

ル
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

ま
と

め

ま
と

め
今

後
の

研
究

テ
ー

マ

7-112



ま
と

め

35

検
証

結
果

経
路

選
択

モ
デ

ル
の

精
度

向
上

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
分

析

1
.経

路
選

択
モ

デ
ル

の
精

度
向

上
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

分
析

車
種

特
性

×
時

間
帯

特
性

を
考

慮
し

た
当

て
は

ま
り

の
よ

い
モ

デ
ル

を
構

築
し

た
。

効
用

 
ൌ

 
ൈ

定
数

項
 

൅
 

ൈ
大

型
車

ピ
ー

ク
時

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

大
型

車
ピ

ー
ク

時
高

速
料

金
 
　

　
　

　
　

効
用

 
ൌ

 
ൈ

定
数

項
 

൅
 

ൈ
普

通
車

ピ
ー

ク
時

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ

普
通

車
ピ

ー
ク

時
高

速
料

金
 

 は
経

路
首

都
高

、
外

環
道

、
圏

央
道

  
, 

, 
, 

は
パ

ラ
メ

ー
タ

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

活
用

し
た

詳
細

分
析

2
．

非
効

率
な

経
路

選
択

を
行

う
車

両
の

経
路

選
択

要
因

の
検

証
J
C

T
数

と
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

リ
ス

ク
が

経
路

選
択

要
因

と
な

る
と

い
え

る
。

し
か

し
、

非
効

率
な

経
路

選
択

を
行

う
車

両
の

経
路

選
択

要
因

と
は

言
え

な
か

っ
た

。

3
．

特
定

経
路

の
要

因
分

析
（
空

港
着

O
D

）
成

田
空

港
着

と
す

る
車

両
の

特
有

の
要

因
と

し
て

車
線

数
が

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

時
間

の
正

確
さ

が
求

め
ら

れ
る

空
港

着
す

る
車

両
は

渋
滞

の
起

き
に

く
い

交
通

容
量

の
大

き
い

経
路

を
選

択
す

る
傾

向
に

あ
る

こ
と

が
い

え
る

。
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研
究

目
標

・
E

T
C

2.
0を

は
じ

め
と

す
る

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

を
活

用
し

、
３

環
状

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

整
備

に
よ

る
経

路
変

更
の

特
性

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

３
環

状
道

路
を

活
用

し
た

多
様

な
政

策
展

開
に

向
け

た
分

析
・
評

価
手

法
を

検
討

す
る

研
究

内
容

経
路

分
担

率
の

実
測

値
比

較
よ

り
明

ら
か

と
な

っ
た

経
路

選
択

要
因

を
追

加
し

、
モ

デ
ル

の
改

良
・
精

度
の

向
上

を
図

る
。

JC
T
数

な
ど

の
追

加
要

因
の

分
析

を
行

い
、

外
環

千
葉

県
区

間
開

通
後

も
都

心
通

過
車

両
が

一
定

数
存

在
す

る
要

因
や

空
港

利
用

車
の

経
路

選
択

要
因

の
特

性
を

明
ら

か
に

す
る

。

■
実

測
値

（
E

T
C

ロ
グ

）
に

よ
る

現
況

把
握

■
E

T
C

2.
0ﾃ

ﾞｰ
ﾀ
を

用
い

た
モ

デ
ル

構
築

※
H

30
.6

~
H

30
.1

0の
デ

ー
タ

を
利

用

今
後

の
展

望
本

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

用
い

る
こ

と
に

よ
り

、
今

後
予

想
さ

れ
る

混
雑

時
の

各
O

D
の

経
路

分
担

率
の

予
測

や
、

渋
滞

対
策

や
料

金
施

策
等

を
行

っ
た

際
の

各
O

D
の

経
路

分
担

率
の

予
測

材
料

に
利

用
す

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
。

同
一

区
間

で
あ

て
も

、
車

種
、

平
休

、
エ

リ
ア

に
よ

っ
て

経
路

分
担

率
は

異
な

る
。

車
種

特
性

と
時

間
帯

（
ピ

ー
ク

時
）を

考
慮

し
た

経
路

選
択

モ
デ

ル
を

構
築

36

■
経

路
選

択
モ

デ
ル

を
活

用
し

た
経

路
選

択
の

要
因

分
析

の
例

ま
と

め
（
今

年
度

の
研

究
の

ま
と

め
）

大 型 車

普 通 車

※

23
%

15
%

1
2
%

1
1%

1
0%

77
%

8
5
%

8
8%

8
9%

90
%

0
%

20
%

40
%

6
0%

80
%

1
00

%

H
3
0.
6

H
3
0.
7

H
3
0.
8

H
3
0.
9

H
30

.1
0

首
都

高
経

由
外

環
経

由

32
%

2
9% 3
3%

30
%

2
8%

68
%

7
1% 67
%

70
%

7
2%

0
%

20
%

40
%

60
%

80
%

1
00

%

H
3
0.
6

H
3
0.
7

H
3
0.
8

H
3
0.
9

H
30

.1
0

首
都

高
経

由
外

環
経

由

※
関

越
道

～
東

関
道

効
用

 
ൌ

 
ൈ

定
数

項
 

൅
 

ൈ
普

通
車

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ
普

通
車

高
速

料
金

 
　

　
 は

経
路

首
都

高
、

外
環

道
、

圏
央

道
  

, 
, 

は
パ

ラ
メ

ー
タ

効
用

 
ൌ

 
ൈ

定
数

項
 

൅
 

ൈ
大

型
車

所
要

時
間

 
൅

 
ൈ
大

型
車

高
速

料
金

 
　

　

経
路

交
通

量
   

ൌ
選

択
確

率
   

ൈ
O

D
交

通
量

  

ൌ
  

 
 ሺ効

用
   

ሻ

 
  

 
 ሺ効

用
   

ሻ
 

ൈ
O

D
交

通
量

  

●
モ

デ
ル

式

●
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
結

果

道
路

構
造

の
要

因
と

し
て

、
「
JC

T
数

」
や

「
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

件
数

」
の

要
因

が
普

通
車

の
経

路
選

択
に

影
響

を
与

え
て

い
る

こ
と

を
確

認
。

5
0

%

6
0

%

7
0

%

8
0

%

9
0

%

0

5
0

1
0

0

1
5

0

2
0

0

2
5

0

3
0

0

3
5

0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

17
1

8
1

9
2

0
2

1
2

2
2

3
24

首
都

高
経

由
外

環
経

由
（台

/日
）

（
外

環
経

由
分

担
率

）

（時
間

帯
）

昼
間

と
夜

間
の

経
路

分
担

率
に

大
き

な
違

い
は

見
ら

れ
な

い
。

ピ
ー

ク
時

間
帯

は
外

環
道

利
用

の
割

合
が

他
と

比
べ

高
い

。

深
夜

時
間

帯
は

外
環

道
利

用
の

割
合

が
他

と
比

べ
低

い
。

JC
T

は
減

速
、

渋
滞

の
牽

引
と

な
る

ポ
イ

ン
ト

で

あ
り

、
運

転
初

心
者

に
と

っ
て

苦
手

意
識

が
あ

る
な

ど
高

速
道

路
の

経
路

選
択

に
影

響
を

与
え

る
要

因
と

し
て

考
え

ら
れ

る
。

急
ブ

レ
ー

キ
発

生
リ

ス
ク

が
低

い
と

、
急

減
速

な
く
一

定
速

度
で

走
行

で
き

る
た

め
、

安
全

走
行

に
つ

な
が

る
可

能
性

が
高

く
、

高
速

道
路

の
経

路
選

択
に

影
響

を
与

え
る

要
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

。

●
JC

T
数

●
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

件
数

保
土

ヶ
谷

IC

名
浜

鶴
ヶ

島
J

東
金

J

戸
塚

IC
東

京
湾

太

館 山
道

東
関

道

北

東

道

関
越
道

道
央

中

第
三 京東

か
環

状
道

路

京
東

湾
ｱ ｸ ｱ ﾗ ｲ ﾝ

久
喜

白
岡

J

八
王

子
J

常
磐

道

海
老

名
J

大
栄

J

つ
くば

中
央 IC

三
郷

南
IC

大
泉

J

新
東

名

圏
央

道

海
老

名
南

J

松
尾

横
芝

IC

成
田

IC

新
空

港

千
葉

東
J

宮
野

木
J

三
郷

J

葉千

東
金

道

京
葉

道
路

圏
央

道

東
京

IC

つ
く

ば
J

京
外

京
湾

岸
道 路

東

東

高
速

横
新

道

横 横

央
環

状

中

高
谷

J

京
葉

口

玉
川

IC

小

厚
木

IC

八
王

子
IC

練
馬

IC

高
井

戸
IC美

女
木

J

川
口

J

葛
西

板
橋

大
橋

江
北

狩
場

J

路

栄
IC

J

戸
塚

終
点

寒
川

北
IC

伊
勢

原
J

く

成
田

空
港

羽
田

空
港

境
古

河
IC

大
井

外
環

道
経

由

首
都

高
経

由

●
経

路
分

担
率

（
東

北
道

～
東

関
道

）
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今
後

の
研

究
テ

ー
マ

案
①

37

交
通

安
全

対
策

の
検

討

E
T

C
2

.0
デ

ー
タ

よ
り

急
ブ

レ
ー

キ
の

多
発

地
点

を
特

定
し

、
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
渋

滞
対

策
を

実
施

す
る

。
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
渋

滞
対

策
の

効
果

を
更

に
E

T
C

2
.0

デ
ー

タ
を

用
い

て
検

証
す

る
こ

と
に

よ
り

、
ピ

ン
ポ

イ
ン

ト
渋

滞
対

策
の

効
果

の
検

討
を

行
う

。

出
典

：
地

域
道

路
経

済
戦

略
研

究
会

（九
州

地
方

研
究

会
）

〇
イ

メ
ー

ジ

・
急

ブ
レ

ー
キ

発
生

量
の

エ
リ

ア
別

の
整

理
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今
後

の
研

究
テ

ー
マ

案
②

38

今
後

の
計

画
路

線
の

抽
出

に
向

け
た

検
討

E
T

C
2

.0
デ

ー
タ

の
細

か
い

起
終

点
や

経
路

情
報

を
利

用
し

て
各

IC
や

高
速

道
路

を
利

用
す

る
車

両
の

真
の

起
終

点
や

経
路

を
特

定
す

る
な

ど
、

今
後

の
計

画
路

線
の

抽
出

に
向

け
た

検
討

を
行

う
。

利
用

経
路

や
真

の
発

着
地

を
抽

出
す

る
こ

と
に

よ
り

、
需

要
の

発
掘

を
行

う
こ

と
が

可
能

。

〇
イ

メ
ー

ジ
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今
後

の
研

究
テ

ー
マ

案
③

39

新
た

な
ス

ト
ッ

ク
効

果
の

計
測

方
法

の
検

討

E
T

C
2

.0
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
新

た
な

ス
ト

ッ
ク

効
果

の
計

測
手

法
の

検
討

を
行

う
。

重
さ⾼

さ指
定

重
さ指

定
も

しく
は

⾼
さ指

定
物

流
施

設

50
00

 
10

,0
00

台
未

満
10

,0
00

台
以

上

発
⽣

集
中

台
数

・
大

型
車

両
の

発
生

集
中

量

〇
イ

メ
ー

ジ

E
T

C
2

.0
デ

ー
タ

を
面

的
に

整
理

し
、

他
の

情
報

（
O

D
ペ

ア
の

変
化

等
）を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

３
環

状
道

路
慨

成
後

、
そ

の
地

域
の

特
徴

を
把

握
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

る
。
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現
状

の
経

路
分

担
率

【
参

考
】
モ

デ
ル

拡
張

・
精

度
向

上
の

検
討

○
前

回
の

ご
報

告

•
前

回
の

研
究

会
で

は
車

種
と

平
休

の
違

い
が

経
路

選
択

の
要

因
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

・車
種

別
の

経
路

分
担

率
の

推
移

（東
北

道
⇔

東
関

道
）

大 型 車

普 通 車
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首
都
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経

由
外

環
経

由

・平
休

別
の

経
路

分
担

率
の

推
移

（東
北

道
⇔

東
関

道
）
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H
3
0
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H
3
0
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H
3
0
.9

H
3
0
.1
0

首
都

高
経

由
外

環
経

由

大
型

車
の

方
が

外
環

道
経

由
の

割
合

が
普

通
車

と
比

べ
高

い
傾

向
に

あ
る

。

平
日

の
方

が
外

環
道

経
由

の
割

合
が

休
日

と
比

べ
高

い
傾

向
に

あ
る

。
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現
況

の
経

路
分

担
率

【
参

考
】
モ

デ
ル

拡
張

・
精

度
向

上
の

検
討

現
況

の
経

路
分

担
率

を
も

と
に

、
経

路
選

択
に

関
係

の
あ

り
そ

う
な

要
因

に
つ

い
て

の
検

証
を

行
っ

た
。

普
通

車
は

ピ
ー

ク
時

に
外

環
利

用
率

が
高

い
傾

向
に

あ
る

。

大
型

車
は

深
夜

に
外

環
利

用
率

が
高

い
傾

向
に

あ
る

。

□
常

磐
道
⇔

東
関

東
道

大 型 車普 通 車

※

デ
ー

タ
：
E

T
C

ロ
グ

デ
ー

タ
（
H

30
.6

~
10

)
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成
田

空
港

を
発

着
と

す
る

車
両

の
動

向

【
参

考
】
特

定
経

路
の

要
因

分
析

（
空

港
着

O
D
）

大 型 車

普 通 車

※

○
東

北
道
⇒

新
空

港
IC

の
経

路
分

担
率

•
新

空
港

ＩＣ
（
成

田
空

港
）
を

着
と

す
る

車
両

と
沿

線
の

東
関

東
道

を
発

着
と

す
る

車
両

の
経

路
分

担
率

を
み

る
と

、
新

空
港

を
着

と
す

る
車

両
の

方
が

外
環

道
経

由
の

割
合

が
低

い
傾

向
に

あ
る

。

こ
の

違
い

（空
港

を
着

車
両

が
注

視
す

る
特

定
の

要
因

）を
明

ら
か

に
す

る
。

大
型

車
の

方
が

、
外

環
道

利
用

の
割

合
が

高
い

。
成

田
空

港
発

着
車

両
の

方
が

、
外

環
道

利
用

の
割

合
が

低
い

（
首

都
高

利
用

の
割

合
が

高
い

）。
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（
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※
川

口
J
C

T
と

高
谷

J
C

T
を

通
過

し
た

車
両

且
つ

、
東

北
道

と
東

関
道

、
新

空
港

道
を

発
着

と
す

る
車

両
を

対
象

に
集

計
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